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1.は じ め に

現代社会 において、子 どもが最初に出会 う日常的な死は、多 くがテ レビ画面を通 し

た死であると言える。世界のある地域で起こっている戦争 ・暴動シー ン、テ レビや ビ

デオ、マンガの中で展開される殺人シー ンな どである。 このよ うな死 との出会いは、

慣れ親 しんだ身近な人やかわいがっていたペ ッ トの死 とは異な り、現実感 に欠けるも

のである。さらにこのような死は、死んだはずの人物が別 なテ レビ番組あるいは他の

チャンネルに出演 しているなど、不可逆的な死ではなく、再び出会えるといった、死

が可逆的であるかのよ うな錯覚 を子 どもに与える危険をも含んでいる。

子 どもを取 り巻 く現代社会は、このような現実でない死が氾濫 し、死の実体験 より

先行 して子 ども達に押 し寄せ る環境 となっている。一方、身近にいる大切な人やかわ

いがっていたペ ッ トとの死別 といった現実の死を体験す る機会が少ない社会 となっ

ているとの指摘がある。このような社会環境の中で、子 どもは どのよ うに して死の不

可逆性や普遍性 を理解 し、またどのよ うな死の概念を形成 しているのであろ うか。

約20年 前 に著者が行 った調査 で、アニ ミズムがみやかに崩壊すると言われ る小学

校の中 ・高学年で、再びアニ ミズム傾向がみ られた。波多野1)は 小学校低学年 のアニ

ミズム と小学校6年 生頃 か ら始 ま り中学校頃 まで続 くアニ ミズムとは質的に異な り、

科学や芸術が開花 した高次のアニ ミズムであると述べているが、その後高次のアニ ミ

ズムに着 目した研究は少ない。また、学童期の小児の死の概念発達は、ピアジェのい

う認知的発達 とさらに入院 ・死別体験 といった社会体験の影響 を受け発達することが

確認 された。

これ らの先行研究を基盤に本研究は、死の概念発達や死生観の形成にかかわる要因

及び高次のアニ ミズムの実態を検討 し、DeathEducationの 指針 と具体的方略 を開発

す る。死の概念発達の過程にある子 どもは、生命の尊厳や健康な生死観を育てるため

に、小児期か らのDeathEducationが 求 め られ ている と考 える。

1【.国 内外の当該研 究の位置づ け

小児の死の概念発達に関する研究には、アンナ ・フロイ トらの精神分析学者による

研究 と、ゲゼル発達心理学者による研究がある。キューブラ ・ロス2)は 、子 どもは死

につ いて大人 とは異 なった観念 をもっていると、その特徴を挙げている。国内では、

山梨大学心理学研究会が子 どものアニ ミズム的思考における、生命概念の発達を調査

報告 している。筆者は、これ らの研究 をべ一スに死の概念の発達的変化 を明らかにす

るために、4歳 か ら12歳 までの小児 を対象 に(総 数810名)、 札幌 、関東 、九州 で調

査 を行 った(1979年)。 そ の結果 アニ ミズム的思考 に関 して、従来の説 と差があ り、4
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～5歳 か ら低率 を示 す傾 向がみ られ た。一方、すみやかにアニミズムが崩壊すると言

われる小学校の中 ・高学年で、その傾 向がみ られた。 さらに筆者は、学童期の小児の

死の概念発達 とその関連要因について検討 し、認知的な発達段階、入院 ・死別体験な

どの社会体験の影響を受けることを確認 した(1989年)。

これ らの研 究成果 は 、現実の死 を体験する機会が少な く現実でない死が氾濫する現

代社会において、子 どもの死の概念発達や死生観の形成に関わる社会要因の検討、自

殺問題や神戸でお きた児童殺傷事件 とも関連する高次のアニ ミズムの実態調査、ひい

てはDeathEducationの 具体的方 略開発 の必要性 を示唆 している。

/
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皿.研 究 の 目的 ・方法

研究の 目的は、以下の3課 題 であ る。

1)子 ども と死 について語 る。死 について語 ることがタブー とされてきた社会の中

で、子 どもが 日常生活の中で見聞き している 「死」について語 り合 う。

2)子 どもの 「死の概 念発達 とそ の関連要因」を明らかにす る。子 どもが 日常生活

の中で出会 う 「死」を通 して 「死」や 「死後の世界」をどのように考えているか、

その実態を把握す る。

3)子 どもに死 を どの よ うに教 えるか、DeathEducationの ための指針 とシステ ム

を開発す る。

1.調 査対象

調査対象 は、北海道 、関東 、九州 に在住の小学校1年 生 か ら中学校3年 生 で ある。

2.調 査期 間

調査期 間は、平成12年2月 か ら平成12年3月 までの約2か 月間で ある。

3.調 査方法

調査方法 は、質 問紙 を用 いたアンケー ト調査である。質問紙は、子 どもの死に関す

る文献か ら、以下の調査項 目で構成 した。

1)子 どもの生活 に関す る概 要(死 別体験や 葬式 出席 体験 その他)に 関す る項 目

2)死 の概 念の構成要素 であ る①生物 ・無生物の識別(子 どものアニ ミズ ム的思考

にお ける生命概念を把握す る)に 関す る項 目

3)生 物 ・無生物 の識別 とともに死 の概念の構成要素である②死の不動性の理解 、

③死の不可逆性の理解、④死の不可避性 ・普遍性の理解、⑤時間の概念(過 去 ・

現在 ・未 来 につい ての概念)の 発 達 に関す る項 目

4)死 後 の世界 に関す る項 目

5)死 に対す る会話 に関す る項 目

7)死 後 のイ メー ジに関す る項 目

8)死 後 の世界のイ メー ジに関す る項 目

9)死 のイメー ジに関す る項 目

5.分 析方法

調査対象 は、小学校1学 年 ～3学 年 を 「低 学年 」、小学校4学 年～6学 年 を 「高学

年」、中学校1学 年～3学 年 を 「中学生」 の3グ ル ープ に分類 した。分析 は統計 ソフ
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トSPSSを 用い 、以 下の項 目を行 った。

1)各 項 目に関す る基本 統計量

2)死 の概念 につ いて、学年 別 、地域 別、性別別に一元配置分散分析

3)子 どもの生活、死後 の世界 ・死 に関する会話 ・死後のイメージ ・死後の世界の

イメージ ・死のイ メージについて、学年別、地域別、性別別 にクロス集計
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IV.結 果

1.調 査 対 象(表1)

調 査対 象 は 、 小 学 校1学 年 か ら中 学校3学 年 の合 計2662名 で あ る。 学 年 別 で は 、

低 学年 が846名(小 学1学 年:271名 、2学 年:292名 、3学 年:277名)、 高 学 年 が

900名(4学 年:290名 、5学 年:287名 、6学 年:323名)、 中学 生 が916名(1学 年:

431名 、2学 年:326名 、3学 年:159名)で あ る。 地 域 別 で は 北海 道 が981名 、関 東

が924名 、九 州 が757名 で あ る。 男 女 別 にみ る と男 子1399名 、女 子1263名 、無 記 入

28名 で あ る。

2.調 査 対 象 の 生 活 に 関 す る概 要

1)兄 弟 姉 妹(表2-1～3)

学 年 別 に兄 弟 姉 妹 の 有 無 をみ る と、兄 弟 姉 妹 が 「い る」と答 えた 生 徒 は 、低 学年757

名(88.5%)、 高 学 年818名(90.9%)、 中学 生857名(93.7%)で 、 回 答 と学 年 間 に1%水

準 で有 意 な 関 連 が あ り、 学年 が 高 い ほ ど兄 弟 姉 妹 が 「い る」 と答 え た者 が 多 か っ た。

地 域別 にみ る と兄 弟 姉 妹 が 「い る」と答 えた 生 徒 は 、低 学年 は北 海 道280名(85.9%)、

関東333名(89.3%)、 九州144名(92.3%)、 高学 年 は 北 海 道320名(89.9%)、 関東353

名(90.7%)、 九 州145名(93.5%)で 、 回 答 と地域 間 に有 意 な 関連 は な か っ た。 中 学

生 は 北海 道282名(93.7%)、 関東142名(85.5%)、 九州433名(96.7%)で あ っ た。

回答 と地 域 間 には1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、兄 弟 姉 妹 が 「い る」 と答 え た生 徒 は

九州 、北 海 道 、 関東 の順 に多 か っ た。

性 別 で み る と兄 弟 姉 妹 が 「い る」と答 え た生 徒 は 、低 学 年 は 男 子 が384名(88.3%)、

女子 が364名(89.0%)で あ り、高 学 年 は男 子 が444名(91.4%)、 女 子 が374名(90.3%)、

中学 生 は男 子 が444名(93.5%)、 女 子 が409名(93.8%)で あ っ た。 い ず れ に も回 答

と性 別 間 に有 意 な関 連 は な か った。

2)話 し合 え る友 達(表3-1～3)

学 年 別 にみ る と、話 し合 え る友 達 が 「た く さん い る」と答 えた 生 徒 は 、低 学 年 が545

名(64.5%)、 高 学 年 が573名(64.2%)、 中学 生 が522名(58.3%)で 回答 と学年 間 に

5%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、低 学 年 ・高 学年 よ り中学 生 は 「た く さん い る」 と答 え

た生 徒 が 少 な か っ た。 「少 しい る」 と答 え た生 徒 は 、低 学 年 ・高 学 年 よ り中 学 生 が355

名(39.7%)と 多 か っ た。

地 域 別 にみ る と、話 し合 え る友 達 が 「た く さん い る」 と答 えた も の が低 学年 は 北海

道 が205名(63.7%)、 関東 が231名(62.6%)、 九州 が109名(70.8%)で あ っ た。 高

学年 は北海 道 が206名(58.4%)、 関 東 が261名(67.4%)、 九 州 が106名(69.3%)で 、
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回 答 と地 域 間 に5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、 九州 、 関 東 、 北 海 道 の順 に多 か っ た。

中学 生 は北 海 道 が162名(56.1%)、 関 東 が94名(58.4%)、 九 州 が266名(59.8%)で

回 答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 でみ る と、話 し合 え る友 達 が 「た く さ ん い る」 と答 えた 生 徒 は 、低 学 年 で は 男

子 が277名(65。0%)、 女 子 が263名(64.1%)、 高 学 年 で は男 子 が327名(67.7%)、 女

子 が246名(60.0%)、 中 学 生 は男 子 が281名(60.4%)、 女 子 が239名(56.1%)で 、

い ず れ も回答 と性 別 間 に有 意 な 関連 は な か っ た。

3)入 院 体 験(表4-1～3)

入 院 した経 験 を学 年 別 で み る と 「は い 」と答 えた 生徒 は 、低 学 年 は251名(29.7%)、

高 学 年 は275名(30.7%)、 中 学 生 は304名(33.2%)で 回答 と学 年 間 に有 意 な 関 連 は な

か っ た。

地 域 別 で は 、入 院 した 経 験 が 「あ る」 と答 えた 生 徒 は 、低 学年 は 北 海 道 が103名

(32.1%)、 関 東 が111名(30.1%)、 九州 が37名(23.9%)で あ っ た。 高 学 年 で は北 海 道

が129名(36.4%)、 関 東 が97名(25.0%)、 九 州49名(32.0%)で あ った。 中学 生 は 、北

海 道 が117名(38.6%)、 関 東 が54名(32.5%)、 九州133名(29.8%)で 回 答 と地 域 間 に

有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 で み る と入 院 した 経 験 が 「あ る」 と答 えた 生 徒 は 、 低 学 年 で は男 子 が140名

(32.8%)、 女 子 が106名(26.0%)、 高 学 年 は 男 子 が156名(32.3%)、 女 子 が119名(28.9%)、

中学 生 は 男 子 が189名(39.9%)、 女 子 は115名(26.3%)で 、 い ずれ も回 答 と性 別 間

に有 意 な 関 連 は な か っ た。

4)ペ ッ トを飼 っ た 経 験(表5-1～3)

ペ ッ トを飼 っ た経 験 を学 年 別 にみ る と、飼 っ た こ とが 「あ る」 と答 え た生 徒 は低 学

年 が640名(75.7%)、 高 学 年 が758名(84.5%)、 中 学 生 が757名(82.8%)で あ っ た。

回 答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な関 連 が あ り、飼 った こ とが あ る経 験 は 高学 年 が最 も

多 か った 。

地 域 別 で は 、飼 っ た こ とが 「あ る」と答 え た生 徒 は 、低 学 年 は北 海 道 が250名(77.9%)、

関東 が260名(70.1%)、 九州 が130名(85.0%)で 、 回答 と学年 間 に1%水 準 で 有 意

な 関連 が あ り、九州 、北海 道 、関 東 の順 に 多 か っ た。高学 年 で は 北海 道 が294名(83.1%)、

関 東 が326名(84.0%)、 九 州 が138名(89.0%)で 回答 と学年 間 に有 意 な 関連 は な か

っ た。中 学 生 は北 海 道 が220名(72.1%)、 関東 が142名(86.%)、 九 州 が395名(89.0%)

で 、回 答 と地 域 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、九 州 、関東 、北海 道 の順 に 多 か っ

た 。

性 別 で み る と、飼 っ た こ とが 「あ る」と答 え た生 徒 は 、低 学年 は 男子 が312名(72.9%)、
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女 子 が321名(79.1%)で 男 女 間 に5%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、女 子 の 方 が飼 っ た

こ とが あ る経 験 が 多 か っ た。 高 学 年 は男 子 が411名(84.7%)、 女子 が347名(84 .2%)

で 回答 と性 別 間 に有 意 な 関 連 は な か った。中学 生 は男 子 が375名(79.3%)、 女 子 が381

名(87.2%)で 回 答 と性 別 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り女 子 の 方 が 飼 っ た こ とが

あ る経 験 が 多 か っ た。

5)ペ ッ トとの死 別 体 験(表6-1～3)

ペ ッ トとの 死別 体 験 を学 年 別 に み る と、ペ ッ トの 死別 体験 の 「あ る 」 と答 え た 生 徒

は、 低 学年 が494名(68.3%)、 高 学年 が640名(76.6%)、 中 学 生 が611名(74.6%)

で 、 回答 と学年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り高 学 年 に死 別 体 験 が 多 か っ た。

地 域別 にみ る と死別 体 験 が 「あ る」 と答 え て い る生 徒 は 、低 学年 は 北 海 道 が198名

(71.2%)、 関東 が205名(68.1%)、 九 州 が91名(63.2%)で あ った 。 高 学 年 は 北海 道

が254名(77.9%)、 関東 が283名(78.4%)、 九 州 が103名(69.6%)で あ っ た。 中学

生 は北 海 道 が169名(68.4%)、 関 東 が123名(82.0%)、 九州 が319名(75.6%)で あ

っ た。 中学 生 にお い て 、 回 答 と地 域 間 に5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、 関東 、 九 州 、

北 海 道 の 順 に死 別 体 験 が あ る と答 え た 生 徒 が 多 か っ た。

性 別 でみ る と死別 体 験 が あ る と答 え て い る生 徒 は 、低 学 年 は男 子 が241名(67.1%)、

女 子 が250名(70.6%)で あ った 。高 学 年 は男 子 が340名(75.6%)女 子 が300名(77.9%)

で あ った。低 学 年 ・高 学 年 で は 回答 と性 別 間 に有 意 な 関連 は な か った。 中 学 生 で は男

子 が284名(68.1%)女 子326名(81.5%)で 、回 答 と性 別 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連

が あ り女 子 の方 が死 別 体 験 が あ る と答 え た者 が 多 か った 。

6)身 近 な人 との 死 別 体 験(表7-1～3)

身 近 な 人 との 死別 体 験 を学 年 別 に み る と死 別 体 験 が 「あ る」 と答 え た 生 徒 は 、低 学

年 で447名(54.0%)、 高 学 年 で594名(66.6%)、 中学 生 が623名(69.1%)で 、 回答

と学年 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、低 学 年 、高学 年 、中 学 生 の 順 に 死 別 を体 験

した もの が 多 か っ た。

地域 別 に み る と死別 体 験 が 「あ る 」 と答 えた もの は 、低 学 年 で は北 海 道 が196名

(62.2%)、 関 東 が172(47.5%)、 九 州 が79名(52.3%)で あ っ た。 低 学 年 に 回答 と地

域 間 に1%水 準 で有 意 な関 連 が あ り、身 近 な 人 との死 別 体 験 は北 海 道 が 最 も多 く、東

京 が最 も少 な か っ た。 高 学 年 で は 北海 道 が243名(69.0%)、 関東 が253名(65.5%)、

九州 が98名(63.6%)で あ っ た。 中学 生 で は 北海 道 が199名(67 .0%)、 関 東 が108名

(67.5%)、 九州 が316名(71.0%)で あ り高 学 年 と中 学 生 で は 回 答 と地 域 間 に有 意 な

関連 は な か っ た。

性 別 で み る と死別 体 験 が 「あ る 」答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は男 子 が207名(49.3%)、
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女 子 が236名(59。3%)で あ り、 男 女 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、 女 子 の 方 が

死 別 体 験 が あ る と答 え た もの が 多 か っ た。高 学 年 は男 子 が313名(65.1%)、 女 子 が281

名(68.4%)で あ った。 中 学 生 で は男 子 が306名(65.6%)、 女 子 が316名(73.3%)で

あ った。 高 学 年 、 中 学 生 で は 回 答 と性 別 間 に有 意 な 関連 は な か っ た。

7)死 ん だ 人 を 見 た 経 験(表8-1～3)

死 ん だ 人 を 見 た経 験 の 有 無 を学 年 別 に み る と、見 た こ とが 「あ る」と答 え た生 徒 は、

低 学 年 で317名(39.6%)、 高 学 年 で473名(53.9%)、 中 学 生 が538名(60.9%)で あ

った。 回 答 と学 年 間 に は1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、 中学 生 に体 験 して い る も のが

多 か っ た。

地 域 別 にみ る と見 た こ とが 「あ る」 と答 え た 生 徒 は 、低 学 年 で は 北海 道 が148名

(48.5%)、 関東 が117(33.7%)、 九州 が52名(35.1%)で あ っ た。回答 と地 域 間 に1%

水 準 で有 意 な 関連 が あ り、死 ん だ人 を 見 た経 験 は北 海 道 が最 も多 く、東 京 が最 も少 な

か っ た。 高 学 年 で は 北海 道 が211名(60.1%)、 関東 が185名(48.9%)、 九 州 が77名

(52.0%)で あ った 。 回答 と地 域 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、 北海 道 が 最 も多

く、東 京 が最 も少 な か った。中学 生 で は 北海 道 が177名(61.2%)、 関東 が88名(56.8%)、

九 州 が273名(62.2%)で あ っ た。 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 で み る と死 ん だ人 を 見 た こ とが 「あ る」と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は男 子 が147

名(36.8%)、 女子 が168名(43.1%)、 高 学 年 で は男 子 が245名(52.6%)、 女 子 が228

名(55.5%)中 学 生 で は男 子 が267名(58.0%)、 女 子 が268名(64.1%)で あ った。 回

答 と性 別 間 に 有意 な関 連 は な か っ た。

8)お 葬 式 へ の 出 席 体 験(表9-1～3)

お 葬 式 へ の 出席 の 有 無 を学 年 別 に み る と、出席 した こ とが あ る と答 えた 生 徒 は 、低

学 年 で は500名(61.4%)、 高 学 年 で は621名(69.9%)、 中学 生 で は736名(81.9%)

で あ っ た。 回答 と学年 間 に は 、1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、中 学生 の体 験 が最 も多

か った。

地 域 別 に み る と、 出席 した こ とが あ る と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は北 海 道 が235名

(75.8%)、 関東 が184名(51。5%)、 九 州 が81名(55.1%)で あ った。 高 学 年 で は北 海

道 が276名(78.4%)、 関東 が237名(61.6%)、 九州 が108名(71.5%)で あ っ た。 低

学 年 ・高 学年 に回 答 と地 域 間 に 各 々1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、お 葬 式 へ の 出席 体

験 は 北海 道 が多 く、関 東 が 少 な か っ た。 中 学 生 で は北 海 道 が242名(81.8%)、 関東 が

131名(82.9%)、 九 州 が363名(81.8%)で あ った。 中学 生 で は 回答 と地 域 間 に5%水

準 で有 意 な 関連 が あ っ た。

性 別 でみ る と出席 した こ とが あ る と答 え た 生 徒 は、低 学 年 で は男 子 が239名(57.7%)、
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女 子 が256名(65.6%)で あ っ た。 高 学 年 で は男 子 が312名(65.4%)、 女子 が309名

(75.2%)で あ った。 中学 生 で は男 子 が381名(82.1%)、 女 子 が351名(81.6%)で あ

っ た。高 学年 で は 回 答 と性 別 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、女 子 の方 が お 葬 式 へ

の 出席 体 験 が多 か っ た。

9)お 墓 参 りの 経 験(表10-1～3)

お 墓 参 り経 験 の 有 無 を学 年 別 にみ る と、行 っ た こ とが あ る と答 え た生 徒 は低 学 年 で

621名(74.9%)、 高 学 年 で771名(86.3%)、 中学 生 が782名(86.8%)で あ った。 回答

と学年 間 に1%水 準 で 有 意 な関 連 が あ り中学 生 の 墓 参 体 験 が 最 も多 か っ た。

地 域 別 にみ る と行 っ た こ とが あ る と答 え た 生 徒 は 、 低 学 年 で は北 海 道 が251名

(79.4%)、 関東 が269名(74.1%)、 九州 が101名(67.3%)で あ った。 低 学年 に5%

水 準 で有 意 な 関連 が あ り、北海 道 に経 験 が あ る と答 えた もの が 多 く、九州 に少 な か っ

た。高学 年 で は 北海 道 が324名(91.3%)、 関東 が326名(84.9%)、 九 州 が121名(78.6%)

で あ っ た。 高 学年 で 回答 と地域 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、墓 参 体験 を して い

る もの が 北海 道 に 多 く、九 州 に少 な か っ た。 中 学 生 で は北 海 道 が266名(89.6%)、 関

東 が143名(88.8%)、 九 州 が373名(84.2%)で あ っ た。

性 別 で み る と行 っ た こ とが あ る と答 え た 生 徒 が 、低 学 年 で は男 子 が303名(72.1%)、

女子 が310名(77.9%)で あ った。高 学 年 で は男 子 が404名(83.8%)女 子 が367名(89.3%)、

中学 生 で は 、男 子 が399名(85.6%)、 女 子 が379名(88.1%)で あ った 。 回 答 と性 別

間 に有 意 な 関連 は な か った。

3.死 の概 念発 達 の構 成 要素

広 く研 究 されている死の概念発達の構成要素 として、質問紙の中で用いた以下にあ

げた5要 素 が注 目され てい る。

1)生 物 乳無生物 の識別 、2)死 の不動性 の理解 、3)死 の不 可逆性 の理解 、

4)死 の不可避性 ・普遍性 の理解 、5)時 間の概 念の発達

1)生 物 ・無 生 物 の 識 別

(1)お 人形(表11-1-1～3)

「お 人 形 は生 き て い ます か 」に 「はい 」と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は239名(28.2%)、

高学 年 で は174名(19.4%)、 中 学 生 が190名(20.7%)で あ っ た。 回 答 と学 年 間 に

1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、「生 き て い る」と回答 した 生 徒 は 低 学 年 が 最 も多 か っ

た。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、低 学 年 で は北 海 道 が110名(34.0%)、

関東 が85名(23.0%)、 九州 が44名(28.4%)で あ った 。 高 学年 で は 北海 道 が64名
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(18.1%)、 関東 が82名(21.2%)、 九 州 が28名(18.2%)で あ っ た。 中学 生 で は北

海 道 が54名(17.9%)、 関 東 が36名(21.8%)、 九州 が100名(22.3%)で あ っ た。

低 学 年 で回 答 と地 域 間 に5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、「お 人 形 は生 き て い る」との

回 答 は北 海 道 が最 も多 く、関東 が 最 も少 な か っ た。 「わ か らな い」の回 答 は 九州 が最

も多 か っ た。

性 別 でみ る と 「はい 」 と答 えた 生 徒 は 、男 子 で は 低 学年 が100名(23.1%)、 高 学

年 が73名(15。1%)、 中学 生 が76名(16.0%)で あ った。 女 子 で は低 学 年 が134名

(33.1%)、 高 学 年 が101名(24.6%)、 中 学 生 が113名(25.9%)で あ っ た。 各 学 年

で 回 答 と回答 と性 別 間 に1%水 準 で有 意 な関 連 が あ り、各 学 年 と も女 子 の方 が男 子

よ り「生 き て い る」と回答 す る生 徒 が 多 か っ た。

(2)庭 の木(表11-2-1～3)

「庭 の木 は生 き て い ま す か 」に 「は い 」と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は774名(91.0%)、

高 学 年 で は844名(94.1%)、 中 学 生 が837名(91.3%)で あ った。 回 答 と学 年 間 に

有 意 な 関連 は な か っ た。

地 域 別 に み る と 「はい 」 と答 え た生 徒 は 低 学 年 で は北 海 道 が302名(92.9%)、 関

東 が334名(90.3%)、 九 州 が138名(88.5%)で あ った 。 高 学 年 で は 北海 道 が336

名(94.4%)、 関 東 が369名(95.1%)、 九州 が139名(90.8%)で あ っ た。 中 学 生 で

は北 海 道 が270名(89.1%)、 関東 が156名(94.5%)、 九州 が411名(91.5%)で あ

っ た。 各 学 年 にお い て 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 で み る と 「は い」 と答 え た生 徒 は 、 男 子 で は低 学年 が389名(89.6%)、 高学

年 が454名(93.8%)、 中学 生 が420名(88.2%)で あ った。 女 子 で は低 学年 が375

名(92.4%)、 高学 年 が390名(94.4%)、 中 学 生 が412名(94.5%)で あ っ た。 高学

年 で回 答 と性 別 間 に5%水 準 で 有 意 な 関 連 が み られ 、 女 子 は男 子 に 比 し 「わ か らな

い 」と答 え た 生 徒 が 多 か った。 中学 生 にお い て 回 答 と性 別 間 に1%水 準 で有 意 な 関

連 が あ り、 女子 は 男 子 に 比 し「生 き て い る」と答 え た生 徒 が 多 か った 。

(3)飛 行 機(表11-3-1～3)

「飛 行 機 は生 き て い ます か 」に 「は い 」と答 えた 生 徒 は 、低 学 年 が173名(20.4%)、

高 学 年 が78名(8.7%)、 中学 生 が108名(11.8%)、 で あ った 。 回答 と学 年 間 に1%

水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、 「生 き て い る」と答 えた 生 徒 は低 学年 が 最 も多 か っ た。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は北 海 道 が87名(26.9%)、

関東 が60名(16.3%)、 九 州 が26名(16.7%)で あ った 。 高 学年 で は 北海 道 が27名

(7.6%)、 関東 が37名(9.6%)、 九 州 が14名(9.1%)で あ っ た。 中 学 生 で は北海 道

が23名(7。6%)、 関 東 が21名(12.8%)、 九 州 が64名(14.3%)で あ っ た。 低 学年
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において回答 と地域間に1%水 準で、高学年お よび 中学生 にお いて回答 と地域間に

各々5%水 準 で有意 な関連 があった。低 学年 では「飛行機は生きている」と回答 した

生徒は北海道が最 も多く、九州が最 も少なかった。「わか らない」は関東が最 も多か

った。高学年 において「飛行機 は生きている」と回答 した生徒は関東が最 も多く、北

海道が最も少なかった。 「わか らない」は九州が最 も多かった。 中学生において「飛

行機は生きている」と回答 した生徒は九州が最 も多く、北海道が最も少なかった。

性別でみると 「はい」と答 えた生徒は、男子では低学年が99名(22.9%)、 高学

年 が43名(8.9%)、 中学生が63名(13.3%)で あ った。女子 では低学年 が71名(17.5%)、

高学年 が35名(8.5%)、 中学生が45名(10.3%)で あった。低学年お よび中学 生で

回答 と回答 と性別間に各々5%水 準で、高学年 と回答 と回答 と性別間に1%水 準で

有意 な関連 があ り、低 学年 においては女子の方が男子よ り 「生きている」あるいは

「わからない」と回答 した生徒が多かった。高学年 においては男子の方が女子 より

「生きていない」 と回答 した生徒が多 く、女子は男子 より 「わからない」と回答 し

た生徒が多かった。中学生においては男子の方が女子より 「生きていない」と回答

した生徒が多 く、女子は男子 より 「わからない」と回答 した生徒が多かった。

(4)テ レ ビ(表11-4-1～3)

「テ レ ビは 生 きて い ます か 」に 「は い 」と答 えた 生 徒 は 、低 学年 で は201名(23 .7%)、

高 学年 で は83名(9.3%)、 中学 生 が116名(12.7%)、 で あ っ た。回答 と学 年 間 に1%

水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、 「生 きて い る」と回 答 した 生 徒 は低 学 年 が 最 も多 か っ た。

地域 別 に み る と 「は い」 と答 え た 生 徒 は 、 低 学 年 で は 北 海 道 が85名(26.2%)、

関 東 が78名(21.2%)、 九州 が38名(24.5%)で あ っ た。 高 学 年 で は 北海 道 が32名

(9.0%)、 関東 が38名(9.8%)、 九 州 が13名(8.4%)で あ っ た。 中学 生 で は 北海 道

が26名(8.6%)、 関東 が24名(14.6%)、 九 州 が66名(14.7%)で あ った。 高 学年

で 回 答 と地 域 間 に1%水 準 で、中学 生 で 回答 と地 域 間 に5%水 準 で有 意 な 関連 がみ

られ 、高 学年 に お い て 「テ レビは 生 き て い る」と回 答 した 生 徒 は 関 東 が最 も多 く、北

海 道 が 最 も少 な か った 。わ か らな い は 九 州 が 最 も多 か っ た。 中 学 生 に お い て は 九州

が 「わ か らな い 」と回答 した生 徒 が 多 か っ た。

性 別 で み る と 「は い」 と答 えた 生 徒 は 、男 子 で は 低 学 年 が110名(25.5%)、 高 学

年 が42名(8.7%)、 中学 生 が63名(13.3%)で あ っ た.女 子 で は 低 学 年 が88名(21.8%)、

高 学 年 が41名(10.0%)、 中学 生 が52名(11.9%)で あ っ た。 各 学 年 で 回答 と性 別

間 に1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、各 学 年 と も男 子 の 方 が 女 子 よ り 「生 き て い な い 」

と答 え た生 徒 が 多 く、 女 子 は 男 子 よ り 「わ か らな い 」 と答 えた 生 徒 が 多 か っ た。
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(5)か み な り(表11-5-1～3)

「かみ な りは 生 きて い ます か」に 「は い 」と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は363名(45.0%)、

高 学 年 で は251名(28.5%)、 中学 生 が229名(25.5%)で あ っ た。 回 答 と学 年 間 に

1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、「生 き て い る」と答 えた 生 徒 は低 学 年 が最 も多 か っ た。

地 域 別 に み る と 「はい 」 と答 え た 生 徒 は 、 低 学 年 で は 北 海 道 が136名(43.9%)、

関 東 が144名(42.0%)、 九 州 が83名(54.2%)で あ った。 高 学 年 で は 北海 道 が95

名(27.5%)、 関 東 が107名(28.0%)、 九 州 が49名(32.0%)で あ っ た。 中学 生 で は

北海 道 が40名(13.6%)、 関東 が46名(28.6%)、 九州 が143名(32.4%)で あ った。

中 学 生 で 回 答 と地 域 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、「か み な りは生 き て い る」と

の 答 え は 九州 が最 も多 く、北海 道 が 最 も少 な か った。 「わ か らな い」との 答 え は関 東

が 最 も多 か っ た。

性 別 でみ る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、男 子 で は低 学 年 が191名(46.0%)、 高 学

年 が124名(26.2%)、 中 学 生 が104名(22.5%)で あ った。 女 子 で は低 学 年 が168

名(44.1%)、 高 学 年 が127(31.3%)、 中学 生 が124名(28.7%)で あ った 。各 学 年 で

回 答 と性 別 間 に1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、各 学 年 と も男 子 の方 が女 子 よ り 「生

き てい な い」 と回 答 す る生 徒 が 多 く、女 子 は男 子 よ り 「わ か らな い 」 と回 答 す る生

徒 が 多 か っ た。

(6)ボ ケ モ ン(表11-6-1～3)

「ボ ケモ ンは 生 き て い ます か」に 「は い 」と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は455名(54.1%)、

高 学 年 で は216名(24.2%)、 中学 生 が248名(27.2%)で あ っ た。 回答 と学年 間 に

1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、「生 きて い る」と答 えた 生 徒 は低 学 年 が最 も多 か っ た。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、低 学年 で は北 海 道 が172名(53.9%)、

関東 が202名(54.9%)、 九 州 が81名(52.6%)で あ っ た。 高 学年 で は 北海 道 が81

名(22.9%)、 関 東 が103名(26.6%)、 九州 が32名(20.9%)で あ っ た。 中学 生 で は

北 海 道 が84名(27.6%)、 関東 が40名(24.5%)、 九 州 が124名(27.8%)で あ っ た。

各 学 年 、 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 で み る と 「はい 」 と答 え た生 徒 は 、 男 子 で は低 学 年 が266名(62.0%)、 高 学

年 が137名(28.4%)、 中 学 生 が148名(31.3%)で あ っ た。 女 子 で は低 学 年 が182

名(45.3%)、 高 学年 が79名(19.2%)、 中 学 生 が100名(22.9%)で あ っ た。 各 学 年

にお い て 回答 と性 別 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、各 学 年 とも男 子 の 方 が女 子

よ り 「生 きて い る」 と回 答 す る生 徒 が 多 く、 女 子 は男 子 よ り 「わ か らな い 」 と回答

す る生 徒 が 多 か っ た。
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(7)犬(表11-7-1～3)

「犬 は生 き て い ま す か 」 に 「は い」 と答 え た 生徒 は 、低 学 年 が818名(96.5%)、 高

学 年 が891名(99.1%)、 中学 生 が900名(97.9%)で あ っ た。 回 答 と学 年 間 に1%

水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、 「生 き て い る」と回答 した生 徒 は 高 学 年 が 最 も多 か っ た。

地 域 別 に み る と 「は い」 と答 えた 生 徒 は 、 低 学 年 で は北 海 道 が312名(96.0%)、

関 東 が353名(96.4%)、 九州 が153名(97.5%)で あ っ た。 高 学 年 で は北 海 道 が355

名(99.7%)、 関 東 が382名(98.5%)、 九州 が154名(99.4%)で あ っ た。 中 学 生 で

は北海 道 が295名(96.7%)、 関東 が162名(97.6%)、 九 州 が443名(98.9%)で あ

った。 各 学 年 に お い て 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関連 は な か っ た。

性 別 で み る と 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、 男 子 で は低 学 年 が416名(96.3%)、 高 学

年 が482名(99.4%)、 中学 生 が463名(97.3%)で あ っ た 。 女 子 で は 低 学 年 が391

名(96.5%)、 高 学 年 が409名(98.8%)、 中 学 生 が432名(98.6%)で あ った。 各学

年 にお い て回 答 と性 別 間 に有 意 な 関 連 は なか っ た。

(8)人(表11-8-1～3)

「人 は 生 きて い ます か 」 に 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、低 学 年 で は830名(98.2%)、

高 学年 で は893名(99.6%)、 中学 生 が890名(96.9%)で あ っ た。 回 答 と学 年 間 に

1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、「生 き てい る」と答 えた 生 徒 は高 学 年 が 最 も多 か っ た。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、低 学 年 で は 北 海 道 が316名(97.8%)、

関 東 が362名(98.1%)、 九 州 が152名(99.3%)で あ っ た。 高 学 年 で は 北海 道 が353

名(99.2%)、 関 東 が386名(99.7%)、 九州 が154名(100%)で あ っ た。 中学 生 で は

北 海 道 が295名(96.7%)、 関東 が162名(97.6%)、 九 州 が433名(96.9%)で あ っ

た 。 各 学 年 に お い て 回 答 と地 域 間 に有 意 な関 連 は な か っ た。

性別 で み る と 「は い」 と答 え た 生徒 は 、男 子 で は低 学 年 が424名(98.4%)、 高学

年 が481名(99.6%)、 中 学 生 が457名(96.0%)で あ っ た。 女 子 で は 低 学 年 が396

名(98.3%)、 高 学 年 が412名(99.5%)、 中学 生 が428名(97.9%)で あ っ た。 各 学

年 にお い て 回 答 と性 別 間 に有 意 な 関連 は な か っ た。

2)死 の不 動性 の 理 解

(1)死 ん だ 人 は動 く こ とが で き る か(表12-1-1～3)

「死 ん だ 人 は 動 く こ とが で き ます か 」の 質 問 に 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、低 学 年 が

89名(10.6%)、 高 学 年 が62名(6.9%)、 中学 生 が84名(9.2%)で あ っ た。 回 答 と

学 年 間 に1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、「動 く こ とが で き る」と回答 した 生 徒 は低 学

年 が最 も多 く、 「わ か らな い 」の 回答 は 中 学 生 が 最 も多 か っ た。

地域 別 にみ る と 「は い」 と答 えた 生 徒 は 、 低 学 年 で は 北 海 道 が36名(11.2%)、
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関東 が40名(10。9%)、 九州 が13名(8.5%)で あ った。 高 学 年 で は北 海 道 が30名

(8.5%)、 関 東 が25名(6.5%)、 九州 が7名(4.5%)で あ っ た。 中 学 生 で は北海 道

が23名(7.6%)、 関東 が14名(8.5%)、 九 州 が47名(10.5%)で あ っ た。 各 学 年 に

お い て 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関連 は な か っ た。

性 別 で み る と 「は い 」の 回 答 が 男 子 で は 、低 学 年 が47名(11.0%)、 高 学 年 が31名

(6.4%)、 中 学 生 が46名(9.7%)で あ った。 女 子 で は 低 学 年 が38名(9.4%)、 高 学

年 が31名(7.5%)、 中 学 生 が38名(8.7%)で あ った 。低 学 年 で 回 答 と性 別 間 に5%

水 準 、高 学 年 で 回答 と性 別 間 に1%水 準 で 有 意 な関 連 が あ っ た。 低 学年 で は男 子 は

「動 く こ とが で き ない 」「動 く こ とが で き る」と もに 回答 数 が女 子 よ り多 く、女 子 は 男

子 に比 し「わ か らない 」の 回答 が 多 か った 。 高 学 年 で は 、男 子 は 「動 く こ とがで きな

い 」 と回 答 した 生 徒 が 多 く、 女 子 は男 子 に 比 して 「わ か らな い 」 と回答 した生 徒 が

多 か っ た。

(2)死 ん だ人 は 手 を切 る と痛 い か(表12-2-1～3)

「死 ん だ 人 は 手 を切 る と痛 い で す か 」 の 質 問 に 「は い」 と答 え た生 徒 は、低 学年 が

116名(13.8%)、 高 学 年 が89名(9.9%)、 中 学 生 が98名(10.7%)で あ っ た。 回答

と学 年 間 に1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、「痛 い 」と答 えた 生 徒 は低 学 年 が 最 も多 か

っ た。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、 低 学 年 で は 北海 道 が42名(13.0%)、

関 東 が46名(12.7%)、 九州 が28名(18.3%)で あ っ た。 高 学 年 で は 北 海 道 が42名

(11.8%)、 関東 が33名(8.5%)、 九州 が14名(9.1%)で あ った 。 中学 生 で は北 海

道 が36名(11.9%)、 関東 が16名(9.6%)、 九州 が46名(10.3%)で あ っ た。 各 学

年 に お い て 回答 と地 域 間 に有 意 な関 連 は な か った 。

性 別 で み る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 男 子 で は低 学 年 が72名(16.8%)、 高 学年

が45名(9.3%)、 中学 生 が52名(10.9%)で あ っ た。女 子 は低 学年 が39名(9.7%)、

高 学年 が44名(10.7%)、 中 学 生 が46名(10.6%)で あ っ た。 低 学年 にお い て 回答

と性 別 間 に1%水 準 で 有 意 な関 連 が あ り、男 子 は 女子 に比 して 「痛 い 」 「痛 くな い」

両方 と も回 答 が 多 か った。 女子 は 男 子 に比 して 「わ か らな い 」 と回答 した 生 徒 が 多

か っ た。

(3)死 ん だ 人 は お 腹 がす くか(表12-3-1～3)

「死 ん だ 人 は お腹 が す き ます か 」 の質 問 に 「は い」 と答 えた 生 徒 は 、 低 学年 が142

名(16.8%)、 高 学 年 が87名(9.7%)、 中 学 生 が115名(12.6%)で あ っ た。 回答 と

学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、「お 腹 がす く」と回 答 した 生 徒 は低 学年 が最

も 多 か っ た 。
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地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、低 学年 で は 北 海 道 が60名(18.6%)、

関東 が50名(13.7%)、 九州 が32名(20.6%)で あ っ た。 高 学 年 で は北 海 道 が45名

(12.6%)、 関東 が27名(7.0%)、 九 州 が15名(9.7%)で あ っ た。 中 学 生 で は北 海

道 が40名(13.2%)、 関東 が17名(10.2%)、 九 州 が58名(13.1%)で あ っ た。 低 学

年 にお い て 回 答 と地 域 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ った 。 「い い え」 と回答 した

生 徒 は関東 が 最 も多 く7割 、次 い で 北海 道 が6割 、九州 は5割 で あ っ た。 九 州 で は

「わ か らな い 」 と 「は い 」 と回 答 した 生 徒 が 各 々2割 で他 の 地 域 よ り多 か っ た。

性別 で み る と 「は い」 と答 え た生 徒 は 、 男 子 で は低 学 年 が85名(19.9%)、 高 学

年 が44名(9.1%)、 中 学 生 が61名(12.9%)で あ っ た。女 子 は 低 学 年 が55名(13.6%)、

高 学年 が43名(10.4%)、 中学 生 が54名(12.4%)で あ った 。 低 学 年 にお い て 回 答

と性 別 間 に1%水 準 で有 意 な関 連 が あ り、男 子 は女 子 に比 し「お腹 が す く」の 回 答 が

多 く、女 子 は男 子 に比 し 「わ か らない 」の 回 答 が 多 か っ た。

(4)死 ん だ人 は お 坊 さん の お経 や 神 父 様 の お 祈 りが 聞 こ え るか(表12-4-1～3)

「死 ん だ人 はお 坊 さん の お 経 や 神 父 様 の お祈 りを聞 くこ とが で き ます か 」の質 問 に

「は い」 と答 えた 生 徒 は、 低 学 年 が351名(41 .4%)、 高 学 年 が316名(35.5%)、 中

学生 が308名(33.8%)で あ っ た。「い い え」と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で225名(26.5%)、

そ の後 増加 傾 向 を示 す が 、 中 学 生 で は287名(31.5%)と 減 少 傾 向 を示 して い た。

回答 と学年 間 に1%水 準 で有 意 な関 連 が あ り、「聞 くこ とが で き る」と回 答 した生 徒

は低 学 年 が 最 も多 く、 「わ か らな い 」と答 え た 生徒 は 中学 生 が最 も多 か っ た。

地域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は 北 海 道 が155名(48.0%)、

関東 が135名(36.6%)、 九 州 が61名(39.1%)で あ っ た。 高 学 年 で は北 海 道 が145

名(40.7%)、 関 東 が127名(33.2%)、 九州 が44名(28.9%)で あ っ た。 中 学 生 で は

北海 道 が100名(33.2%)、 関東 が48名(29.1%)、 九州 が160名(36.0%)で あ っ た。

低 学年 お よび 高学 年 にお い て 、回 答 と地 域 間 に 各 々5%水 準 で 有 意 な 関連 が あ っ た。

低 学年 にお い て は 、北 海 道 で 「は い」 と答 え た生 徒 が5割 弱 、 九州 が4割 弱 で 、北

海 道 が最 も多 か っ た。 これ に対 し関東 で は 「い い え 」 と答 えた 生 徒 が4割 弱 で 最 も

多 か っ た。 ま た 九州 は 「わ か らな い 」 と答 え た 生徒 が3割 弱 で3地 域 中最 も多 か っ

た。 高 学年 で は 北海 道 が 「は い 」 と回答 した 生 徒 が4割 で 最 も多 い の に対 し、 九州

は 「い い え」 と答 え た生 徒 が4割 以 上 で最 も多 か った 。 ま た 関東 は 「わ か らな い 」

と答 え た生 徒 が35.3%で 最 も多 か っ た。

性別 で み る と 「は い 」 と答 え た 生徒 は 、 男子 で は 低 学 年 が178名(41.3%)、 高 学

年 が161名(33.4%)、 中学 生 が139名(29.4%)で あ った 。 女 子 は 低 学 年 が169名

(41.5%)、 高 学 年 が155名(38.0%)、 中学 生 が167名(38.5%)で あ った 。 高 学 年

に お い て回 答 と性 別 間 に5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、男 子 は女 子 に 比 して 「聞 く
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ことができない」と回答 した生徒が多く、女子 は男子に比 して 「聞くことができる」

あるいは 「わか らない」 と回答 した生徒が多かった。

(5)死 ん だ 人 は 目を 開 け て いれ ば い ろい ろな もの を見 る こ とが で き るか(表12-5-1

～3)

「死 ん だ 人 は 目を開 け て い れ ば い ろ い ろ な もの を見 る こ とが で き ます か 」の質 問 に

「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、低 学 年 が115名(13.6%)、 高 学年 が62名(6.9%)、 中学

生 が92名(10.1%)で あ っ た。「い い え」と答 え た生 徒 は 、低 学 年 が607名(71.6%)、

高学 年 が643名(79.1%)、 中 学 生 が529名(57.9%)で 、中学 生 が最 も少 な か っ た。

中学 生 で は 「わ か らない 」 と答 え た生 徒 が293名(32.1%)で あ っ た。 回答 と学年

間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、「見 る こ とが で き る」と答 え た生 徒 は小 学校 低 学

年 が 最 も多 く、 「わ か らな い 」と答 えた 生 徒 は 中 学 生 が 最 も多 か っ た。

地 域 別 に み る と 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、 低 学 年 で は 北海 道 が54名(16.6%)、

関 東 が42名(11.4%)、 九州 が19名(12.3%)で あ った。 高学 年 で は北 海 道 が29名

(8.1%)、 関 東 が28名(7.3%)、 九 州 が5名(3.2%)で あ っ た。 中学 生 で は 北海 道

が31名(10.3%)、 関 東 が10名(6.0%)、 九 州 が51名(11.4%)で あ っ た。 各 学年

にお い て 回答 と地 域 間 に 有 意 な 関連 は な か っ た。

性 別 で み る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、 男 子 で は低 学 年 は59名(13.7%)、 高 学

年 は27名(5.6%)、 中学 生 が42名(8.8%)で あ っ た。女 子 は 低 学 年 が52名(12.8%)、

高 学 年 が35名(8.5%)、 中 学 生 が50名(11.5%)で あ っ た。 各 学年 に お い て回 答 と

性 別 間 に 有意 な 関 連 は な か っ た。

3)死 の 不 可 逆性 の 理 解

(1)死 ぬ こ とは眠 る こ と と同 じで 、 目が 覚 めれ ば ま た 生 き返 るか(表13-1-1～3)

「死 ぬ こ とは 眠 る こ と と同 じで 、 目が 覚 めれ ば ま た 生 き返 る こ とがで き ます か」の

質 問 に 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、低 学 年 が42名(5.0%)、 高 学 年 が58名(6.5%)、

中学 生 が104名(11.4%)で あ った 。「い い え 」と答 えた 生 徒 は 、中学 生 が603名(65.9%)

と最 も少 な か った が 、 「わ か らな い 」 と答 え た 生 徒 が208名(22.7%)と 最 も高 か っ

た。回 答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、生 き返 る こ とがで き な い と答 え

た生 徒 は 高 学 年 が最 も多 く、 わ か らな い と答 え た 生徒 は 中学 生 が最 も多 か った。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、低 学 年 で は北 海 道 が16名(5.0%)関

東 が12名(3.3%)、 九州 が14名(9.0%)で あ っ た。高 学 年 で は 北海 道 が22名(6.2%)、

関東 が28名(7。3%)、 九州 が8名(5.2%)で あ った 。中学 生 で は 北海 道 が36名(11.9%)、

関東 が14名(8.5%)、 九 州 が54名(12.1%)で あ っ た。 各 学 年 にお い て 回答 と地域

間 に 有 意 な 関連 は な か っ た。
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性 別 で み る と 「は い」 と答 え た 生 徒 は 、 男 子 で は低 学年 が23名(5.4%)、 高 学年

が33名(6.8%)、 中学 生 が59名(12.4%)で あ っ た。女 子 で は低 学 年 が18名(4.4%)、

高学 年 が25名(6.1%)、 中学 生 が45名(10.4%)で あ っ た。 低 学 年 に お い て回 答 と

性 別 間 に1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、男 子 は女 子 に比 して 「生 き返 らない 」 と回

答 した 生徒 が 多 く、女子 は男 子 に比 して 「わ か らな い 」と回 答 した 生 徒 が 多 か っ た。

(2)死 ぬ こ とは一 人 ぼ っ ち に な って しま うこ とか(表13-2-1～3)

「死 ぬ こ とは 一 人 ぼ っち に な って しま うこ とです か 」の 質 問 に 「は い 」 と答 えた 生

徒 は 、低 学 年 が250名(30.0%)、 高 学 年 が163名(18.2%)、 中学 生 が157名(17.2%)

で あ っ た。 「い い え」 と答 え た 生 徒 は 、低 学 年 で399名(47.9%)で 、そ の後 増 加 傾

向 を示 す が 、 中学 生 で は480名(52.6%)と 減 少 傾 向 を示 し 「わ か らな い」 と答 え

た 生徒 が276名(30.2%)で あ っ た。回答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、

一 人 ぼ っ ち に な る と答 え た生 徒 は 低 学 年 が最 も多 く
、わ か らない と答 え た生 徒 は 中

学 生 が最 も多 か った。

地域 別 にみ る と低 学年 で は 北海 道 が94名(29.5%)、 関東 が104名(28.8%)、 九州

が52名(34.0%)で あ った。高 学 年 で は北 海 道 が60名(16.9%)、 関東 が72名(18.6%!、

九州 が31名(20.3%)で あ っ た 。 中 学 生 で は 北海 道 が64名(21.2%)、 関東 が24名

(14.5%)、 九 州 が69名(15.5%)で あ っ た。 各 学年 にお い て 回 答 と地 域 間 に有 意 な

関連 は な か った。

性 別 で み る と 「はい 」 と答 え た 生 徒 は 、 男 子 で は低 学年 が148名(34.7%)、 高 学

年 は108名(22.4%)、 中学 生 が89名(18.9%)で あ っ た。 女子 で は低 学 年 が95名

(24.0%)、 高 学年 が55名(13.3%)、 中学 生 が68名(15.6%)で あ った 。 各 学 年 に

お い て 回答 と性 別 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、各 学年 とも男 子 は 女 子 に 比 し

て 「一 人 ぼ っ ち にな って しま うこ と」 と回 答 した生 徒 が 多 く、女 子 は 男 子 に比 して

各 学 年 とも 「一 人 ぼ っ ち に な っ て しま うこ とで は な い 」 との 回 答 が多 か っ た。 「わ

か らな い 」 と回 答 した 生徒 は 低 学 年 、 高 学 年 で は女 子 が 多 く、 中学 生 で は男 子 が 多

か った。

(3)死 ん だ 人 は、病 院 で 医 師 に診 て貰 う と生 き返 る こ とが で き るか(表13-3-1～3)

「死 ん だ 人 は 、病 院 で 医 師 に診 て貰 う と生 き返 る こ とが で きま す か 」の 質 問 に 「は

い 」 と答 えた 生徒 は 、低 学年 が43名(5.1%)、 高学 年 が28名(3.1%)、 中学 生 が41

名(4.5%)で あ った。 「い い え」 と答 え た 生 徒 は 、低 学 年 が705名(83.7%)。 高 学

年 が751名(83.7%)、 中 学 生 が707名(77.4%)で あ った。 「わ か らな い 」 と答 えた

生徒 は 中 学 生 が166名(18.2%)と 最 も多 か っ た。 回 答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意

な 関連 が あ り、「生 き返 る こ とが で き な い」と答 えた 生 徒 は 中学 生 が最 も少 な く、「わ
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か らな い」と答 えた 生 徒 は 中学 生 が 最 も多 か っ た。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、 低 学 年 で は北 海 道 が18名(5.6%)、 関

東 が17(4.7%)、 九州 が8名(5.2%)で あ っ た。高 学 年 で は北 海 道 が14名(3.9%)、

関東 が13名(3.4%)、 九 州 が1名(0.6%)で あ っ た。中学 生 で は 北海 道 が15名(5.0%)、

関東 が1名(0。6%)、 九 州 が25名(5.6%)で あ った。 各 学 年 にお い て 回答 と地 域 間

に 有意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 で み る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、男 子 で は 低 学 年 が30名(7.0%)、 高学 年

が17名(3.5%)、 中学 生 が29名(6.1%)で あ った。女 子 で は低 学年 が12名(3.0%)、

高 学 年 が11名(2.7%)、 中学 生 が12名(2.7%)で あ った 。 低 学 年 にお い て回 答 と

性 別 間 に5%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、男 子 は 女子 に比 して 「生 き返 る」 と回 答 し

た生 徒 が 多 く、 女 子 は男 子 に比 して 「生 き返 らな い 」 との 回 答 が 多 か っ た。

(4)死 ん だ 人 を 生 き返 らせ る こ とは で き るか(表13-4-1～3)

「死 ん だ人 を生 き返 らせ る こ とは で き ま す か 」 の 質 問 に 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、

低 学年 が47名(5。6%)、 高 学年 が44名(4.9%)、 中学 生 が117名(12.8%)で あ っ

た。「い い え」と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で691名(81.9%)、 高 学年 が698名(77.9%)、

中 学 生 が612名(67.0%)で あ っ た。 「わ か らな い」 と答 え た生 徒 は 中 学 生 が184名

(20.2%)と 最 も多 か った 。 回答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、 生 き返

る こ とが で き な い と答 えた 生 徒 は 中 学 生 が最 も少 な く、わ か らな い と答 え た生 徒 は

中学 生 が最 も多 か っ た。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、低 学年 で は 北 海 道 が18名(5.6%)、 関

東 が19名(5.1%)、 九 州 が10名(6.6%)で あ っ た。高 学 年 で は北 海 道 が21名(5.9%)、

関 東 が14名(3.6%)、 九州 が9名(5.9%)で あ った。中学 生 で は北 海 道 が47名(15.6%)、

関 東 が16名(9.8%)、 九州 が54名(12.1%)で あ っ た。各 学 年 に お い て 回 答 と地 域

間 に有 意 な 関連 は な か った 。

性 別 でみ る と 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、 男 子 で は小 学 校 低 学年 は30名(7.1%)、

高 学年 は31名(6.4%)、 中学 生 が72名(15.2%)で あ っ た。 女 子 は低 学年 が16名

(3.9%)、 高学 年 が13名(3.2%)、 中学 生 が45名(10.3%)で あ った。 低 学 年 お よ

び 高学 年 に お い て 回 答 と性 別 間 に5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、両学 年 と も男 子 は

女 子 に 比 して 「生 き返 らせ る こ とが で き る」 と回 答 した 生 徒 が多 く、女 子 は男 子 に

比 して 「わ か らな い 」 と回答 した 生 徒 が 男 女 とも2割 ほ どみ られ た。

(5)死 ん だ人 は 決 して生 き返 らな い か(表13-5-1～3)

「死 ん だ人 は決 して 生 き返 らな い です か 」 の 質 問 に 「はい 」 と答 えた 生 徒 は、低 学

年 が488名(58.2%)、 高 学 年 が468名(52.6%)、 中 学 生 が436名(48.0%)で あ っ
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た。「い い え」と答 えた 生 徒 は、低 学 年 で211名(25.2%)、 高 学 年 が163名(18.3%)、

中学 生 が202名(22.2%)で あ っ た。 「わ か らな い 」 と答 えた 生 徒 は 中学 生 が270名

(29.7%)と 最 も多 か った 。回 答 と学 年 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、 「生 き返

らな い」と答 えた 生 徒 は 中 学 生 が最 も少 な く、 「わ か らな い 」と答 え た 生 徒 は 中学 生

が最 も多 か っ た。

地域 別 にみ る と 「はい 」 と答 え た 生 徒 は 、低 学 年 で は 北海 道 が186名(57.8%)、

関東 が221名(60.5%)、 九州 が81名(53.6%)で あ った。 高 学年 で は 北海 道 が182

名(51.6%)、 関東 が208名(54.0%)、 九州 が78名(51.7%)で あ っ た。 中学 生 で は

北 海 道 が149名(49.5%)、 関東 が78名(48.1%)、 九州 が209名(47.0%)で あ っ た。

各 学 年 にお い て 回答 と地 域 間 に有 意 な 関連 は な か った 。

性 別 でみ る と 「は い 」と答 えた 生徒 は 、男 子 で は 小 学 校 低 学年 は261名(61.7%)、

高学 年 は277名(57.7%)、 中学 生 が236名(50.3%)で あ った。 女 子 は低 学 年 が223

名(55.2%)、 高 学 年 が191名(46.7%)、 中 学 生 が198名(45.5%)で あ っ た。 高 学

年 で回 答 と性 別 間 に1%水 準 、低 学 年 で回 答 と性 別 間 に5%水 準 で 有 意 な 関連 が あ

り、両 学年 と も男子 は 女 子 に比 して 「生 き返 らない 」 と回 答 した 生徒 が 多 く、女 子

は男 子 に比 して 「わ か らない 」 と回 答 した 生 徒 が 多 か っ た。

4)死 の不 可 避 性 ・普 遍性 の 理 解

(1)人 間 に は死 ぬ 人 と死 な な い人 が い ます か(表14-1-1～3)

「人 間 に は死 ぬ人 と死 な な い人 が い ます か 」 の 質 問 に 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、低

学 年 が103名(12.2%)、 高 学年 が43名(4.8%)、 中 学 生 が77名(8.5%)で あ った。

「い い え」 と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で599名(71.2%)、 高 学年 が767名(85.9%)

と増加 傾 向 を示 す が、 中学 生 で は721名(79.4%)と 減 少 に転 じて い る。 「わ か らな

い 」 と答 えた 生 徒 は 低 学 年 が139名(16.5%)と 最 も多 か っ た。回答 と学 年 間 に1%

水 準 で 有 意 な関 連 が あ り、人 間 には 死 ぬ 人 と死 な な い 人 が い る と答 えた 生 徒 は 低 学

年 が 最 も多 く、 「わ か らな い 」と答 え た生 徒 も低 学 年 が 最 も多 か った 。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、 低 学 年 で は北 海 道 が48名(14.8%)、

関 東 が37名(10.1%)、 九州 が18名(11.9%)で あ っ た。 高学 年 で は 北海 道 が22名

(6.2%)、 関東 が13名(3.4%)、 九州 が8名(5.2%)で あ っ た。 中学 生 で は北海 道

が25名(8.4%)、 関東 が9名(5.5%)、 九 州 が43名(9.7%)で あ っ た。 各 学 年 にお

い て 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 でみ る と 「はい 」 と答 え た生 徒 は 、男 子 で は低 学 年 が48名(11.2%)、 高 学 年

が27名(5.6%)、 中学 生 が54名(11.5%)で あ っ た。女 子 は 低 学 年 が55名(13.7%)、

高 学年 が16名(3.9%)、 中学 生 が23名(5.3%)で あ っ た。 中学 生 で 回 答 と性 別 間

に1%水 準 、高 学 年 で回 答 と性 別 間 に5%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、両 学 年 とも男
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子は女子に比 して 「いる」と回答 した生徒が多く、女子は男子に比 して 「いない」

と回答 した生徒が多かった。高学年の女子は男子に比 して 「わか らない」との回答も

多かった。

(2)あ な た の父 母 は 、 病 気 や 事 故 に遭 わ な けれ ばず っ と生 き られ るか(表14-2-1

～3)

「あ な た の お 父 さん ・お 母 さん は 、病 気 や 事 故 に遭 わ な けれ ば 、ず っ と生 きて い ら

れ ます か 」の 質 問 に 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、 低 学 年 が200名(23.6%)、 高学 年 が

104名(11.7%)、 中学 生 が104名(11.4%)で あ っ た。 「い い え」 と答 えた 生 徒 は、

低 学 年 で398名(47.0%)、 高 学年 が609名(68.5%)、 中 学 生 が677名(74.1%)で

あ っ た。 回 答 と学 年 間 に1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、 「病 気 や 事 故 に 遭 わ な けれ

ばず っ と生 き られ る 」 と答 え た生 徒 は低 学 年 が 最 も多 く、 「生 き られ な い」と答 え た

生 徒 は 中学 生 が最 も多 か っ た。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、低 学 年 で は 北 海 道 が73名(22.7%)、

関 東 が91名(24.7%)、 九 州 が36名(23.1%)で あ った 。 高 学年 で は 北海 道 が43名

(12.1%)、 関 東 が45名(11.7%)、 九 州 が16名(10.6%)で あ った。 中学 生 で は 北

海 道 が26名(8.6%)、 関東 が12名(7.2%)、 九 州 が66名(14.8%)で あ っ た。 中学

生 で 回答 と地 域 間 に5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ った 。北 海 道 は 「わ か らない 」 と答

え た 生 徒 が2割 弱 で他 の地 域 よ り多 く、 関東 は 「い い え」 と答 え た生 徒 が8割 弱 で

他 の 地 域 よ り多 か っ た。 ま た 九州 は 「は い 」 と答 え た生 徒 が14.8%で 他 の地 域 よ り

多 か っ た。

性 別 で み る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、 男 子 で は低 学 年 が106名(24.6%)、 高学

年 が59名(12.3%)、 中学 生 が63名(13.3%)で あ った。女 子 で は低 学 年 が92名(22.8%)、

高 学 年 が45名(11.0%)、 中学 生 が41名(9.4%)で あ っ た。 低 学年 で 回答 と性 別 間

に5%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、 男 子 は 女 子 に比 し「は い 」「い い え」の 回答 が 多 く、

女 子 は 男 子 に比 し「わ か らない 」の 回 答 が 多 か った 。

(3)あ なたは病気 や事故 に遭 わな けれ ばず っと生き られますか(表14-3-1～3)

「あなたは病気や事 故に遭わな ければずっ と生きられますか」の質問に 「はい」と

答えた生徒は、低学年が101名(12.0%)、 高学年 が57名(6.4%)、 中学生 が63名

(6.9%)で あった。 「いい え」 と答 えた生徒は、低学年が553名(65.7%)、 高学年

が697名(77。8%)、 中学生が736名(80.4%)で あった。 回答 と学年 間 に1%水 準

で有意 な関連 があ り、「病気や 事故に遭わなければずっ と生きられる」と答えた生徒

は低学年が最も多 く、「生きられない」と答えた生徒は中学生が最 も多かった。

地域別にみると 「はい」 と答えた生徒は、低学年では北海道が40名(12.3%)、
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関 東 が43名(11.8%)、 九州 が18名(11.8%)で あ っ た。 高 学 年 で は 北 海 道 が25名

(7.0%)、 関 東 が24名(6.2%)、 九州 が8名(5.2%)で あ っ た。 中 学 生 で は北 海 道

が24名(7.9%)、 関東 が6名(3.7%)、 九州 が33名(7.4%)で あ った 。 各 学 年 にお

い て 回 答 と地 域 間 に有 意 な関 連 は な か った 。

性別 で み る と 「は い」 と答 え た 生徒 は 、男 子 で は低 学 年 は52名(12.1%)、 高学 年

は30名(6.2%)、 中学 生 が50名(10.6%)で あ っ た。女 子 は低 学年 が47名(11.7%)、

高 学年 が27名(6.6%)、 中学 生 が13名(3.3%)で あ った。 高 学 年 に お い て 回 答 と

性 別 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、男 子 は女 子 に比 して 「生 き られ な い」 と回

答 した 生 徒 が 多 く、女 子 は男 子 に 比 して 「わ か らな い」と回 答 した 生徒 が 多 か っ た。

中 学 生 で 回 答 と性 別 間 に1%水 準 で有 意 な関 連 が あ り、男 子 は 女 子 に比 して 「生 き

られ る」 と回答 した生 徒 が 多 く、女 子 は男 子 に 比 して 「生 き られ ない 」 と回 答 した

生 徒 が 多 か っ た。

5)時 間 の 概 念 の発 達

(1)あ な た の父 母 は 、 赤 ち ゃ ん だ っ た こ とが あ る か(表15-1-1～3)

「あな た の お 父 さん お 母 さん は 、赤 ち ゃ ん だ った こ とが あ りま す か」 の 質 問 に 「は

い 」 と答 え た 生徒 は 、低 学 年 が774名(93.1%)、 高 学 年 が880名(98.0%)、 中学 生

が886名(96.9%)で あ った 。 「いい え 」 と答 えた 生 徒 は、 低 学 年 で24名(2.9%)、

高 学年 が8名(0.9%)、 中学 生 が17名(1.9%)で あ っ た。 回 答 と学 年 間 に1%水 準

で 有意 な 関 連 が あ り、「赤 ちゃ ん だ っ た こ とが あ る」と答 えた 生 徒 は 高 学 年 が最 も多

か った。 「い い え 」 「わ か らない 」 と答 えた 生 徒 は 、低 学 年 が 最 も多 か っ た。

地域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、 低 学 年 で は 北海 道 が295名(93.7%)、

関東 が344名(94.8%)、 九州 が135名(88.2%)で あ っ た。 高 学 年 で は 北海 道 が346

名(97.5%)、 関東 が383名(98.7%)、 九州 が151名(97.4%)で あ っ た 。 中学 生 で

は 北海 道 が288名(95.0%)、 関東 が164名(98.8%)、 九州 が434名(97.5%)で あ

っ た。 各 学 年 にお い て 回答 と地 域 間 に有 意 な関 連 は な か った 。

性 別 で み る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 男 子 で は小 学 校 低 学 年 は386名(92.1%)、

高 学年 は471名(97.3%)、 中学 生 が449名(95.1%)で あ った 。女 子 は 低 学 年 が380

名(94.8%)、 高 学 年 が409名(98.8%)、 中 学 生 が432名(98.9%)で あ っ た。 中学

生 で 回答 と性 別 間 に1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、女 子 は男 子 に比 して 「はい 」 と

回答 した 生 徒 が 多 か っ た。

(2)あ なたの父母 は、 いつ の 日かお じいちゃんおばあちゃんになるか(表15-2-1

～3)

「あなたのお父 さんお母 さんは、いっの 日かお じいちゃんおばあちゃんにな ります
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か 」の 質 問 に 「は い」 と答 え た生 徒 は 、 低 学年 が720名(86.2%)、 高 学 年 が806名

(90.0%)、 中 学 生 が809名(88.0%)で あ っ た。 「い い え」 と答 え た生 徒 は 、小 学校

低 学 年 が21名(2。5%)、 高 学 年 が12名(1.3%)、 中学 生 が26名(2.8%)で あ った。

回 答 と学年 間 に 有 意 な 関連 は な か っ た。

地 域 別 に み る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は北 海 道 が292名(90.1%)、

関東 が307名(85.5%)、 九州 が121名(79.6%)で あ っ た。 高 学 年 で は 北 海 道 が324

名(91.3%)、 関 東 が346名(89.2%)、 九 州 が136名(88.9%)で あ っ た。 中学 生 で

は北 海 道 が273名(89.5%)、 関 東 が143名(86.7%)、 九 州 が393名(87.5%)で あ

っ た。 低 学 年 で 回 答 と地 域 間 に1%水 準 で有 意 な 関連 が あ っ た 。 「は い 」 と答 え た

生 徒 は北 海 道 が9割 と最 も多 く、 次 い で 関東 の85.5%、 九州 の8割 弱 で あ った。 九

州 は 「わ か らな い 」 と答 え た生 徒 が2割 弱 で他 の 地域 よ り多 か った 。

性 別 でみ る と 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、男 子 で は 低 学 年 が358名(84.6%)、 高学

年 が433名(89.5%)、 中学 生 が398名(83.6%)で あ った 。 女 子 は低 学年 が354名

(88.1%)、 高 学年 が373名(90.5%)、 中学 生 が406名(92.7%)で あ った。 中学 生

で 回 答 と性 別 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、女子 は 男 子 に比 して 「は い 」 と回

答 した 生 徒 が 多 か っ た。 男子 は 女 子 に比 して 「い い え 」 あ る い は 「わ か らな い」と回

答 した 生 徒 が 多 か っ た。

(3)あ な た 自身 は 、い つ の 日か お じい ち ゃ んお ば あ ち ゃ ん に な る か(表15-3-1～3)

「あ な た 自身 は 、い つ の 日か お じい ち ゃん お ば あ ち ゃ ん に な ります か 」の 質 問 に 「は

い 」 と答 えた 生 徒 は 、低 学年 が693名(82.6%)、 高 学 年 が784名(87.3%)、 中学 生

が794名(86.5%)で あ っ た。 「い い え 」 と答 え た 生 徒 は、 低 学年 で31名(3.7%)、

高 学 年 が12名(1.3%)、 中学 生 が33名(3.6%)で あ った。 回 答 と学 年 間 に1%水

準 で有 意 な 関 連 が あ り、お じい ち ゃん お ば あ ち ゃ ん に な る と答 え た生 徒 は 高学 年 が

最 も多 か っ た。 「い い え」 「わ か らな い 」 と答 え た 生 徒 は 、 低 学 年 が 最 も多 か っ た。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、 低 学 年 で は 北海 道 が283名(87.9%)、

関東 が300名(82.0%)、 九 州 が110名(72.8%)で あ っ た 。高 学 年 で は 北海 道 が316

名(88.8%)、 関 東 が338名(87.1%)、 九州 が130名(84.4%)で あ っ た。 中学 生 で

は 北 海 道 が265名(86.9%)、 関 東 が142名(86.1%)、 九 州 が387名(86.4%)で あ

った 。 低 学 年 で 回 答 と地 域 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、 「は い 」 と答 えた 生

徒 は 北 海 道 が9割 弱 と最 も多 く、次 い で 関東 の8割 、九 州 の7割 で あ った 。九州 は

「わ か らな い 」 と答 え た生 徒 が2割 で 他 の地 域 よ り多 か っ た。

性 別 でみ る と 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、男 子 で は 低 学 年 は345名(81.4%)、 高 学

年 は420名(86.6%)、 中学 生 が393名(82.6%)で あ っ た。 女 子 は低 学 年 が342名

(84.4%)、 高学 年 が364名(88.1%)、 中学 生 が396名(90.6%)で あ っ た。 中学 生
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で回答 と性別間に1%水 準で有意 な関連が あ り、女子は男子に比 して 「はい」と回

答 した生徒が多かった。男子は女子 に比 して 「いいえ」あるいは「わからない」と回

答 した生徒が多かった。

(4)あ な た は 、小 学 校 に入 学 した 日に も どる こ とが で き るか(表15-4-1～3)

「あな た は 、小 学 校 に 入 学 した 日に も ど る こ とが で きます か 」 の 質 問 に 「は い 」 と

答 えた 生 徒 は 、低 学年 が38名(4.5%)、 高 学 年 が29名(3.2%)、 中 学 生 が54名(5.9%)

で あ った。 「い い え」 と答 え た 生徒 は 、 低 学 年 が717名(85.1%)、 高 学 年 が787名

(87.6%)、 中学 生 が784名(85.6%)で あ った。 回 答 と学 年 間 に有 意 な 関 連 は な か

った。

地 域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、低 学年 で は 北 海 道 が12名(3.7%)、 関

東 が16名(4.3%)、 九州 が10名(6.6%)で あ っ た。高学 年 で は北 海 道 が13名(3.7%)、

関東 が13名(3.4%)、 九 州 が3名(1.9%)で あ った。中学 生 で は北 海 道 が22名(7.2%)、

関東 が6名(3.6%)、 九州 が26名(5.8%)で あ っ た。低 学 年 で 回 答 と地 域 間 に1%

水 準 で有 意 な 関連 が あ っ た。 「い い え 」 と答 え た 生 徒 は 北海 道 ・関東 と も9割 弱 で

あ った が、 九州 は7割 で 「わ か らな い」 と答 えた 生 徒 が2割 弱 で他 の 地 域 よ り多 か

っ た。

性 別 でみ る と 「は い 」 と答 えた 生 徒 は、 男 子 で は 低 学 年 が22名(5.1%)、 高学 年

は21名(4.3%)、 中学 生 が42名(8.8%)で あ っ た。女子 は低 学 年 が15名(3.7%)、

高学 年 が8名(1.9%)、 中 学 生 が12名(2.8%)で あ った。 中学 生 で回 答 と性 別 間 に

1%水 準 で 有 意 な関 連 が あ り、男子 は女 子 に比 して 「は い 」 と回答 した 生 徒 が 多 か

っ た。 女 子 は男 子 に 比 して 「い い え」 と回 答 した 生 徒 が 多 か っ た。

4.死 後 の 世 界

1)死 後 の世 界 の有 無(表16-1～3)

学 年 別 にみ る と、死 後 の 世 界 は あ るか の質 問 に 「は い 」と答 え た生 徒 は 、低 学 年507

名(59.9%)、 高 学 年535名(59.7%)、 中 学 生508名(55.6%)で あ った。 学 年 間 に は5%

水 準 で有 意 な 関連 が あ り、中 学 生 に は い と答 え た もの が低 学 年 ・高 学年 に比 べ 少 な か

った。

地 域 別 にみ る と死 後 の 世 界 は あ るか の 質 問 に 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は

北海 道 が210名(65.0%)、 関 東 が210名(56.6%)、 九州 が87名(57.2%)で あ っ た。

高 学年 で は北 海 道 が213名(60.0%)、 関東 が244名(62。9%)、 九 州 が78名(51.0%)

で あ っ た。 中学 生 で は 北海 道 が162名(53.5%)、 関東 が91名(55.5%)、 九 州 が255

名(57.0%)で あ っ た。 い ず れ に も回答 と地 域 間 に は 有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 で み る と死 後 の世 界 は あ るか の 質 問 に 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、低 学 年 で は 男
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子 が266名(62.0%)、 女 子 が234名(57.6%)で あ っ た。高 学年 で は 男 子 が282名(53.3%)

女 子 が253名(61.4%)で あ っ た。 中学 生 で は 、男 子 が245名(51.7%)、 女子 が262

名(60.2%)で あ っ た。 中学 生 で は 回 答 と性 別 間 に5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ っ た。

女 子 が死 後 の 世 界 は あ る と答 え た もの が 多 か った。

2)神 様 の 有 無(表17-1～3)

学 年 別 にみ る と、神 様 は い る と思 うか の 質 問 に 「は い 」と答 え た生 徒 は 、低 学年702

名(83.5%)、 高学 年542名(60.6%)、 中 学 生433名(47.2%)で あ った 。 回 答 と学 年 間 に

1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、学年 が 低 い ほ ど 「は い 」と答 え て い る も の が 多 か った。

地 域 別 にみ る と神 様 はい る と思 うか の 質 問 に 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、低 学年 で は

北海 道 が273名(84.8%)、 関東 が299名(81.3%)、 九 州 が130名(86.1%)で あ った。

高 学 年 で は北 海 道 が216名(60.8%)、 関 東 が243名(62.8%)、 九州 が83名(54.2%)

で あ った 。 中学 生 で は 北海 道 が124名(40.9%)、 関 東 が78名(47.3%)、 九州 が231

名(51.4%)で あ っ た。 中 学 生 で 回 答 と地 域 間 に5%水 準 で 有 意 な関 連 が み られ 、神

様 が い る と答 え た もの は 、 九 州 、 関東 、 北 海 道 の順 に 多 か った。

性 別 でみ る と神 様 は い る と思 うか の 質 問 に 「は い」 と答 え た生 徒 は、 低 学 年 で は男

子 が354名(82.3%)、 女 子 が337名(84.3%)で あ っ た。高 学年 で は男 子 が281名(57.9%)、

女 子 が261名(63.7%)で あ っ た。 高 学 年 で 、 回答 と性 別 間 に1%水 準 で 関連 が あ っ

た。 中 学 生 は 、男 子 が217名(45.7%)、 女子 が216名(49.4%)で あ った 。 中学 生 で

は 、回答 と性 別 間 に5%水 準 で関 連 が あ った。 高学 年 ・中 学 生 い ずれ も女 子 に神 様 が

い る と答 えた も の が 多 か っ た。

5.死 に 関 す る会 話

1)家 族 との 会 話(表18-1～3)

「死 につ い て 家族 と話 を した こ とが あ ります か 」 の質 問 に 「は い 」 と答 え た徒 は 、低

学 年 が329名(39.8%)、 高 学年 が356名(39.8%)、 中 学 生 が300名(32.8%)で 、 「話

した こ とが あ る」と回 答 した 生徒 は 中 学 生 が 最 も少 な か っ た。 回答 と学 年 間 に1%水

準 で 有 意 な 関連 が み られ 、 「い い え」の 回答 をみ る と、低 学 年 が303名(36.6%)、 高 学

年 が387名(43.3%)、 中 学 生 が458名(50.1%)と 学 年 が上 が る に従 っ て 「話 した こ と

が な い 」と答 え る生 徒 が 多 く な っ て い た 。

地 域 別 にみ る と 「は い」 と答 え た 生 徒 は 、低 学 年 で は北海 道 が148名(46.8%)、 関

東 が126名(34.7%)、 九 州 が55名(37.2%)で あ った。 高学 年 で は 、北 海 道 が151名

(42.4%)、 関東 が136名(35.3%)、 九州 が69名(45.1%)で あ っ た。 中学 生 で は 北海

道 が77名(25.4%)、 関 東 が57名(34.5%)、 九 州 が166名(37.2%)で あ っ た。 低 学

年 お よび 中 学 生 で 回答 と地 域 間 に5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ っ た。 低 学 年 で は 「死 に
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ついて家族 と話 したことがある」のは北海道が最 も多 く、「話 したことがない」は関東

が最 も多 く、「わか らない」は九州が最 も多かった。中学生では「話 したことがある」と

答えた生徒は九州が最 も多く、「話 したことがない」および 「わか らない」の回答は北海

道が最も多かった。

性別でみると 「はい」と答えた生徒は、男子は低学年が164名(39.0%)、 高学年が

181名(37.5%)、 中学 生が129名(27.3%)で あった。女子 は、低学年 が163名(41.2%)、

高学年 が175名(42.6%)、 中学生が170名(38.9%)で あ った。低 学年 で回答 と性別

間に5%水 準、中学 生で回答 と性別 間 に1%水 準で有意 な関連 がみ られ、両学年 とも

女子は男子に比 し「話 したことがある」や 「わか らない」の回答が多 く、男子は女子に比

し「話 したことがない」と答 えた生徒が多かった。

2)友 達 との会 話(表19-1～3)

「死 に つ い て 、今 ま で に友 達 と話 した こ とが あ りま す か 」の 質 問 に 「は い 」と答 え た 生

徒 は 、低 学 年 が214名(25.7%)、 高 学 年 が255名(28.5%)、 中学 生 が339名(37.2%)

で あ り、学 年 が 上 が る に従 い増 加 して い た。回 答 と学 年 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が

あ り、低 学 年 ・高学 年 は 「話 した こ とが あ る」と答 え た生 徒 の割 合 が3割 以 下 な の に 比

し、 中学 生 は4割 弱 とな っ て い た。 この 傾 向 は 「い い え」の 回答 にお い て も共 通 す る。

す な わ ち 「話 した こ とが な い」と答 え た 生 徒 は低 学 年 が448名(53.8%)、 高 学 年 が479

名(53.5%)、 中学 生400名(43.9%)で 、低 学年 と高 学 年 は 「い い え」の 回 答 が5割 を

超 え、 そ れ に比 し中 学 生 は4割 台 で あ っ た。

地 域別 にみ る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は 北 海 道 が98名(30.6%)、 関

東 が81名(22.2%)、 九州 が35名(23.8%)で あ っ た。 高 学 年 で は 、 北海 道 が110名

(30.9%)、 関東 が100名(25.8%)、 九州 が45名(29.4%)で あ った 。 中学 生 で は北 海

道 が93名(31.1%)、 関東 が54名(32.7%)、 九 州 が192名(42.9%)で あ っ た。 中学

生 で 回答 と地 域 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、 中 学 生 にお い て 「友 達 と死 に つ い

て 話 した こ とが あ る」と答 え た 生 徒 は 九州 が 最 も多 く、 「話 した こ とが な い」と答 え た

生 徒 は北 海 道 が最 も多 く、 「わ か らな い 」と答 え た生 徒 は 関東 が 最 も多 くな っ て い た 。

性 別 で み る と 「は い」 と答 えた 生 徒 は 、男 子 で は低 学年 が111名(26.3%)、 高 学 年

が132名(27.2%)、 中学 生 が148名(31.4%)で あ っ た。 女 子 で は 、低 学年 が101名

(25.3%)、 高 学 年 が123名(29.9%)、 中学 生 が191名(43.9%)で あ っ た。 低 学 年 お

よび 中学 生 で回 答 と性 別 間 に1%水 準 で 有意 な 関 連 が あ っ た。低 学 年 で は 、女 子 は男

子 に比 し 「わ か らな い 」と答 え た 生 徒 が 多 か った 。 中学 生 で は女 子 は 男 子 に比 し「友 達

と話 した こ とが あ る」と答 え た 生徒 が 多 く、 男 子 は 「話 した こ とが な い 」と答 え た 生 徒

が女 子 よ り多 か っ た。
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3)死 へ の 関 心(表20-1～3)

「死 につ い て知 りた い で す か 」の 質 問 に 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、 低 学 年 が238名

(28.4%)、 高 学年 が216名(24.2%)、 中学 生 が318名(34.9%)で あ っ た。 回 答 と学

年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、 「知 りた い」と答 えた 生 徒 は、高学 年 で一 旦 や や

減 少 す るが 中 学 生 で 再 び 多 くな り、最 も多 か っ た の が 中学 生 で あ った。これ と逆 に 「知

りた くな い 」と答 えた 生 徒 は高 学 年 が 最 も高 く、中 学 生 が 最 も少 なか った 。 「わ か らな

い 」と答 えた 生 徒 は低 学 年 が 最 も少 な く、 学 年 が 上 が るに従 い 多 くな って い た 。

地 域 別 に み る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、低 学 年 で は北 海 道 が94名(29.3%)、 関

東 が99名(27.0%)、 九 州 が45名(29.8%)で あ った 。高 学 年 で は 、北 海 道 が95名(26.9%)、

関 東 が91名(23.6%)、 九 州 が30名(19.6%)で あ っ た。中学 生 で は 北海 道 が81名(27.0%)、

関 東 が57名(34.5%)、 九 州 が180名(40.3%)で あ っ た。 高 学年 お よび 中学 生 で 回答

と地 域 間 に 各1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ っ た。 高学 年 で は 、九州 が 北海 道 や 関東 に比

し 「わ か らな い 」と答 え た 生 徒 が 多 か った 。 中 学 生 は 高学 年 と傾 向が 違 い 、 「わ か らな

い 」と答 え た 生 徒 は 、 関東 が 九 州 や 北 海 道 に比 べ 多 くな っ て い た。 「知 りた い 」と答 え

た 生 徒 は 、九州 が 関 東 や 北 海 道 よ り多 く、 「知 りた くない 」と答 え た生 徒 は 、北 海 道 が

関 東 、 九州 よ り多 か っ た。

性 別 でみ る と 「はい 」 と答 え た生 徒 は 、 男 子 で は低 学 年 が136名(31.9%)、 高学 年

が133名(27.6%)、 中 学 生 が179名(37.8%)で あ っ た。女 子 で は 、低 学 年 が98名(24.4%)、

高 学 年 が83名(20.3%)、 中学 生 が139名(32.0%)で あ った 。低 学 年 お よび 高 学 年 で

回 答 と性 別 間 に1%水 準 で 、中学 生 で 回 答 と性 別 間 に5%水 準 で有 意 な 関連 が あ っ た。

各 学 年 と も、男 子 は 「知 りた い 」と「知 りた くな い」の 両方 と も女 子 よ り多 か った が 、「知

りた い」の 方 が 男 女 差 は 大 きか っ た。 女 子 の 方 は男 子 に比 し 「わ か らな い 」と答 えた 生

徒 が 多 か っ た。

4)死 の 話 題 の 回避(表21-1～3)

「死 につ い て な るべ く話 した くな い で す か 」の 質 問 に 「は い 」 と答 え た 生 徒 は 、 低 学

年 が546名(64.9)、 高 学 年 が599名(66.9%)、 中 学 生 が454名(49.6%)で あ っ た。

回 答 と学年 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、「は い 」す な わ ち 「話 した くな い 」と答 え

た 生 徒 は 、低 学年 か ら高 学 年 ま で は増 加 の傾 向 が あ り、高学 年 で最 も多 くな り、中 学

生 に な る と減 少 して い た。 「話 した い 」お よび 「わ か らな い」と答 え た生 徒 は逆 の傾 向 を

示 し、 低 学 年 か ら高 学年 でや や 減 少 し、 中学 生 で 増加 して い た。

地域 別 にみ る と 「は い 」 と答 え た生 徒 は 、 低 学 年 で は北 海 道 が214名(66。5%)、 関

東 が239名(64.6%)、 九州 が93名(62.4%)で あ っ た。 高 学 年 で は 、 北海 道 が233名

(65.4%)、 関東 が269名(69.7%)、 九 州 が97名(63.0%)で あ った。 中学 生 で は北 海

道 が151名(50.2%)、 関東 が86名(51.8%)、 九 州 が217名(48.4%)で あ った。 各 学
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年 で 回答 と地 域 間 に有 意 な 関連 は な か っ た。

性 別 で み る と 「は い 」 と答 えた 生 徒 は 、男 子 で は低 学 年 が277名(64.7%)、 高 学年

が327名(67.4%)、 中学 生 が245名(51.8%)で あ っ た。 女 子 で は 、 低 学 年 が264名

(65.5%)、 高 学 年 が272名(66.2%)、 中 学 生 が207名(47.4%)で あ っ た。 低 学 年 で

回答 と性 別 間 に5%水 準 で 有意 な 関 連 が あ り、男 子 は 「話 した い」と答 え た生 徒 が 女子

よ り多 く、女 子 は 男 子 に比 し 「わ か らな い 」と答 えた 生 徒 が 多 か っ た。

6.死 後 の イ メ ー ジ(重 複 回 答)

1)死 後 のイ メ ー ジ と して多 か っ た項 目(表22-1～3-1～3)

「死 ん だ ら ど うな ります か 」の質 問 に ○ をつ け た生 徒 が 比較 的 多 か っ た項 目は 、「天

使 」 「魂 」 「お 骨 」 で あ っ た。

学 年 別 にみ る と 「天 使 」 に ○ を つ け た 生 徒 は 、低 学年542名(66.7%)、 高 学 年356

名(40.9%)、 中学 生299名(35.1%)で 回 答 と学 年 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、

学 年 が上 が る につ れ ○ をつ け る生 徒 は減 少 して い る。

地 域 別 にみ る と、低 学 年 は北 海 道212名(68.6%)、 関東248名(68.7%)、 九州82

名(57.3%%)で 回 答 と地 域 間 に5%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、北 海 道 ・関東 は 九 州

よ り○ をつ け た生 徒 が多 か っ た。高 学 年 は 北海 道130名(37.1%)、 関東160名(42.8%)、

九州66名(45.2%)で 、 中学 生 は 北 海 道95名(34.3%)、 関東9名(33.8%)、 九 州155

名(36.0%)で 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 別 にみ る と 「天 使 」 に ○ をつ け た 生 徒 は 、低 学 年 は 男 子255名(61.4%)女 子

281名(72.4%)、 高 学 年 は男 子155名(32.9%)女 子201名(50.4%)で 各 学 年 とも回

答 と性 別 間 に1%水 準 で有 意 な関 連 が あ り、女 子 の 方 が男 子 よ り多 か った 。 中学 生 は

男 子 が136名(30.8%)女 子 が163名(40.1%)で 、回 答 と性 別 間 に5%水 準 で 有 意 な

関連 が み られ 、女 子 の 方 が 男 子 よ り多 か った 。

「魂 」 に ○ をつ けた 生 徒 は 、低 学 年499名(61.3%)、 高 学 年649名(74.3%)、 中学

生567名(65.7%)で 、 回答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な関 連 が あ り、 高 学 年 が 最 も

多 く、 次 い で 中学 生 、低 学年 が最 も少 な か った 。

地 域別 にみ る と、 低 学 年 は北 海 道189名(60.4%)、 関東215名(59.4%)、 九州95

名(68.3%)、 高 学年 は 北 海 道247名(70.4%)、 関東294名(77.6%)、 九州108名(75.5%)、

中学 生 は 北海 道190名(67.6%)、 関東97名(65.1%)、 九 州280名(64.7%)で 、回 答

と地 域 間 に有 意 な 関連 は な か った 。

性別 別 にみ る と 「魂 」 に○ をつ けた 生 徒 は 、低 学 年 は男 子255名(61.0%)女 子239

名(61.9%)、 高 学 年 は男 子351名(74.4%)女 子98名(74.3%)で 、 回 答 と性 別 間 に

有 意 な 関 連 は なか っ た。 中 学 生 は男 子282名(63.2%)女 子284名(68.9%)で 男 女 間
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に5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、 女 子 の方 が 男 子 よ り多 か っ た。

「お 骨 」 に ○ をつ けた 生 徒 は、 低 学 年330名(41.0%)、 高学 年652名(74.2%)、 中

学 生630名(72.1%)で 、 回答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、低 学 年 に比

べ 、 高 学 年 お よび 中学 生 は 、顕 著 に多 か っ た。

地 域 別 にみ る と、 低 学 年 は北 海 道136名(44.2%)、 関 東123名(34.5%)、 九 州71

名(51.1%)、 高 学 年 は 北海 道268名(76.1%)、 関東274名(72.3%)、 九州110名(74.3%)、

中学 生 は北 海 道203名(71.7%)、 関 東105名(69.1%)、 九 州322名(73.3%)で あ り、

低 学 年 で は1%水 準 、 高 学 年 で は5%水 準 で 、 回答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 が あ っ た。

性 別 別 に み る と 「お 骨 」 に○ をつ け た男 子 は低 学 年168名(40.9%)、 高 学 年336

名(70.3%)、 中 学 生308名(69.2%)で あ っ た 。 女 子 は低 学年159名(41.5%)、 高学

年316名(78.8%)、 中 学 生319名(75.2%)で あ っ た。回 答 と性 別 間 に 高学 年 で は1%

水 準 で 、中学 生 で は5%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、女 子 の方 が男 子 に比 して ○ をつ け

た 生 徒 が 多 か っ た。

2)死 後 の イ メー ジ と して 少 な か っ た項 目(表23-1～3-1～3)

死 後 の イ メー ジ と して ○ が非 常 に 少 な か った 項 目は 、 「怪 獣 」 「お 姫 様 」 「ひ と さ ら

い 」 で あ っ た 。

学 年 別 に み る と 「怪 獣 」 に ○ をつ け た 生 徒 は 、低 学年26名(3.2%)、 高 学 年26名

(3.0%)、 中学 生48名(5.6%)で 、5%水 準 で 回答 と学 年 間 に有 意 な 関連 が あ り、低

学年 ・高 学 年 よ り中学 生 が 多 か っ た。

地 域 別 に み る と、低 学 年 は北 海 道 が8名(2.6%)、 関 東12名(3.3%)、 九 州6名(4.1%)、

高 学 年 は北 海 道14名(4.0%)、 関東9名(2.4%)、 九 州3名(2.0%)、 中学 生 は北海 道

17名(6.1%)、 関東8名(5.6%)、 九州23名(5.3%)で 、 回答 と地域 間 に 有 意 な 関連

は な か っ た 。

性 別 別 に み る と 「怪 獣 」 に ○ をっ け た 生 徒 は 、低 学 年 は 男子21名(5.0%)、 女 子5

名(1.3%)で 、回 答 と性 別 間 に5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、男 子 は 女 子 よ り○ をつ

け た 生 徒 が 多 か っ た。 高学 年 は男 子24名(5.1%)、 女 子2名(0.2%)、 中学 生 は男 子

38名(8.7%)、 女 子5名(1.3%)で 、各 々1%水 準 で 回答 と性 別 間 に有 意 な 関連 が あ

り、 男 子 は 女 子 よ り○ つ け た生 徒 が 多 か っ た

「お 姫 様 」 に ○ をつ け た生 徒 は、低 学 年58名(7.1%)、 高 学 年34名(3.9%)、 中学

生56名(6.6%)と 、怪 獣 と同 様 に どの 学年 も き わ め て 少 なか っ たが 、特 に 、高 学 年

に 少 な く、1%水 準 で 回 答 と学 年 間 に 有 意 な 関 連 が あ った 。

地 域 別 にみ る と、低 学 年 は北海 道19名(6.1%)、 関 東32名(8.9%)、 九州7名(4.8%)、

高 学 年 は 北海 道13名(3.7%)、 関東11名(2.9%)、 九州10名(6.8%)、 中学 生 は北海
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道17名(6。2%)、 関東9名(6.3%)、 九州30名(6.9%)で 、 回 答 と地 域 間 に 有 意 な関

連 は な か っ た。

性 別 別 にみ る と 「お 姫 様 」 に○ をつ け た生 徒 は男 子 で は 、低 学 年24名(5.8%)、 高

学 年17名(3.6%)、 中 学 生37名(8.4%)で あ っ た。 女 子 は低 学 年34名(8.8%)、 高

学17名(4.3%)、 中学 生 が19名(4.8%)で 、 中学 生 の回 答 と性 別 間 に5%水 準 で 有

意 な 関連 が あ っ た。

「ひ と さ らい 」 に○ をつ け た 生 徒 は 、 低 学 年31名(3。8%)、 高 学年31名(3.6%)、

中学 生57名(6.7%)で 、 どの 学 年 もき わ め て少 な か っ たが 、高学 年 が も っ と も多 く、

回 答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関連 が あ った 。

地 域 別 でみ る と、低 学 年 は 北 海 道6名(1.9%)、 関 東20名(5.6%)、 九州5名(3.5%)、

高 学 年 は 北海 道19名(5.4%)、 関東7名(1.9%)、 九州5名(3.4%)、 中学 生 は北 海 道

19名(6.9%)、 関東12名(8.2%)、 九州26名(6.0%)で 、低 学 年 と高 学年 の 回 答 と地

域 間 に各 々5%水 準 で有 意 な 関 連 が あ っ た。

性 別 別 にみ る と「ひ と さ らい 」に ○ を つ けた 生 徒 は男 子 で は 、低 学 年 は22名(5.3%)、

高 学 年 は27名(5.7%)、 中学 生 は48名(10.9%)で あ っ た。女 子 は 低 学 年 が9名(2.3%)、

高 学 年 が4名(1.0%)、 中学 生 が9名(2.2%)で あ っ た。 高 学 年 お よび 中学 生 の 回 答

と性 別 間 に 各 々1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、男 子 の方 が 女 子 に 比 して ○ をつ け た生

徒 が 多 か った。

3)そ の他 の 項 目(表24-1～4-1～3)

「お ば け」 に ○ をつ けた 生 徒 は 、低 学 年274名(34.2%)、 高 学 年315名(36.0%)、

中 学 生303名(35.4%)で 、回 答 と学 年 間 に有 意 な 関 連 は な か っ た。

地域 別 にみ る と、 低 学年 は 北海 道120名(38.6%)、 関東110名(30.7%)、 九州48

名(33.1%)、 高 学 年 は北 海 道116名(33.0%)、 関 東143名(37.8%)、 九 州56名(38.6%)、

中学 生 は北 海 道106名(38.4%)、 関東52名(35.4%)、 九州145名(33.4%)で 、回 答

と地 域 間 に有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 別 にみ る と、 「お ば け」 に○ をつ け た生 徒 は 、 男 子 は低 学 年148名(35.4%)、

高学 年185名(39.2%)、 中 学 生158名(35.8%)で あ った 。女 子 は低 学 年129名(33.4%)、

高学 年130名(32.3%)、 中学 生145名(35.3%)で 、 回答 と性 別 間 に有 意 な 関 連 は な

か っ た。

「お 星 様 」 に ○ をつ けた 生 徒 は 、 低 学 年344名(42.0%)、 高 学 年343名(39.3%)、

中学 生272名(31.9%)で 、回 答 と各 学年 間 に1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、 低 学 年

ほ ど○ をつ け た 生 徒 が 多 か っ た。

地 域 別 にみ る と、低 学年 は 北海 道120名(38.6%)、 関東110名(30.7%)、 九州48

名(33.1%)で 、高学 年 は 北海 道116名(33.0%)、 関東143名(37.8%)、 九州56名(38.6%)、
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中学 生 で は 北 海 道106名(38.4%)、 関 東52名(35.4%)、 九 州145名(33.4%)で 、回

答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 別 に み る と、「お 星様 」に○ をつ け た 生徒 は男 子 で は、低 学 年153名(37.0%)、

高 学 年150名(31.8%)、 中学 生107名(24.4%)で あ った 。女 子 は低 学 年188名(47。6%)、

高 学 年193名(48.1%)、 中学 生165名(40.3%)で あ っ た。 各 学 年 とも回 答 と性 別 間

に1%水 準 で 有意 な 関連 が み られ 、 女 子 の方 が男 子 よ り○ をつ けた 生 徒 が 多 か っ た。

「が い 骨 」 に ○ をつ け た 生徒 は 、 低 学 年319名(39.1%)、 高 学年400名(45 .8%)、

中学 生387名(45.2%)で 、 回 答 と低 学 年 と高 学年 お よび 中学 生 の 間 に1%水 準 で有

意 な 関連 が あ っ た。

地 域 別 にみ る と、 低 学 年 は北 海 道116名(36.8%)、 関 東131名(36.5%)、 九州72

名(50.7%)、 高 学年 は北 海 道170名(48.4%)、 関 東165名(43.7%)、 九 州65名(45.1%)、

中学 生 は北 海 道128名(45.7%)、 関 東72名(49.7%)、 九州187名43.3%で 、低 学 年 の

回 答 と地 域 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、 九 州 に ○ を っ け た生 徒 が 多 か った。

性 別 別 に み る と、 「が い 骨 」 に○ をつ け た生 徒 は 、 男 子 は低 学 年183名(43.3%)、

高 学 年241名(51.1%)、 中 学 生206名(46.9%)で あ った。女 子 は 低 学 年130名(34.0%)、

高 学年159名(39.7%)、 中学 生178名(43.1%)で あ っ た。 低 学 年 は5%水 準 で 、 高

学 年 は1%水 準 で 回 答 と性 別 間 に 有 意 な 関連 が あ り、男 子 の方 が 女子 よ り○ をつ けた

生 徒 が 多 か っ た。

「空 」 に ○ をつ け た生 徒 は、 低 学年203名(25 .0%)、 高 学 年245名(28.1%)、 中学

生232名(27.2%)で 回 答 と学年 間 に よ る有 意 な 関 連 は な か っ た。

地 域 別 で み る と、低 学 年 は 北海 道73名(23.9%)、 関東93名(25.8%)、 九州203名

(25.0%)、 高 学 年 は 北 海 道83名(23.6%)、 関東108名(28.7%)、 九州54名(37.5%)、

中 学 生 は北 海 道75名(27.2%)、 関 東24名(16.6%)で 、 高 学 年 お よび 中 学生 に1%

水 準 で 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関連 が あ っ た。

性 別 別 にみ る と 「空 」 に ○ をつ けた 生 徒 は男 子 で は 低 学 年93名(22.6%)、 高 学 年

111名(23.6%)、 中 学 生95名(21.7%)で あ っ た。 女 子 は低 学 年106名(27.3%)、 高

学 年134名(33.5%)、 中学 生137名(33.4%)で あ った 。 高 学 年 お よび 中学 生 に1%

水 準 で 回答 と性 別 間 に有 意 な 関連 が あ り、女子 の 方 が 男 子 に比 して よ り○ をつ けた 生

徒 が 多 か った 。

7.死 後 の 世界 のイ メー ジ(重 複 回答)

1)死 後 の世界 のイ メー ジ と して多 かった項 目(表25-1～3-1～3)

「死 ん だ後 どこへ 行 きます か」 の質問に○をつ けた生徒が比較的多かった項 目は、

「神様のそば」「天国」 「お墓」であった。
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学 年 別 にみ る と 「神 様 の そ ば 」 に○ をっ け た生 徒 は 、低 学年 が486名(60.4%)、 高

学 年 が419名(48.8%)、 中学 生 が299名(35.3%)で 、回 答 と学年 間 に1%水 準 で 有

意 な 関連 が あ り、低 い 学 年 ほ ど○ をっ けた 生 徒 が 多 か った 。

地域 別 にみ る と、 低 学年 は 北海 道177名(57.1%)、 関 東227名(63.2%)、 九州82

名(60.7%)、 高 学年 は北 海 道152名(43.4%)、 関東196名(52.7%)、 九 州71名(49.7%)、

中学 生 は 北海 道83名(30.9%)、 関東50名(34.5%)、 九州166名(38.4%)で 、 高 学

年 に5%水 準 で 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 が あ り、関東 が最 も多 く、次 い で 九 州 、北

海 道 が最 も少 な か っ た。

性 別 別 に み る と 「神 様 の そ ば 」に○ をつ け た 生 徒 は 、低 学年 は 男 子 が235名(57.5%)

女 子 が245名(63.6%)で 回答 と性 別 間 に5%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、 女 子 の 方 が

男子 よ り○ を つ けた 生 徒 が 多 か っ た。 高 学年 は 男 子 が203名(43.1%)女 子 が216名

(54.8%)、 中学 生 は男 子 が129名(29.3%)女 子 が170名(42.2%)で 、 各 々1%水 準

で 回答 と性 別 間 に 有 意 な関 連 が あ り、女 子 の 方 が男 子 よ り○ をつ け た 生徒 が 多 か っ た。

「天 国 」に ○ をつ け た生 徒 は 、低 学 年 は726名(87。5%)、 高 学 年 は646名(74.4%)、

中 学生 は534名(61.9%)と ○ をつ けた 生 徒 が 多 く、1%水 準 で 回 答 と学 年 間 に有 意

な 関連 が あ り、 学 年 が進 む に つれ 減 少 した。

地 域 別 にみ る と、 低 学 年 は北海 道276名(86.8%)、 関東318名(87.6%)、 九 州132

名(88.6%)、 高学 年 は234名(66.9%)、 関東304名(81.1%)、 九 州108名(75.5%)、

中学 生 は北 海 道166名(59.9%)、 関 東85名(56.3%)で 、高学 年 に1%水 準 で 回 答 と

地 域 間 に有 意 な 関 連 が あ っ た。

性 別 別 にみ る と 「天 国」 に ○ をつ けた 生 徒 は男 子 で は 低 学 年 は363名(86.0%)、 高

学 年 は330名(70.5%)、 中学 生 は257名(57.0%)で あ っ た。 女 子 は低 学 年 が355名

(89.4%)、 高 学 年 が316名(79.0%)、 中学 生 が277名(68.1%)で あ っ た。 高 学 年 お

よび 中学 生 に1%水 準 で 回 答 と性 別 間 に有 意 な 関連 が あ り、女 子 の 方 が男 子 に比 して

○ をつ け た生 徒 が 多 か っ た。

「お 墓 」 に○ をつ けた 生 徒 は 、低 学 年597名(72.6%)、 高 学 年681名(77.7%)、 中

学 生641名(73.8%)で 、低 学 年 と高 学 年 に お い て回 答 と学 年 間 に5%水 準 で 有 意 な

関 連 が あ っ た。

地域 別 にみ る と、低 学年 は 北海 道234名(74.3%)、 関 東250名(68.7%)、 九 州113

名(79.0%)、 高 学 年 は 北海 道279名(79.3%)、 関東287名(75.7%)、 九州115名(78.8%)、

中学 生 は 北海 道205名(74.5%)、 関 東287名(75.7%)、 九州327名(74.5%)で 、5%

の 水 準 で 低 学 年 は 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 が あ った 。

性 別 別 にみ る と 「お 墓 」 に ○ をつ けた 生 徒 は 、男 子 は低 学 年297名(70.7%)、 高 学

年359名(75.6%)、 中 学 生316名(70.5%)で あ った 。女 子 は低 学 年289名(73.9%)、

高 学年322名(80.1%)、 中学 生321名(77.2%)で 、 中学 生 に5%水 準 で 回 答 と性 別
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間に有意な関連があった。

2)死 後 の世界のイ メー ジ と して少 なかった項 目(表26-1-1～3)

「死 んだ後 どこへ行 きます か」の質問に○をつけた生徒が比較的少なかった項 目は、

「宇宙」であった。

学 年 別 に み る と 「宇 宙 」 に ○ をつ け た生 徒 は 、 低 学年55名(6.8%)、 高 学 年68名

(7.8%)、 中 学 生114名(13.5%)で 、 回 答 と学 年 間 に1%水 準 で有 意 な 関 連 が あ り、

低 ・高学 年 よ り中学 生 が ○ をつ け た 生 徒 が 多 か っ た。

地域 別 にみ る と、 低 学 年 は 北 海 道 が17名(5.5%)、 関東24名(6.7%)、 九州14名

(9.6%)、 高 学年 は 北 海 道28名(8.0%)、 関 東27名(7.3%)、 九 州 が13名(8.9%)、

中 学 生 は 北海 道36名(13.4%)、 関東20名(13.7%)、 九州 が58名(13.5%)で 、回 答

と地域 間 に有 意 な 関連 は な か っ た。

性 別 別 に み る と 「宇 宙 」 に ○ をつ け た 生 徒 は 、低 学 年 は男 子28名(6.8%)女 子26

名(6.6%)で 、 回 答 と性 別 間 に有 意 な 関連 は な か っ た。 高 学 年 は男 子44名(9.4%)

女 子24名(6.0%)で 、 回 答 と性 別 間 に5%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、 女 子 よ り男 子

の 方 が ○ をつ けた 生 徒 が 多 か った 。 中 学 生 は 男 子4名(14.7%)、 女 子50名(12.4%)

で 、 回答 と性 別 間 に有 意 な 関連 は 見 られ な か っ た。

3)そ の 他 の項 目(表27-1～2-1～3)

「地 獄 」 に○ をつ け た 生 徒 は 、低 学 年330名(40.8%)、 高学 年229名(34.7%)、

中 学 生266名(31.6%)で 、1%の 水 準 で 回答 と各 学年 間 に有 意 な 関連 が あ り、 低 学 年

が 最 も多 か っ た。

地 域別 で は、低 学年 は北 海 道17名(5.5%)、 関東24名(6.7%)、 九州14名(9.6%)、

高 学年 は 北海 道28名(8.0%)、 関東27名(7.3%)、 九州13名(8.9%)、 中学 生 は北 海

道36名(13.4%)、 関東20名(13.7%)、58名(13.5%)で 、 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関

連 は な か っ た。

性 別 別 にみ る と 「地 獄 」 に ○ をつ け た 生 徒 は男 子 で は低 学 年184名(45.2%)、 高学

年177名(38.0%)、 中 学 生139名(31.8%)で あ った。女 子 は低 学 年142名(36.4%)、

高 学年122名(30.9%)、 中 学 生126名(31.5%)で あ った。 低 学 年 の 回 答 と性 別 間 に

5%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、 男 子 の 方 が 女 子 に 比 して○ をつ けた 生 徒 が 多 か っ た。

「お 寺 」 に ○ をつ けた 生 徒 は 、低 学 年198名(24.7%)、 高学 年309名(35.7%)、 中

学 生306名(36.3%)で 、 回 答 と学年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、低 学 年 よ り

高 学 年 お よび 中学 生 の 方 が 多 く○ を回 答 して い た。

地 域 別 に み る と、 低 学 年 は 北 海 道80名(25.7%)、 関東72名(20.5%)、 九州46名
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(32.9%)、 高 学 年 は北 海 道130名(37.1%)、 関東126名(33.9%)、 九州53名(36.8%)、

中学 生 は北 海 道99名(37.2%)、 関東50名(34.0%)、 九州157名(36.4%)で 、 低 学

年 に5%水 準 で 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関連 が あ っ た。

性 別 別 にみ る と、 「お 寺 」 に○ をつ けた 生徒 は 男 子 で は低 学 年109名(26.7%)、 高

学年160名(34.1%)、 中 学 生157名(36.9%)で あ っ た。女 子 は低 学年85名(22。1%)、

高 学年149名(37.5%)、 中学 生148名(36.7%)で あ った。 回 答 と性 別 間 に有 意 な 関

連 は な か っ た。

8.死 のイ メー ジ

死につ いて どの よ うに感 じるかをSD法(意 味 が正反対 な形容詞で構成)を 用 いて

質問 した。その結果 は以 下の通 りである。小学生が抱いている死イメージとして高か

ったものは 「嫌だ」「さみ しい」「悲 しい」「「こわい」な どであった。

1)美 しい 一み に くい(表28-1-1～3)

学年 別 にみ る と、低 学 年 は 「醜 い 」 と答 え た 生 徒 は217名(29.6%)、 「ど ち らで も

な い」462名(62.9%)、 「美 しい 」55名(7.5%)で あ っ た。高学 年 は 「醜 い 」231名(27.4%)、

「どち らで もない 」572名(67.9%)、 「美 しい 」39名(4.6%)で あ っ た。 中学 生 は 「醜

い 」119名(13.7%)、 「どち らで もな い 」462名(62.9%)、 「美 しい 」55名(7.5%)で

あっ た。 回答 と学 年 間 に1%水 準 で有 意 な 関連 が あ り、低 い 学 年 ほ ど 「醜 い 」 と答 え

た生 徒 が多 く、中学 生 は 低 ・高学 年 よ り 「どち らで も ない 」と答 えた 生 徒 が 多 か った。

地 域 別 にみ る と、低 学年 は北 海 道 で 「醜 い」 と答 え た生 徒83名(29.1%)、 「どち ら

で もな い」187名(65.6%)、 「美 しい 」15名(5.3%)、 関東 で 「醜 い 」98名(30.4%)、

「どち らで も ない 」197名(61.2%)、 「美 しい」27名(8.4%)、 九州 で 「醜 い 」36名(28.3%)、

「どち らで も ない 」78名(61.4%)、 「美 しい 」13名(10.2%)で あ った 。 高学 年 は 北

海 道 で 「醜 い 」101名(29.4%)、 「どち らで もな い 」225名(65.4%)、 「美 しい」18名

(5.2%)、 関 東 が 「醜 い 」93名(26.1%)、 「どち らで もな い 」252名(70.6%)、 「美 し

い」12名(3.4%)、 九州 で 「醜 い 」37名(26.2%)、 「どち らで もな い」95名(67.4%)、

「美 しい 」9名(6.4%)で あ っ た。 地 域 別 に有 意 な 関 連 は な か っ た。 中学 生 は 北海 道

で 「醜 い」56名(19.6%)、 「どち らで もな い 」209名(73.1%)、 「美 しい 」21名(7.3%)、

関東 で 「醜 い 」25名(16.3%)、 「どち らで もな い」119名(77.8%)、 「美 しい 」9名(5.9%)、

九州 で 「醜 い」38名(8.9%)、 「ど ち らで も ない 」356名(83.4%)、 「美 しい 」33名(7.7%)

で 、回 答 と地 域 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ り、 「醜 い」 と答 え た生 徒 が 最 も多 か

っ た の は北 海 道 、 次 い で 関東 、 九 州 が 最 も少 な か った 。 「ど と らで もな い 」 と答 えた

生 徒 が 最 も多 か っ た の は 九 州 で 、 次 い で 関東 、 北海 道 が最 も少 なか っ た。

性 別 別 にみ る と、低 学 年 男 子 は 「醜 い 」が112名(30.1%)、 「どち らで も ない 」234
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名(62.9%)、 「美 しい 」26名(7.0%)、 女 子 は 「醜 い」102名(28.8%)、 「どち らで も

な い 」224名(63.3%%)、 「美 しい 」28名(7.9%)で 回 答 と性 別 間 に有 意 な関 連 は な

か っ た。 高 学 年 男 子 は 「醜 い 」145名(31.9%)、 「どち らで もな い 」286名(62.9%)、

「美 しい 」24名(5.3%)、 女 子 は 「醜 い 」86名(22.2%)、 「どち らで もな い 」86名(73.9%)、

「美 しい 」15名(3.9%)で 、回 答 と性 別 間 に5%水 準 で 有 意 な 関連 が あ り、男 子 の 方

が 女 子 よ り 「醜 い 」 と答 え た 生徒 が 多 く、反 対 に 「どち らで もな い」 と答 えた 生 徒 は

男 子 よ り女 子 の 方 が 多 か っ た。 中学 生 男 子 は 「醜 い」80名(17.8%)、 「どち らで もな

い 」334名(74.4%)、 「美 しい 」35名(7.8%)、 女 子 は 「醜 い 」39名(9.5%)、 「どち ら

で も な い 」346名(84.0%)、 「美 しい 」27名(6.6%)で 、 回 答 と性 別 間 に1%水 準 で

有 意 な 関連 が あ り、男子 の 方 が 女 子 よ り 「醜 い 」 と答 えた 生 徒 が 多 く、反 対 に 「どち

らで もな い 」 と答 え た 生 徒 は 男 子 よ り女 子 の 方 が 多 か っ た。

2)嫌 だ 一嫌 で な い(表28-2-1～3)

学 年 別 にみ る と低 学年 で 「嫌 で な い 」 と答 え た 生 徒 は64名(8.4%)、 「どち らで も

な い 」142名(18.6%)、 「嫌 だ」558名(73.0%)、 高 学 年 で 「嫌 で ない 」72名(8.3%)、

「どち らで もな い 」156名(18.1%)、 「嫌 だ」636名(73.6%)、 中学 生 で 「嫌 で な い 」

113名(12.8%)、 「どち らで もない 」212名(23.9%)、 「嫌 だ」561名(63.3%)で 、1%

水 準 で 回 答 と学 年 間 に有 意 な 関連 が あ っ た 。 「嫌 で ない 」 とい う回答 は 中学 生 で 最 も

多 か った 。

地 域 別 にみ る と、低 学年 は 北海 道 で 「嫌 で な い 」 と答 えた 生 徒16名(5.4%)、 「ど

ち らで も ない 」60名(20.3%)、 「嫌 だ 」220名(74.3%)、 関東 で 「嫌 で ない 」34名(10.0%)、

「ど ち らで もな い 」61名(17.9%)、 「嫌 だ 」245名(72.1%)、 九州 で 「嫌 で な い」14

名(10.9%)、 「どち らで も な い」21名(16.4%)、 「嫌 だ」93名(72.7%)で あ っ た。 高

学 年 は 北海 道 で 「嫌 で な い 」29名(8.3%)、 「どち らで もな い 」66名(19.0%)、 「嫌 だ 」

253名(72.7%)、 関 東 で 「嫌 で ない 」35名(9.4%)、 「どち らで もな い」62名(16.7%)、

「嫌 だ 」274名(73.9%)、 九州 で 「嫌 で な い 」8名(5.5%)、 「どち らで もな い 」28名

(19.3%)、 「嫌 だ 」109名(75.2%)で あ っ た。中学 生 は北 海 道 で 「嫌 で な い」30名(10.4%)、

「どち らで もな い 」70名(24.2%)、 「嫌 だ 」189名(65.4%)、 関東 が 「嫌 で ない 」22

名(13.8%)、 「どち らで もな い 」39名(24.5%)、 「嫌 だ」98名(61.6%)、 九 州 が 「i嫌

で な い」61名(13.9%)、 「どち らで も な い 」103名(23.5%)、 「嫌 だ」274名(62。6%)

で 、 回 答 と地 域 間 に有 意 な 関 連 は な か っ た。

性 別 別 に み る と、 低 学 年 男 子 は 「嫌 で な い 」 と答 え た 生徒 が35名(8.9%)、 「どち

らで も ない 」80名(20.4%)、 「嫌 だ」277名(70.7%)、 女 子 は 「嫌 で な い 」 と答 えた

生 徒 が28名(7.7%)、 「ど ち らで も な い 」140名(18.5%%)、 「嫌 だ 」552名(73.1%)、

高 学年 男 子 は 、 「嫌 で な い 」 と答 え た 生 徒 が41名(8.7%)、 「どち らで もな い 」85名
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(18.1%)、 「嫌 だ 」343名(73.1%)、 女 子 は 「嫌 で な い 」31名(7.8%)、 「ど ち ら で も

な い 」71名(18。0%%)、 「嫌 だ 」293名(74.2%)、 中 学 生 男 子 は 「嫌 で な い 」 が62名

(13.6%)、 「ど ち ら で も な い 」110名(24.1%)、 「嫌 だ 」284名(62.3%)、 女 子 は 「嫌

で な い 」51名(12.0%)、 「ど ち ら で も な い 」101名(23.8%)、 「嫌 だ 」273名(64.2%)

で 、 回 答 と性 別 間 に 有 意 な 関 連 は な か っ た 。

3)こ わ い 一 こ わ く な い(表28-3-1～3)

学 年 別 に み る と低 学 年 で 「こ わ く な い 」 と答 え た 生 徒 は99名(12.8%)、 「ど ち ら で

も な い 」176名(22.7%)、 「こ わ い 」499名(64.5%)、 高 学 年 で 「こ わ く な い 」122名

(14.2%)、 「ど ち らで も な い 」173名(20.1%)、 「こ わ い 」566名(65.7%)、 中 学 生 で

「こ わ くな い 」104名(11.8%)、 「ど ち ら で も な い 」240名(27.1%)、 「こ わ い 」540

名(61.1%)で 、5%水 準 で 回 答 と学 年 間 に 有 意 な 関 連 が あ っ た 。

地 域 別 に み る と 、低 学 年 は 北 海 道 で 「こ わ く な い 」と答 え た 生 徒31名(10.4%)、 「ど

ち ら で も な い 」73名(24.4%)、 「こ わ い 」195名(65.2%)、 関 東 で 「こ わ く な い 」44

名(12.9%)、 「ど ち ら で も な い 」76名(22.4%)、 「こ わ い 」220名(64.7%)、 九 州 で 「こ

わ く な い 」24名(17.8%)、 「ど ち ら で も な い 」27名(20.0%)、 「こ わ い 」84名(62.2%)

で あ っ た 。 高 学 年 は 北 海 道 で 「こ わ く な い 」48名(13.9%)、 「ど ち ら で も な い 」75名

(21.7%)、 「こ わ い 」223名(64.5%)、 関 東 で 「こ わ く な い 」56名(15.1%)、 「ど ち ら

で も な い 」72名(19.4%)、 「こ わ い 」244名(65.6%)、 九 州 で 「こ わ く な い 」18名(12.6%)、

「ど ち らで も な い 」26名(18.2%)、 「こ わ い 」99名(69.2%)で 有 意 な 関 連 は な か っ

た 。中 学 生 は 北 海 道 で 「こ わ く な い 」28名(9.8%)、 「ど ち らで も な い 」90名(31.4%)、

「こ わ い 」169名(58 .9%)、 関 東 で 「こ わ く な い 」21名(13.3%)、 「ど ち らで も な い 」

53名(33.5%)、 「こ わ い 」84名(53.2%)、 九 州 で 「こ わ く な い 」55名(12.5%)、 「ど

ち らで も な い 」97名(22.1%)、 「こ わ い 」287名(65.4%)で 、5%水 準 で 回 答 と地 域

間 に 有 意 な 関 連 が あ っ た 。

性 別 別 に み る と、 低 学 年 男 子 で 「こ わ く な い 」 と答 え た 生 徒 が60名(15.2%)、 「ど

ち らで も な い 」101名(25.5%)、 「こ わ い 」235名(59.3%)、 女 子 は 「こ わ く な い 」38

名(10.3%)、 「ど ち らで も な い 」74名(20.0%)、 「こわ い 」258名(69.7%)で 、1%

水 準 で 回 答 と性 別 間 に 有 意 な 関 連 が あ っ た 。高 学 年 男 子 は 「こ わ く な い 」71名(15.3%)、

「どち ら で も な い 」99名(21.4%)、 「こ わ い 」293名(63 .3%)、 女 子 は 「こ わ くな い 」

51名(12.8%)、 「ど ち ら で も な い 」74名(18.6%)、 「こ わ い 」273名(68.6%)、 中 学 生

男 子 は 「こ わ く な い 」52名(11.3%)、 「ど ち らで も な い 」135名(29.4%)、 「こ わ い 」

272名(59.3%)、 女 子 は 「こ わ く な い 」52名(12.4%)、 「ど ち らで も な い 」103名(24.5%)、

「こ わ い 」265名(63 .1%)で 、 回 答 と性 別 間 に 有 意 な 関 連 は な か っ た 。

37



4)痛 い 一 痛 く な い(表28-4-1～3)

学 年 別 で は 、 低 学 年 で 「痛 く な い 」 と答 え た 生 徒 は158名(21.4%)、 「ど ち ら で も

な い 」307名(41.5%)、 「痛 い 」274名(37.1%)、 高 学 年 で 「痛 く な い 」185名(21.9%)、

「ど ち らで も な い 」413名(48.9%)、 「痛 い 」246名(29.1%)、 中 学 生 で 「痛 く な い 」

132名(15.3%)、 「ど ち らで も な い 」489名(56.8%)、 「痛 い 」240名(27.9%)で 、 回

答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ っ た 。 「痛 い 」 とい う回 答 は 低 学 年 が 最 も多

く 、 「ど ち ら で も な い 」 と い う回 答 は 中 学 生 が 最 も 多 か っ た 。

地 域 別 で は 、 低 学 年 は 北 海 道 で 「痛 く な い 」 と答 え た 生 徒 は48名(16.6%)、 「どち

ら で も な い 」120名(41.5%)、 「痛 い 」122名(42.1%)、 関 東 で 「痛 く な い 」84名(25.8%)、

「ど ち らで も な い 」136名(41.7%)、 「痛 い 」106名(32.5%)、 九 州 で 「痛 く な い 」26

名(21.1%)、 「ど ち ら で も な い 」51名(41.5%)、 「痛 い 」46名(37.4%)で 、5%水 準

で 回 答 と地 域 間 に 有 意 な 関 連 が あ っ た 。高 学 年 は 北 海 道 で 「痛 く な い 」85名(24.8%)、

「ど ち ら で も な い 」157名(45.8%)、 「痛 い 」101名(29.4%)、 関 東 で 「痛 く な い 」72

名(19.8%)、 「ど ち ら で も な い 」182名(50.1%)、 「痛 い 」109名(30.0%)、 九 州 で 「痛

く な い 」28名(20.3%)、 「ど ち ら で も な い 」74名(53.6%)、 「痛 い 」36名(26.1%)、 中

学 生 は 、北 海 道 で 「「痛 く な い 」36名(12.8%)、 「ど ち ら で も な い 」153名(54.4%)、 「痛

い 」92名(32.7%)、 関 東 で 「痛 く な い 」22名(14.3%)、 「ど ち ら で も な い 」96名(62.3%)、

「痛 い 」36名(23.4%)、 九 州 で 「痛 く な い 」 と答 え た 生 徒 は74名(17.4%)、 「どち ら

で も な い 」240名(56.3%)、 「痛 い 」112名(26.3%)で 、 有 意 な 関 連 は な か っ た 。

性 別 別 で み る と 、低 学 年 男 子 で 「痛 く な い 」 と答 え た 生 徒 は88名(23.5%)、 「どち

ら で も な い 」146名(38.9%)、 「痛 い 」141名(37.6%)、 女 子 で 「痛 く な い 」 と答 え た

生 徒 は66名(18.6%)、 「ど ち ら で も な い 」157名(44.2%)、 「痛 い 」132名(37.2%)高

学 年 男 子 は 「痛 く な い 」110名(23.8%)、 「ど ち ら で も な い 」209名(45.2%)、 「痛 い 」

143名(31.0%)、 女 子 は 「痛 くな い 」75名(19.6%)、 「ど ち らで も な い 」204名(53.4%)、

「痛 い 」103名(27.0%)、 中 学 生 男 子 は 「痛 く な い 」73名(16.3%)、 「ど ち ら で も な

い 」248名(55.4%)、 「痛 い 」127名(28.3%)、 女 子 は 「痛 く な い 」 と59名(14.5%)、

「ど ち らで も な い 」238名(58.3%)、 「痛 い 」111名(27.2%)で 、 回 答 と性 別 間 に 有 意

な 関 連 は な か っ た 。

5)さ み しい 一 さみ し くな い(表28-5-1～3)

学 年 別 で は 、低 学年 で 「さみ し くな い 」 と答 え た生 徒 は57名(7.3%)、 「どち らで
　

も な い 」125名(16.1%)、 「さみ しい 」594名(76.5%)、 高 学 年 で 「さみ し く な い 」179

名(9.1%)、 「ど ち らで も な い 」162名(18.6%)、 「さみ しい 」629名(72.3%)、 中 学 生

で 「さみ し く な い 」75名(8.5%)、 「どち ら で も な い 」259名(29.4%)、 「さみ しい 」

548名(62.1%)で 、 回 答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ っ た 。 「さみ しい 」 と
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い う回答 は 低 学 年 が最 も多 く、 「どち らで も な い 」 とい う回 答 は 中 学 生 が 最 も多 か っ

た。

地 域 別 で は 、低 学 年 は北 海 道 で 「さみ し くな い 」 と答 え た生 徒 は15名(5.0%)、 「ど

ち らで もな い 」55名(18.5%)、 「さみ しい 」228名(76.5%)、 関 東 で 「さみ し くな い」

30名(8.8%)、 「どち らで もない 」59名(17.3%)、 「さみ しい 」253名(74.0%)、 九州 で

「さみ し くな い 」12名(8.8%)、 「ど ち らで も な い 」11名(8.1%)、 「さみ しい」113名

(83.1%)で 、5%水 準 で 回答 と地 域 間 に有 意 な 関連 が あ った 。高 学 年 は北 海 道 で 「さ

み し くな い」32名(9.1%)、 「どち らで もな い 」81名(23.1%)、 「さみ しい 」237名(67.7%)、

関東 で 「さみ し くな い 」42名(11.2%)、 「どち らで もな い 」56名(15.0%)、 「さみ しい 」

276名(73.8%)、 九州 で 「さみ し くない 」5名(3.4%)、 「どち らで もな い」25名(17.1%)、

「さみ しい 」116名(79.5%)で 、1%水 準 で 回 答 と地 域 間 に 有 意 な関 連 が あ っ た。 中

学 生 は、北海 道 で 「さみ しくな い 」25名(8.8%)、 「ど ち らで もな い 」102名(35.8%)、

「さみ しい 」158名(55.4%)、 関東 で 「さみ し くな い 」13名(8.2%)、 「どち らで もな

い 」48名(30.2%)、 「さみ しい 」98名(61.6%)、 九 州 で 「さみ し くない 」37名(8.4%)、

「どち らで も な い」109名(24.9%)、 「さみ しい 」292名(66.7%)で 、5%水 準 で回 答

と地 域 間 に有 意 な 関連 が あ った 。

性 別 別 でみ る と、低 学 年 男 子 で 「さみ し くな い 」 と答 え た 生 徒 は35名(8.9%)、 「ど

ち らで もな い 」72名(18.3%)、 「さみ しい 」286名(72.8%)、 女 子 は 「さみ しくな い 」

22名(5.9%)、 「どち らで もな い」52名(13.9%)、 「さみ しい 」299名(80.2%)高 学 年

男 子 は 「さみ しくな い 」44名(9.4%)、 「どち らで もな い 」92名(19.6%)、 「さみ しい」

334名(71.1%)、 女 子 は 「さみ し くな い 」35名(8.8%)、 「どち らで もな い 」70名(17.5%)、

「さみ しい 」295名(73.8%)で 、回 答 と性 別 間 に有 意 な 関連 は な か った。 中学 生 男 子

は 「さみ し くない 」40名(8.8%)、 「どち らで もな い 」150名(33.0%)、 「さみ しい 」

264名(58.1%)、 女 子 は 「さみ し くな い」35名(8.3%)、 「ど ち らで もな い 」107名(25.3%)、

「さみ しい 」-281名(66.4%)で 、5%水 準 で 回答 と性 別 間 に有 意 な 関連 が あ っ た。

6)良 い 一 悪 い(表28-6-1～3)

学 年 別 で は 、 低 学 年 で 「悪 い 」 と答 え た 生 徒 は331名(44.3%)、 「ど ち らで も な い 」

333名(44.6%)、 「良 い 」83名(11.1%)、 高 学 年 で 「悪 い 」445名(52.4%)、 「ど ち ら で

も な い 」357名(42.0%)、 「良 い 」47名(5.5%)、 中 学 生 で 「悪 い 」324名(37.7%)、

「ど ち ら で も な い 」484名(56.3%)、 「良 い 」51名(5.9%)で 、 回 答 と学 年 間 に1%

水 準 で 有 意 な 関 連 が あ っ た 。

地 域 別 で は 、 低 学 年 は 北 海 道 で 「悪 い 」 と答 え た 生 徒 は120名(41.5%)、 「ど ち ら

で も な い 」143名(49.5%)、 「良 い 」26名(9.0%)、 関 東 で 「悪 い 」154名(46.7%)、 「ど

ち ら で も な い 」136名(41.2%)、 「良 い 」40名(12.1%)、 九 州 で 「悪 い 」57名(44.5%)、

39



「ど ち らで も な い 」54名(42.2%)、 「良 い 」17名(13.3%)、 高 学 年 は 北 海 道 で 「悪 い 」

186名(53.6%)、 「ど ち ら で も な い 」143名(41.2%)、 「良 い 」18名(5.2%)、 関 東 で 「悪

い 」196名(54.4%)、 「ど ち ら で も な い 」147名(40.8%)、 「良 い 」17名(4.7%)、 九 州

で 「悪 い 」63名(44.4%)、 「ど ち ら で も な い 」67名(47.2%)、 「良 い 」12名(8.5%)、

中 学 生 は 、 北 海 道 で 「悪 い 」107名(38.4%)、 「ど ち ら で も な い 」157名(56.3%)、 「良

い 」15名(5.4%)、 関 東 で 「悪 い 」50名(32.5%)、 「ど ち ら で も な い 」94名(61.0%)、

「良 い 」10名(6.5%)、 九 州 で 「悪 い 」167名(39.2%)、 「ど ち らで も な い 」233名(54.7%)、

「良 い 」26名(6.1%)で 、 回 答 と 地 域 間 に 有 意 な 関 連 は な か っ た 。

性 別 別 で み る と 、 低 学 年 男 子 で 「悪 い 」 と答 え た 生 徒 は178名(47.0%)、 「ど ち ら

で も な い 」156名(48.1%)、 「良 い 」45名(11.9%)、 女 子 は 「悪 い 」150名(41.7%)、

「ど ち ら で も な い 」173名(48.1%)、 「良 い 」37名(10.3%)で 、 回 答 と性 別 間 に 有 意

な 関 連 は な か っ た 。 高 学 年 男 子 は 「悪 い 」256名(55.9%)、 「ど ち ら で も な い 」170名

(37.1%)、 「良 い 」32名(7.0%)、 女 子 は 「悪 い 」189名(48.3%)、 「ど ち らで も な い 」

187名(47.8%)、 「良 い 」15名(3.8%)で 、1%水 準 で 回 答 と性 別 間 に 有 意 な 関 連 が

あ っ た 。 中 学 生 男 子 は 「悪 い 」175名(39.1%)、 「ど ち らで も な い 」241名(53.9%)、

「良 い 」31名(6.9%)、 女 子 は 「悪 い 」147名(36.1%)、 「ど ち らで も な い 」241名(59.2%)、

「良 い 」19名(4.7%)で 、 回 答 と性 別 間 に 有 意 な 関 連 は な か っ た 。

7)悲 しい 一 悲 し くな い(表28-7-1～3)

学 年 別 で は 、 低 学 年 で 「悲 し く な い 」 と答 え た 生 徒 は47名(6.0%)、 「ど ち ら で も

な い 」100名(12.7%)、 「悲 しい 」641名(81.3%)、 高 学 年 で 「悲 し く な い 」47名(5.4%)、

「ど ち ら で も な い 」110名(12.6%)、 「悲 しい 」716名(82.0%)、 中 学 生 で 「悲 し く な

い 」42名(4.7%)、 「ど ち らで も な い 」192名(21.6%)、 「悲 し い 」655名(73.7%)で 、

回 答 と学 年 間 に1%水 準 で 有 意 な 関 連 が あ っ た 。 「悲 し い 」 と い う回 答 は 低 学 年 が 最

も 多 く、 「ど ち ら で も な い 」 と い う回 答 は 中 学 生 が 最 も 多 か っ た 。

地 域 別 で は 、 低 学 年 は 北 海 道 で 「悲 し く な い 」 と答 え た 生 徒 は14名(4.6%)、 「ど

ち ら で も な い 」34名(11.1%)、 「悲 し い 」257名(84.3%)、 関 東 で 「悲 し く な い 」25

名(7.2%)、 「ど ち ら で も な い 」53名(15.3%)、 「悲 しい 」268名(77.5%)、 九 州 で 「悲

し く な い 」8名(5.8%)、 「ど ち ら で も な い 」13名(9.5%)、 「悲 し い 」116名(84.7%)、

高 学 年 は 北 海 道 で 「悲 し く な い 」20名(5.7%)、 「ど ち らで も な い 」55名(15.7%)、 「悲

し い 」275名(78.6%)、 関 東 で 「悲 し く な い 」20名(5.3%)、 「ど ち ら で も な い 」45

名(12.0%)、 「悲 しい 」309名(82.6%)、 九 州 で 「悲 し く な い 」7名(4.7%)、 「ど ち ら

で も な い 」10名(6.7%)、 「悲 しい 」132名(88.6%)、 中 学 生 は 、 北 海 道 で 「悲 し く な

い 」16名(5.5%)、 「ど ち らで も な い 」74名(25.6%)、 「悲 しい 」199名(68.9%)、 関 東

で 「悲 し く な い 」6名(3.8%)、 「ど ち らで も な い 」39名(24.7%)、 「悲 しい 」113名(71.5%)、
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九州 で 「悲 し くな い 」と答 え た生 徒 は20名(4.5%)、 「どち らで も ない 」79名(17.9%)、

「悲 しい 」343名(77.6%で 、 有 意 な関 連 は な か った 。

性 別 別 で み る と、 低 学 年 男 子 で 「悲 し くな い 」 と答 え た生 徒 は30名(7.5%)、 「ど

ち らで もな い 」62名(15.6%)、 「悲 しい 」306名(76.9%)、 女 子 で 「悲 し くな い 」16

名(4.2%)、 「どち らで も な い」37名(9.7%)、 「悲 しい 」327名(86.1%)で 、1%の 水

準 で 回答 と性 別 間 に 有 意 な 関連 が あ っ た。 高学 年 男 子 は 「悲 しく ない 」33名(7.0%)、

「どち らで もな い 」63名(13.3%)、 「悲 しい 」376名(79.7%)、 女 子 は 「悲 し くない 」

14名(3.5%)、 「どち らで も な い」47名(11.7%)、 「悲 しい」340名(84.8%)で 、5%

の水 準 で回 答 と性 別 間 に有 意 な関 連 が あ っ た。中 学 生 男 子 は 「悲 し くな い 」25名(5.4%)、

「どち らで もな い」115名(25.0%)、 「悲 しい 」320名(69。6%)、 女 子 は 「悲 し くな い 」

と17名(4.0%)、 「どち らで もな い 」74名(17.5%)、 「悲 しい 」653名(73.9%)で 、1%

の水 準 で 回 答 と性 別 間 に有 意 な 関 連 が あ っ た。

8)遠 い 一 近 い(表28-8-1～3)

学 年 別 に み る と 、 低 学 年 で 「近 い 」 と答 え た 生 徒 は88名(11.8%)、 「ど ち らで も な

い 」319名(42.9%)、 「遠 い 」337名(45.3%)、 高 学 年 で 「近 い 」88名(10.3%)、 「ど

ち ら で も な い 」380名(44.5%)、 「遠 い 」(45.1%)、 中 学 生 で 「近 い 」293名(11.9%)、

「ど ち らで も な い 」397名(45.8%)、 「遠 い 」(40.6%)で 、 回 答 と学 年 間 に 有 意 な 関 連

は な か っ た 。

地 域 別 で は 、 低 学 年 は 北 海 道 で 、 「近 い 」26名(9.0%)、 「ど ち ら で も な い 」121名

(42.0%)、 「遠 い 」141名(49.0%)、 関 東 で 「近 い 」42名(12.9%)、 「ど ち らで も な い 」

146名(44.8%)、 「遠 い 」138名(42.3%)、 九 州 で 「近 い 」20名(15.4%)、 「ど ち ら で

も な い 」52名(40.0%)、 「遠 い 」58名(44.6%)。 高 学 年 は 北 海 道 で 、「近 い 」42名(12.1%)、

「ど ち ら で も な い 」134名(38.7%)、 「遠 い 」170名(49.1%)、 関 東 で 「近 い 」34名(9.2%)、

「ど ち ら で も な い 」177名(48.1%)、 「遠 い 」157名(42.7%)、 九 州 で 「近 い 」12名(8.6%)、

「ど ち らで も な い 」69名(49.6%)、 「遠 い 」58名(41.7%)、 中 学 生 は 北 海 道 で 、 「近

い 」39名(13.8%)、 「ど ち らで も な い 」131名(46.5%)、 「遠 い 」112名(39.7%)、 関

東 で 「近 い 」16名(10.3%)、 「ど ち ら で も な い 」79名(51.0%)、 「遠 い 」60名(38.7%)、

九 州 で 「近 い 」62名(14.5%)、 「ど ち ら で も な い 」187名(43.6%)、 「遠 い 」180名(42.0%)

で 、 回 答 と地 域 間 に 有 意 な 関 連 は な か っ た 。

性 別 別 で み る と 、 低 学 年 男 子 は 「近 い 」 が46名(12.0%)、 「ど ち ら で も な い 」166

名(43.5%)、 「遠 い 」170名(44.5%)、 女 子 は 「近 い 」42名(11.9%)、 「ど ち ら で も な

い 」149名(42.1%)、 「遠 い 」163名(46.0%)、 高 学 年 男 子 は 「近 い 」が54名(11.6%)、

「ど ち らで も な い 」200名(43 .1%)、 「遠 い 」210名(45.3%)、 女 子 は 「近 い 」34名(8.7%)、

「ど ち らで も な い 」180名(46.3%)、 「遠 い 」175名(45.0%)、 中 学 生 男 子 は 「近 い 」
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が65名(14.5%)、 「ど ち ら で も な い 」210名(46.8%)、 「遠 い 」174名(38.8%)、 女 子

は 「近 い 」52名(12.6%)、 「ど ち らで も な い 」184名(44.7%)、 「遠 い 」176名(42.7%)

で 、 回 答 と性 別 間 に 有 意 な 関 連 は な か っ た 。
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V.考 察

1.学 童期 にあ る小児 の アニ ミズ ム

アニ ミズムは、子 どもの因果的思考の中で最 も多くみられ るもので、あ らゆるもの

が生命 ・意識 ・意図 ・感情 を持っているとい う前提にたって、物事 を認識 し説明する。

最 も原始的なアニ ミズムは、 どんなものにも生命 を認めて しま う思考の段階である。

次の段階は、動くものだけが生きていると認識する段階である。最後は動植物だけが

生きていると考える段階である。つま り生物 ・無生物の識別である。子 どものアニ ミ

ズム的思考は、生命概念の発達 と密接 に関連 し合 うものである。

静止 している 「人形」を生きていると答えた生徒は、低学年が約3割 と最 も多 く、

その後減少す るが 中学生で再び増加 し、2割 が生 きている と答 えてい る。地域別 にみ

ると低学年のみ地域差があ り、北海道の3割 以上 が生 きて いる と答 え、他 の地域 より

多い。性別でみると、各学年 とも男子 より女子の方が多く、中学生女子で も約3割 が

生 きて いる と答 えて いる。 依 田 ・藤原3)は 、静止 してい るもの(人 形)に 対す るアニ

ミズムは、幼稚園 では30%前 後残 るが 、小学校 に入 る とその崩壊は速い と述べている

(1956年)。 著者 が行 った1回 目の調査 では、幼稚園ですで に低率であったが、速や

かに崩壊するとい う小学校の高学年 になって再び上昇する傾向がみ られた(1979年)。

2回 目の調 査では、小学生(6～10歳)の2割 弱 が生 きている と答 え、わか らない と

答えた生徒 を入れると約4割 に及 んだ。しか し小学生(11・12歳)は1割 前後 で あ り、

高学年 にな って再び上昇す るといった傾 向はみ られなかった(1990年)。 今 回の調 査

では、小学校低学年 で約3割 が生 きてい る と答 え、わか らないを入れ ると前回の調査

結果 と同様に4割 に及ぶ。 さ らにこの傾 向は高学年 ・中学生にも続き、中学生の女子

で生きているが3割 弱 、わか らない を入れ る と5割 を越 え る。依 田 ・藤 原 らが行 った

約50年 前 のアニ ミズム調 査 と比較す ると、現代社会では中学生の中に、小学校 に入

ると速やかに崩壊するといわれ た静止 しているものに対す るアニ ミズム的思考がみ

られている。

次に動 く 「飛行機」は、低学年の2割 が生きてい る と答 え、他 の学年 より多 く、そ

の後減少す るが中学生で再び増加傾向がみ られ る。地域別 にみると各学年 とも地域差

があ り、低学年は北海道が他の地域 より多 く、約3割 が生 きてい る と答 えて い る。高

学年 以降は、北海道 ・関東の8割 以上 の生徒 が飛行機 は生 きていない と答え、九州は

わか らないと答 えた生徒が他の地域 より多い。性別でみると各学年 とも男女差があり、

女子が男子 よりわからない と回答す る生徒が多 く約2割 で ある。

「テ レビ」は低学年 の約2割 が生 きてい る と答 え、他 の学年 よ り多い。その後減少

す るが飛行機 と同様に中学生で再び増加傾向がみ られ る。地域別 にみると高学年 ・中

学生で地域差があ り、生きていると答えた生徒が多いのは九州、次いで関東、最 も少
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ないのが北海道である。九州は、飛行機 と同様 に他の地域 よりわからないと答 える生

徒が多い。性別でみ ると各学年 とも男女差があ り、男子が女子 よりテ レビは生きてい

ない と回答す る生徒が多 く、女子は男子よ りわか らない と答 える生徒が多い。

動 く機械に対す るアニ ミズムは、幼児では極めて強いが、年齢 とともに速やかに崩

壊す ると述べ られている(1956年)。 著者 が行 った1回 目の調査(1979年)で は、幼

稚園児 は高率 であ ったが 、小学校 にな り崩壊がみ られ低下を示 した。しか し、特に関

東地域の6学 年 女子 の約4割 が生 きてい ると答 え、上昇がみ られた。2回 目の調 査で

は、小学生(6～10歳)の3割 が生 きてい る と答 え、わか らない と答 えた生徒を入れ

ると、約4割 に及 んでい る。動 く機械 に対するアニ ミズムは前述 したように年齢 とと

もに速やかに崩壊すると言われ るが、小学生(11・12歳)で も3割 弱 にア ニ ミズム的

思考 がみ られ ていた。しか し高学年 になって再び上昇するといった傾向はみ られなか

った(1990年)。 今 回の調 査で は、動 く 「飛行機 」や 「テ レビ」を生きていると答え

た生徒が低学年で2割 、その後減 少す るが中学生で再び増加する傾向がみ られ る。地

域別でみると、低学年は北海道が他の地域 より多 く、約3割 が生 きてい る と答 えてい

る。高学年か ら中学生にもこの傾 向は続き、中学生でもわからないと答えた生徒を入

れ ると約3割 に及ぶ。依 田 ・藤 原 らが行 った約50年 前の アニ ミズム調査 と比較す る

と、現代社会では中学生の中に、年齢 とともに速やかに崩壊す ると言われる動 く機械

に対するアニ ミズム的思考がみ られている。今回の調査では、人気キャラクターであ

る 「ボケモ ン」をとり上げてみた。その結果は、低学年では5割 以上 が生 きてい ると

答 え他の学年よ り多い。その後減少す るが中学生で再び増加傾向を示 し約3割 が生き

てい る と答 え、地域差 はないが性別でみ ると男子が女子 より生きていると答 えた生徒

が多い。

50年 前 には、静止 してい るもの に対す るアニ ミズムも動 く機械に対す るアニ ミズム

も、小学校に入 ると速やかに崩壊するといわれた。その後の調査では、小学校高学年

で再びアニ ミズム的思考の上昇が確認 された。今回の調査では、中学生で再びアニ ミ

ズム的思考がみ られ、崩壊年齢幅が広が りを示 していた。このような現象には、子 ど

もを取 り巻 く社会環境の どのよ うな要因が影響 しているのであろうか。

天象気象(か み な り)に 対す るアニ ミズムは、依 田 ・藤原3)ら に よる と、幼児では

他 のいずれ のグループ事象 より強く8割 前後 あ り、しか も年齢 が進 んでもアニ ミズム

は崩壊 しにくく、小学校になって半減す ると述べている。著者の1回 目の調査(1979

年)で は、小学校 に入 り低 下 を示 したが高学年で再び高い上昇傾向がみ られた。2回

目の調査(1989年)で は、小学校 低学年 で5割 が生 きてい る と答 え、高学年 でも約2

割 、わか らない を入れ ると3割 に及 んでい る。今 回の調査 では、低学年は約5割 が生

きて いる と答 え他 の学年 よ り多い。かみな りに対するアニ ミズムは、幼児期は強 く年

齢が進んでも崩壊 しにくいとい う50年 前 の調査結 果 と同様の結果 を示 した。中学生
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は地域により異な り、生きているとい う回答は九州が最 も多く、北海道が最 も少ない。

東京はわからない と答える生徒が最 も多い。九州は、関東や北海道 よりも天象気象 と

して、かみな りを経験す る機会が多い。 この ことが地域差の背景にあると考える。

生物に対す るアニ ミズムは、依田 ・藤原3)ら の調 査 では、幼稚園児で も生 きている

と正 しく答え、小学生になるとほとんどの生徒が正 しく答えると述べている。著者の

1・2回 目の調 査で も、小学校1年 生の8割 ～9割 が 「庭 の木 」を生 きてい る と答え、

今回の調査結果も低学年から9割 以上 が生 きてい る と答 え、同様の結果であった。地

域差はない。動物である 「犬」及び 「人間」に対する今回の調査結果は、低学年か ら

9割 以上 が生 きてい る と答 え、過 去 と同様であ り、地域差 ・男女差 ともにない。

以上、現代社会の学童期におけるアニ ミズム的思考の特徴は、気象天象や生物 ・動

物に関しては、小学生になるとほとん どの生徒が正 しく答 え、過去の調査結果 と同様

であることが確認 できた。しか し、すみやかに崩壊するといわれ る静止するものや動

く機械、さらに人気 キャラクターにおいて、中学生でもアニ ミズム的思考がみ られ る

ことが確認 された。アニ ミズム的思考は、生命概念の発達 と密接に関連するものであ

る。つま り生物 ・無生物の識別、死の概念発達 と密接に関連するものである。波多野

1)は、小学校低学年 の アニ ミズム と小学校高学年か ら始まり中学校頃まで続 くアニ ミ

ズムとは質的に異な り、科学や芸術 が開花 した高次のアニミズムであると述べている。

人形 ・テ レビ・ボケモンにみ られ るアニ ミズム的思考が、この高次のアニ ミズムに該

当するものなのか、あるいは生活環境 ・体験の変化、偏 り等か ら生 じている現象なの

か、 さらに質的に検討を重ね、その本質を見極めてい く必要がある。

2.年 代 的変化 か らみ た小児 の死 の概 念発達

小児の死の概念発達には、生物 ・無生物の識別、死の不動性 ・死の不可逆性 ・死の

普遍性の理解、時間の概念の発達等が関連すると言われ る。ここでは、上記アニ ミズ

ムで検討 した生物 ・無生物の識別を除いた、1.死 の不動性 の理解、2.死 の不可逆

性 の理解 、3.死 の不 可避性 ・普遍性 の理解 、4.時 間の概念 の発達 の調査結果 か ら、

小児 の死の概念発達を検討 してい く。

1)死 の不動性の理解

①死んだ人は動 くことができますか、②死んだ人は手を切 ると痛いですかの質問に

はい と答えた生徒は低学年が最 も多く、回答 と学年間に有意な関連があった。③死ん

だ人はお腹がすきますかにはい と答 えた生徒は低学年が最 も多 く、回答 と学年間に有

意な関連があった。また地域別でみても、低学年において、回答 と地域間に有意な関

連があ り、いいえと答 えた生徒は関東が最も多 く7割 、次いで北海 道が6割 、九州 は

5割 であった。④ 死 んだ人 はお坊 さんのお経や神父様のお祈 りを聞 くことができます
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かにはいと答 えた生徒は低学年が最 も多 く、回答 と学年間に有意な関連があった。わ

か らないと答 えた生徒は中学生が最 も多かった。⑤死んだ人は目を開けていればいろ

いろなものを見ることができますかにはい と答 えた生徒は低学年が最も多 く、回答 と

学年間に有意な関連があった。わからない と答えた生徒は中学生が最 も多かった。

死の不動性に関す る質問は、子 どもが命や意識が死者にもあるとい う認識 を持つ こ

とか ら、死が肉体的生命の停止であるとい う認識の変化を把握する目的で設けた。ナ

ギー4)らは、「子 どもは9歳 以 上にな る と、死 が肉体的生命の停止であるとい う認識を

持つよ うになる」と述べている。1回 目の調査 では、生 きてい る人間と同様 に 「動 く」

「痛い」「お腹が空く」「聞 く」といった活動が、死者にもあるとみる思考は、小学校

1年 生で2割 以下で あった。 つ ま り、死 者 にも命や意識があるとい う認識か ら、死が

肉体的生命の停止であるとい う認識への移行 は、ナギーらの9歳 よ り早い小学校1年

生 ころであ った。2回 目の調査 では、質 問②③ は小 学校低学年の2割 がわか らない と

答 え、さらに④の聴覚は低学年の約6割 が聞 こえる と答 え、死者 に命や意識があると

い う認識 を持つ生徒は、聴覚以外は1回 目の調 査 と同様 で あった。今 回の調査結果も、

質問①②は小学校低学年の1割 か ら2割 が動 け る ・痛い と答 え、 さらに④の聴覚は4

割 の生徒 が聞 こえ る と答 え、2回 目の調査 結果 と同様 であった。

2)死 の不可逆性 の理解

① 死 ぬ こ とは眠 ることと同じで、 目が覚 めればまた生き返ることができますかの

質問にはいと答 えた生徒は低学年が最 も多く、回答 と学年間に有意な関連があった。

わからない と答えた生徒は中学生が最 も多かった。②死ぬことは一人ぼっちになって

しま うことですかにはいと答 えた生徒は、低学年が3割 と最 も多 かった。回答 と学年

間に有意な関連があ り低学年が最も多 く、わか らない と答えた生徒は中学生が最 も多

かった。③死んだ人は、病院で医師に診てもうと生き返ることができますかにはい と

答 えた生徒は中学生が最 も少な く、回答 と学年間に有意な関連があったが、わからな

いと答 えた生徒は中学生が最も多かった。④死んだ人を生き返 らせることはできます

かにはい と答えた生徒は、低学年 ・高学年が1割 弱 、中学生が1割 強で あった。生 き

返 らせ るこ とはできない と答えた生徒は中学生が最も少な く、回答 と学年間に有意な

関連があった。わからないと答 えた生徒は中学生が最 も多かった。各学年 とも男子は

女子に比 して生き返 らせ ることができると回答 した生徒が多 く、女子は男子に比 して

わからない と回答 した生徒が多かった。⑤死んだ人は決 して生き返 らないですかには

い と答えた生徒は、低学年が約6割 、高学年 が5割 、中学生が5割 弱で あった。 わか

らない と答 えた生徒は中学生が約3割 で最 も多かった。回答 と学年 間に有意な関連が

あ り、「生き返 えらない」と答えた生徒は中学生が最 も少ないが、わか らないと答え

た生徒は中学生が最 も多かった。2回 目の調 査 では低学年 の2割 が、死 ぬ こ とは眠 る
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ことと同 じで 目が覚めればまた生き返ることができると答 え、低学年の1割 が、病院

で診て もら うと生 き返 らせ ることができるか どうかわからない と答えている。さらに

低学年の1割 弱が死んだ人 を生 き返 らせ る方法があると答 え、3割 がわか らない と答

えてい る。

死の不可逆性に関 して1回 目の調査 では、就 学前 の幼 稚園児の約9割 が死んだ ら戻

って こない と答 えてお り、かな りはやい うちか ら死の不可逆性を理解 していた。小学

校1学 年 では8割 ～10割 が死 んだ ら生 き返 らない と答 え、年齢 とともに増加 していた。

カバナフ5)は 、「就 学前の子 どもは死 とい うものは しば しの別れ と大差ないくらいに思

っているよ うだ」と述べている。今回の調査では、初めて中学生を調査対象に加 えた。

過去の調査 との比較はできないが、どの質問項 目においても小学生よりわからないと

答えた生徒が多かった。つま り死の不可逆性の理解は、従来の研究結果 と同様 に年齢

と比例 して上昇 していることが確認 された。 と同時に、小学生 より中学生がわか らな

い と答える生徒が多いことも確認 された。中学生はピアジェ6)の 認知 的発 達理論では、

自分の思考や、自分 自身を思考の対象 とでき、具体的体験や現実そのものだけでな く、

体験の有無にかかわ らず論理的に思考 し推理す ることが可能な形式操作段階にある。

つまり死は命あるものにとって不可逆であ り普遍的現象であることを理解 し、大人の

死の概念に到達 していると言われる年代である。わか らない とい う答えが他の学年 よ

り中学生が多い背景に、医療の高度化や臓器移植 といった科学技術の進歩 に伴 う生と

死のボーダ レス化現象、あるいはホラー映画に代表 されるバーチャルな映像の洪水と

いった生活環境の変化、偏 りといった要因が影響 しているのか、さらに質的な検討 を

重ね、この現象の実態 ・背景を検討 してい く必要がある。

3)死 の不 可避性 ・普遍性 の理解

① 人間 には死ぬ人 と死なない人がいますかの質問にはい と答 えた生徒 は低学年が

最 も多く、回答と学年間に有意な関連があった。わか らない と答えた生徒 も低学年が

最 も多かった。この世の中に死なない人はいない と答 えた生徒は、中学生 より高学年

が最も多かった。②あなたの父母は、病気や事故に遭わなければずっといきられます

かにはい と答えた生徒は低学年が最 も多く、回答 と学年間に有意な関連があった。生

きられない と答えた生徒は中学生が最 も多かった。③あなたは病気や事故に遭わなけ

ればずっといきられますかにはい と答えた生徒は、回答 と学年間に有意 な関連があり

低学年が最 も多く、年齢 とともに生きられない と答える生徒が増 え、中学生が最 も多

かった。

1回 目と2回 目の調査 を比較す る と、2回 目の調 査 では3割 の生徒 が、人間 には死

ぬ人 と死 なない人がいる、父母は病気や事故に遭わなければずっと生きられると答え、

2割 以上 が 自分 は病気や事 故に遭 わなければず っと生きられ ると答 え、1回 目の調査
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より死の普遍性 を理解す る年齢 は、高い傾向を示 した。 しかし今回の調査では、死の

普遍性の理解 は年齢 と比例 してお り、病気や事故に遭わなければずっといきられるか

の結果を除いては、カバナ フの文献で示 されたデータより早い年代、つまり1回 目の

結果 と同様 であった。病気や事故に遭わなければずっといきられると答 えた生徒が、

2回 目よ り今 回の調査で多 かったのは、子 どもが見聞きする死に関する情報が、生命

現象の結果 としての老衰死より、病気や事故死に関するものが多いとい う社会背景が

影響 しているのではないかと考える。

4)時 間の概念 の発 達

① あなたのお父 さんお母 さんは、赤ちゃんだったことがあ りますかの質問にはいと

答えた生徒は、回答 と学年間に有意な関連があ り高学年が最 も多かった。いいえわか

らない と答えた生徒は、低学年が最 も多かった。②あなたのお父 さんお母 さんは、い

つの 日かお じいちゃんおばあちゃんにな りますかは、回答 と学年間に有意な関連はな

かった。③ あなた 自身は、いつの 日かお じいちゃんおばあちゃんにな りますかにはい

と答 えた生徒は高学年が最も多 く、回答 と学年間に有意な関連があった。いいえある

いはわか らないと答 えた生徒は、低学年が最 も多かった。④あなたは、小学校に入学

した 日にもどることができますかは、回答 と学年間に有意 な関連はなかった。1回 目

の調 査で 、人 が過 去 ・現在 ・未来 とい う時間空間に生きているとい う理解の発達を問

う①②の質問は、小学校1年 生で10割 の正解 であ った。2回 目の調査結果 も同様 で

あ った。

3.死 に 関す る会話

1)家 族 との会話

死 につい て家族 と話 を したことがある生徒は、低学年が4割 、高学年 が4割 弱 、中

学生が3割 で回答 と学年 間 に有意 な関連 があ り、低 ・高学年 より中学生が少なかった。

家族 と話 したことが無い と答えた生徒は、学年が上がるほ ど増加 している。さらに地

域別 にみると、低学年では回答 と地域間に有意な関連があ り、話 したことがあると答

えた生徒は北海道が最も多 く、次いで九州、関東が最も少なかった。高学年では有意

な関連はみ られなかったが、中学生は回答 と地域間に有意 な関連があり、話 したこと

があると答えた生徒は九州が最 も多く、次いで関東、北海道が最も少なかった。性別

別にみると、女子の方が男子よ り家族 と死について話を している。

現代社会において、死生観 を育む文化が希薄になっているのでは との懸念を抱いて

いた。 しか し今回の調査を通 して、ペ ッ トとの死別や、身近な人との死別体験、さら

にお通夜 ・お葬式への出席 ・墓参体験は、20年 前 ・10年 前 と同様の結果 で減少 して

いな い ことが確認 された。 しか しその体験を家族で話 し合 っている子 どもは少ない。
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2)友 達 との会話

死 につ いて友 達 との話 したことがある生徒は、低 ・高学年 が3割 弱 、中学生が3割

で回答 と学年 間に有意 な関連 があ り、学年が高 くなるほ ど増加 していた。友達 と話 し

たことが無い生徒は、低 ・高学年より中学生が少ない。 さらに地域別 にみると、低 ・

高学年では回答 と地域間に有意な関連はみ られなかった。中学生は回答 と地域間に有

意な関連があ り、話 したことがあると答 えた生徒は、北海道 ・関東より九州が多かっ

た。性別別にみ ると、友達と話 したことがあると答 えた生徒は、低学年での回答 と性

別間に有意な関連があった。女子は男子 よりわか らない と答 えた生徒が多 く、男子は

女子 より友達 と話 したことがないと答えた生徒が多かった。高学年では回答 と性別間

に有意な関連はみ られなかった。中学生は回答 と性別間に有意な関連がみ られ、女子

の方が男子 より友達 と話 したことがあると答 えた生徒が多かった。

友達 との死に関する会話は、家族 との会話 と反対に低 ・高学年 より中学生の方が多

く、友達 と話 したことがない生徒は、低 ・高学年よ り中学生が少ないことが確認でき

た。

3)死 へ の関心

死 につ いて知 りたい生徒 は、低学年が3割 弱 、高学年 が約2割 、中学生 が3割 で、

回答 と学年間 に有意 な関連 があり、知 りたいと答 えた生徒が最 も多かったのは中学生、

最 も少なかったのは高学年であった。一方、わか らない と答えた生徒は、学年が上が

るほ ど増加 している。地域別 にみると、高学年は回答 と地域間に有意な関連があ り、

死について知 りたい生徒は北海道が最 も多く、次いで関東、九州が最 も少なかった。

中学生も回答 と地域間に有意な関連があ り、死 について知 りたい生徒は、高学年 とは

反対に九州が最も多 く、次いで関東、北海道が最 も少なかった。性別別にみると、各

学年 とも回答 と性別間に有意な関連がみ られ、男子の方が女子 より死について知 りた

い生徒が多かった。一方、女子は男子 より各学年 ともわか らないと答 えた生徒が多か

った。

死への関心は、関心がある生徒が最 も多い中学生でも3割 と低 く、死の概 念が大人

の概 念 に近づ くと言われる高学年は最も低い こと、さらに学年が上がると、死につい

て知 りたいかどうかわか らない生徒が増加することが確認できた。子 どもを取 り巻 く

現代社会は、命の大切 さや生死観を育む環境 として十分に機能 していない反映 と考え

る。

4)死 の話題 の回避

死 につ いて話 した くない生徒は、低学年が約6割 、高学年 が7割 弱 、中学 生が5割

で、回答 と学年 間 に有意 な関連 があ り、なるべ く話 したくないが最 も多かったのは高
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学年、最 も少なかったのは中学生であった。地域別にみると、回答 と地域間に有意な

関連 はみ られなかった。性別別 にみると、死についてなるべ く話 した くない生徒は、

低学年での回答 と性別間に有意な関連があった。男子は女子 より話 した くないと答え

た生徒が多く、女子は男子 よりわか らない と答えた生徒が多かった。高学年 ・中学生

においては回答 と性別間に有意な関連はみ られなかった。

死の話題の回避は、死の関心 と同様に大人の概念に近づ くと言われ る小学校高学年

が最 も高いことが確認できた。話 した くない と思っている生徒が最 も少ないのは中学

生である。

4.小 児 の死 に関す る認識

1)死 後 のイ メー ジ

(1)死 後 のイ メー ジ と して多か った項 目

「死んだらどうな りますか」の質問に○をつけた生徒が比較的多かった項 目は、「天

使」「魂」「お骨」であった。

学年別 にみ ると 「天使」に○をつけた生徒は、低学年が約6割 、高学年 が約4割 、

中学 生が4割 弱 で学年 間 に有意 な関連 が あ り、学年が上がるにつれ○をつける生徒

は減少 している。地域別にみ ると、低学年は北海道 ・関東が7割 弱、九州 が6割 弱

で 回答 と地域 間に有意 な関連があり、北海道 ・関東は九州より○をつけた生徒が多

い。高学年 ・中学生は回答 と地域間に有意な関連はみ られない。性別でみると、低

学年は男子が6割 、高学年 は約3割 で各学年 とも回答 と性別 間 に有意な関連があり、

女子の方が男子 より○をつけた生徒が多い。中学生は男子が3割 、女子 が4割 で回

答 と性別 間 に有意 な関連 がみ られ、女子の方が同じく男子より多かった。

「魂」に○をつけた生徒は、低学年が6割 、高学年 が7割 、中学生 が約6割 で回

答 と学年 間 に有意 な関連 があ り、高学年が最 も多 く、次いで中学生、低学年が最も

少ない。地域別にみ ると、回答 と地域間に有意な関連はみられない。性別でみると、

低学年は男女 とも6割 、高学年 は男 女 とも約7割 で、回答 と性別 間 に有意 な関連は

み られない。中学生は男子が6割 、女子 が7割 弱で回答 と性別 間に有 意 な関連がみ

られ、女子の方が男子 より○をつけた生徒が多い。

「お骨」に○をつけた生徒は、低学年は約4割 、高学年及 び中学生は約7割 で回

答 と学年 間に有意 な関連 があ り、低学年 より高学年お よび中学生が○をつけた生徒

が多い。地域別にみると、低学年は北海道が約4割 、関東 が約3割 、九州 が約5割 、

高学年 は北海道 が8割 弱、関東 ・九州 が約7割 、中学生 は北海道 ・関東 ・九州とも

約7割 で 、回答 と地域 間に有意 な関連がみ られ、低学年 は九州の生徒が、高学年は

北海道の生徒が○を多 くつけている。性別でみ ると、男子は低学年が約4割 、高学

年及 び中学生 が約7割 、女子 は低学年 が約4割 、高学年 及び 中学生 が8割 弱 で、高
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学年及び中学生の回答 と性別間に有意な関連がみ られ、女子の方が男子に比 して○

をつけた生徒が多い。

「天使」と回答 した生徒が多かったとい う結果は、著者が行 った1回 目と2回 目の

調査結果 と同様 であ った。

(2)死 後 のイ メー ジ と して少 なか った項 目

死後のイメージ として○が非常に少なかった項 目は、 「怪獣」 「お姫様」 「ひ とさ

らい」であった。

学年別 にみると 「怪獣」に○をつけた生徒は、回答 と学年間に有意な関連があ り、

低学年 ・高学年 より中学生が多い。回答 と地域間に有意な関連はみ られない。性別

でみると、各学年 とも回答 と性別間に有意な関連がみ られ、男子は女子 よ り○つけ

た生徒が多い。rお 姫様 」 に○ をつ けた生徒 は、怪獣 と同様 にどの学年 もきわめて

少なく、特に高学年で少なかった。回答 と地域間に有意な関連はみ られない。性別

でみると、回答 と中学生の性別間に有意な関連がみ られ、女子は男子 より○をつけ

た生徒が多い。 「ひとさらい」に○をつけた生徒は、 どの学年 もきわめて少ないが

その中では高学年が多 く、回答 と学年間に有意な関連がみ られた。地域別では低学

年は北海道が、高学年は関東が極めて少なく、回答 と地域間に有意な関連がみ られ

る。性別でみ ると、結果 と高学年および中学生の性別間に有意な関連がみ られ、男

子の方が女子に比 して○をつけた生徒が多い。

死後のイメー ジとして回答が少なかった以上の3項 目は、著者 の1回 目と2回 目

の調査 と同様 の結果 であ った。

(3)死 後 のイ メー ジの発 達

○をつ けた生徒が低学年に多 く、高学年になるにしたがって減少 している項 目は

「天使」であった。低学年が多 く、高学年で減少 し、中学生で再度増加傾 向を示 し

た項 目は 「お姫様」「怪獣」「ひ とさらい」である。低学年が少なく、高学年で増加、

中学生でやや減少 していたのは 「お骨」「がい骨」「魂」である。低学年で回答が多

い「天使」「お姫様」 「怪獣」「ひとさらい」は、いずれ も 『擬人化 したもの』であ り

『動くもの』である。高学年になるに したがって回答が多い「お骨」「がい骨」は 『動

かないもの』『無生物』である。低学年に比べ高学年で回答が増加 している「魂」は

実体のないものあるいは、空中に浮遊 しているものとの解釈 ができる。このよ うに

死に対する概念は、年代的発達のプロセスと一致 していることがわかる。

全生徒の回答数が多く、回答 と地域間に有意な関連が見 られた項 目は「お骨」で、

低学年 ・高学年 とも関東は、北海道および九州に比べ少ない。死後のイメージは、

様々な体験学習を通 して概念を形成 していく年代であることから、このよ うな地域
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による回答の違いは、死のイメージにおいて、社会環境の影響がかな りあるといえ

よ う。

全生徒の回答数が多 く、性別による違いが大きかった項 目は、「天使」「お星様」

「がい骨」で、女子の方が男子より多かった。「お星様」も回答 と性別間に有意に関連

し、女子の方が男子 より多い。 「がい骨」は低学年 ・高学年が回答 と性別間に有意

な関連があ り、男子の方が女子 より多かった。この背景には、男の子、女の子 とい

う性別による育て られ方や、性別の違いによって提供 される玩具類、雑誌類等、社

会環境による違いの影響が推測 される。

2)死 後 の世界 のイ メー ジ

死後 の世界 が あると答 えた生徒は1学 年 が約5割 、そ の後増加傾 向を示す が、5・

6学 年 にな る と再び5割 台 とやや減少傾 向がみ られ る。全学年を通 して5割 以上 の生

徒 が 「死後 の世界 はあ る」とい う考えを持 っている。神様はいると答えた生徒は、1・

2学 年 が約9割 、その後減少 し5・6学 年 にな ると5割 台で ある。 この結果 は著者 が

行 った調査 と同様の結果であった。

(1)死 後 の世界 のイ メー ジ として多か った項 目

「死んだ後 どこへ行 きますか」の質問に○をつ けた生徒が比較的多かった項 目は、

「神様のそば」 「天国」 「お墓」であった。

学年別 にみると 「神様のそば」に○をつけた生徒は、低学年が6割 、高学年 が5

割弱 、中学生 が4割 弱 で回答 と学年間 に有意 な関連があり、低い学年ほど○をつけ

た生徒が多い。地域別にみ ると、低学年は北海道が6割 弱、関東 ・九州 とも約6割

で回答 と地域間 に有 意な関連 はみ られない。高学年は北海道が約4割 、関東 が約5

割 、九州 が5割 弱 で回答 と地域 間に有意 な関連はみ られ、関東が最も多 く、次いで

九州、北海道が最も少ない。性別でみ ると 「神様のそば」に○をつけた生徒は、低

学年は男子が6割 弱 、女子 が約6割 で回答 と性 別間 に有意 な関連 があ り、女子の方

が男子 より○をつけた生徒が多い。高学年は男子が約4割 、女子 が約5割 、中学 生

は男子 が3割 弱 、女子 が約4割 で、回答 と性別 間に各 々有意 な関連があ り、女子の

方が男子 より○をつ けた生徒が多い。女子が男子よ り多い結果は、著者が行った調

査(1979年)と 同様 の結果 であった。

「天 国」 に○をつ けた生徒は、学年別にみると低学年が約9割 、高学年 が7割 、

中学生 が6割 で回答 と学年 間に有意 な関連があ り、学年が進むにつれ○をつけた生

徒は減少 している。地域別にみると、高学年 は北海道が7割 弱 、関東が8割 、九州

が8割 弱 で回答 と地 域間 に有意 な関連がみ られ、関東が多い。性別でみ ると、男子

は高学年が7割 、中学生 が6割 弱、女子 は高学年が8割 弱 、中学生が7割 弱 で、回

答 と高学年 お よび 中学生の性別間に有意な関連がみられ、女子の方が男子に比 して
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○をっけた生徒が多い。

「お墓」に○をつけた生徒は、学年別 にみ ると低学年が7割 弱、高学年 が8割 弱 、

中学生 が約7割 で、回答 と学年 間 に有意 な関連がみ られ、高学年に○をつけた生徒

が多い。地域別 にみると、低学年は北海道が約7割 、関東 が7割 弱 、九州 が8割 弱

で、回答 と地域 間に有意 な関連がみ られ九州 が多い。著者が行った調査(1979年)

では、関東 が最 も高 く九州 が最 も低 い傾向であった。この変化の背景に、どのよう

な自然及び社会環境の変化等が介在 しているのか、さらに調査を継続 し注 目してい

きたい。性別でみると、男子の中学生は7割 、女子 は8割 弱 で回答 と性 別 間に有意

な関連 がみ られ、女子の方が多い。

(2)死 後 の世界 のイメー ジ と して少 なかった項 目

「死んだ後 どこへ行きますか」の質問に○をつけた生徒が比較的少なかった項 目は、

「宇宙」であった。

学年別にみると 「宇宙」に○をつけた生徒は、低学年が ・高学年が1割 以下、中

学生が約1割 で回答 と学年 間に有意 な関連 があ り、低 ・高学年 より中学生が○ をつ

けた生徒が多い。地域別にみると、各学年 とも回答 と地域間に有意な関連はみ られ

ない。性別でみると、高学年は男子が1割 弱、女子 が1割 以 下で回答 と性 別間 に有

意な関連があり、男子の方が女子 より○をつけた生徒が多い。

(3)死 後の世界 のイ メー ジの発達

○ をつ けた生徒が低学年に多 く、高学年 になるにしたがって減少 している項 目は、

「天国」「地獄」である。反対に低学年で少なく、高学年 になるに したがって増加

している項 目は、「お墓」「お寺」「宇宙」である。 この結果を見ると、低学年で多い

項 目は、死と関連 して語 られることの多い言葉であ り、高学年で多 くなるのは、現

実社会において、死後の体(死 体)が 納 め られ る所 とい う共通点 が見出せ る。

全生徒の回答数が多 く、地域間に違いがみられた項 目は、「天国」「神様のそば」「お

墓」「お寺」である。 「天国」 「神様のそば」ともに、高学年で関東が最 も多く、次い

で九州であ り、北海道が最 も少ない。 「お墓」「お寺」ともに、は低学年で九州が最

も多 く、次いで北海道、関東が最 も少ない。地域の違いを見ると関東に多い「天国」

「神様のそば」は現実に見 えないものである。それ に対 して九州に多い 「お墓」「お寺」

は、現実社会に存在 し見えるものであ り、ここに子 どもが住む生活環境の違い ・地

域差、体験の違いが表れていると推測 され る。

全生徒の回答数が多く、性別間による違いがみ られた項 目は、「神様 のそば」「天

国」である。 「神様のそば」は、低学年 ・高学年 ともに○をとけた生徒 は女子の方

が男子 より多い。「天国」は、高学年及び中学生で○をつけた生徒は、女子の方が男
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子に比 して多い。

今回の調査結果か ら、死後の世界のイ メージとして、女子は現実には見えない 「神

様のそば」「天国」をイメージし、男子は現実社会に存在 し、実際に目に見える 「お

墓」「お寺」 といったものをイメージす る傾向があると言える。

3)死 のイメー ジ

死 につ いて どの よ うに感 じるかをSD法(意 味が正反対 な形容詞 で構成)を 用 いて

質問 し、その結果、小 中学生が死イメージとして高かったものは 「嫌だ」「さみ しい」

「悲 しい」「こわい」などである。

(1)嫌 だ 一嫌 で ない

学年別 にみ る と低学年で嫌 でないと答 えた生徒は約1割 、どち らで もないが2割

弱 、嫌 だが約7割 、高学年 で嫌 でないが1割 以下、 どち らで もないが2割 弱 、嫌だ

が約7割 、中学生 で嫌 でな いは1割 、 どち らで もない が約2割 、嫌 だが約6割 で、

回答 と学年 間に有意 な関連 があり、嫌でない とい う答えは中学生が最 も多かった。

低学年 ・高学年 ・中学校 とも回答 と地域間及び性別間に有意な関連はみ られない。

(2)さ み しい 一 さみ しくない

学年別 では、低学年でさみ しくない と答えた生徒は1割 弱 、どち らで もないが2

割 弱 、淋 しいが8割 弱、高学年 で さみ し くないが1割 弱、どち らでもないが2割 弱 、

さみ しいが7割 、中学生で さみ しくな いが1割 弱 、どち らで もないが3割 弱、 さみ

しいが6割 で、回答 と学年 間 に有意 な関連がみ られ、さみ しいとい う答えは低学年

が最 も多 く、 どち らでもないとい う答 えは中学生が最 も多い。著者が行った調査

(1979年)で は、小学校1年 生か ら6年 生まで、8割 か ら9割 の生徒 が さみ しい と

答 え、学年 による違いはみ られなかった。今回の調査では、高学年になると寂 しい

という答えが減少傾向を示 している。さらに学年が上がるとわからないとい う答え

が増えている。死に対す るイメージは、年齢が高くなるの と反比例する形で曖昧に

なっているのではないか と懸念 され る。そ してその背景に実感出来る機会の欠如等

の影響が考えられ る。

回答 と地域間に有意な関連があ り、低学年 ・高学年 ・中学生 ともさみ しいとい う

答 えは九州が最も多かった。性別でみ ると、低学年 ・高学年では、回答 と性別間に

有意な関連はみ られないが、中学生男子 はさみ しくないが1割 弱 、どち らで もない

が3割 、 さみ しいが6割 弱、女子 は さみ しくないが1割 弱、 どち らで もないが3割

弱 、さみ しいが7割 弱 で、回答 と性 別 間有意 な関連がみ られ、悲 しい とい う答えは

女子の方が男子 より多い。

(3)悲 しい 一悲 しくない
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学年別では、低学年で悲 しくないと答 えた生徒は1割 以 下、どち らで もない が1

割弱、悲 しいが8割 、高学年 で悲 しくない は1割 以下、 どち らで もないが約1割 、

悲 しいが8割 、中学 生で悲 しくないは極少数、どちらでもないが2割 、悲 しい が7

割で、回答 と学年間 に有意 な関連がみ られ、悲 しいとい う答 えは低学年が最も多 く、

どちらでもないは中学生が最 も多い。これもさみ しい と同様に、過去の調査では年

齢による変化や、わからないといった答 えの増加はみ られ ていなかった。上述 した

さみ しい と同様に、年齢が高 くなるに比例す る形で死のイメージの曖昧 さが増加 し

ていることが懸念 され る。

低学年 ・高学年 ・中学生 とも回答 と地域間に有意な関連は見 られない。性別でみ

ると、低学年 ・高学年 ・中学生 とも性別間に有意な関連がみ られ、悲 しい とい う答

えは男子よ り女子の方が多い。

(4)こ わい 一 こわ くない

学年別 にみ る と低学年でこわくない生徒が1割 、どち らで もないが2割 、こわい

が6割 、高学年 で こわ くないが1割 、 どち らで もないが2割 、こわいが7割 弱 、中

学生で こわ くない1割 、どち らで もない が3割 弱、こわいが6割 で、回答 と学年 間

に有意 な関連 があ り、こわいと答えた生徒は高学年が最 も多い。この結果は過去の

調査結果 と同様であった。

地域別にみると、低学年 ・高学年は回答 と地域間に有意 な関連はみ られ ないが、

中学生は北海道でこわいが6割 弱、関東 が5割 、九州 が7割 弱で、回答 と地域 間に

有意 な関連 があ り、こわい とい う答 えは九州が最も多い。性別でみると、低学年男

子でこわいが6割 弱 、女子 が7割 弱で 、回答 と性別 間に有 意 な関連がみ られ、こわ

いとい う答えは女子の方が男子 より多い。高学年及び中学生は回答 と性別間に有意

な関連はみ られない。

(5)美 しい 一み に くい

学年別 にみ ると、低学年は醜いと答えた生徒は約3割 、どち らで もないが約6割 、

美 しいが1割 以下であ る。高学年 は醜い と答えた生徒が3割 弱、どち らで もないが

7割 弱 、美 しいは極 少数 で ある。中学生は醜いと答えた生徒が約1割 、どちらで も

ないが約6割 、美 しいが1割 弱で ある。回答 と学年 間に有 意な関連があ り、低学年

ほど醜いと答 えた生徒が多く、中学生は低 ・高学年 よりどちらでもないと答 えた生

徒が多い。過去の調査では、美 しいと答 えた生徒は一人もいなかった。今回の調査

では、数は少ないが、各学年 ともに美 しい と答 えた生徒が存在 した。この美 しい と

い う死に対す るイメージについては、個別な質的調査が不可欠であり、今後の課題

である。
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低学年及び高学年は、回答 と地域間に有意な関連はみ られない。中学生は北海道

が醜い と答えた生徒が2割 弱、 どち らで もないが約7割 、美 しいが1割 弱、関東が

醜 いが2割 弱 、 どち らで もないが8割 弱 、美 しいが極少数 、九州 が醜いが1割 弱、

どち らで もないが8割 、美 しいが1割 弱 で、回答 と地域間 に有意な関連があり、醜

い と答えた生徒が最も多かったのは北海道、次いで関東、九州が最も少ない。どち

らでもないと答 えた生徒は九州が最 も多 く、次いで関東、北海道が最 も少なかった。

性別でみると、低学年男子は回答 と性別間に有意な関連はみ られない。高学年男子

は醜いが約3割 、どち らで もないが約6割 、美 しい が極少数 、女子 は醜 いが約2割 、

どち らで もない が約7割 、美 しいが極少 数 で、回答 と性別間に有意 な関連があ り、

男子の方が女子より醜い と答えた生徒が多 く、反対に どちらでもない と答 えた生徒

は男子が多かった。中学生男子は醜いが2割 弱 、どち らで もないが約7割 、美 しい

が1割 弱 、女子 は醜 いが1割 弱、 どち らで もないが8割 、美 しいが極少数 で、回答

と性別 間に有意な関連があ り、男子の方が女子 より醜い と答えた生徒が多 く、反対

にどち らでもないと答えた生徒は、男子 より女子の方が多い。

(6)死 のイ メー ジの発達

学年別 にみ る と、「美 しい一みにくい」は。回答 と学年間に有意な関連があ り、低

学年ほど醜いと答 え、中学生は低 ・高学年 よりどちらでもないと答えた生徒が多か

った。「嫌だ一嫌でない」は、回答 と学年間に有意な関連があ り、低学年 ・高学年 と

も嫌だが多く、嫌でないは、中学生が最 も多い。「こわい一こわ くない」は、回答 と

学年間に有意な関連があり、どち らで もない とい う答えは中学生が最も多い。 「さ

み しい一さみ しくない」は、回答 と学年間に有意な関連があ り、 さみ しいとい う回

答は低学年が最も多 く、どちらでもないは中学生が最 も多い。「良い一悪い」は、低

学年で回答 と学年間に有意な関連があ り、悪いは低学年 ・高学年が多く、どちらで

もないは中学生が最 も多い。「悲 しい一悲 しくない」は、回答 と学年間に有意な関連

があ り、低学年は悲 しいが最も多 く、中学生はどち らでもないが最 も多い。

これ らの結果 を総括すると、死のイメージは低学年ほど暗 く、忌むもの としてのイ

メージが高く、学年が進む と死のイメー ジは、明 ・暗に明確に分けられない 『曖昧

なもの』 となる傾向がある。

地域により違いをみ ると「美 しい一醜い」は、中学生において回答 と地域間に有意

な関連があり、醜いと答 えた生徒が最 も多かったのは北海道、次いで関東で、九州

が最 も少ない。どち らでもないは九州が最 も多 く、次いで関東、北海道が最 も少な

かった。「こわい一こわくない」は、中学生において回答 と地域間に有意な関連があ

り、こわいは九州が最 も多い。「さみ しい一さみ しくない」は、低学年 ・中学生で回

答 と地域間に有意な関連があり、低学年 ・高学年 ・中学生とも九州が他の地域より
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さみ しいとい うイメージが多い傾向が見 られ る。

死のイメージ関す る地域差は学年ほど明らかではないが、「さみ しい」「こわい」は

九州が他の地域 より多 くの生徒が答 えるイメージとなっている。

性別による死のイメージをみると、「美 しい一醜い」は、高学年 ・中学生において

回答 と性別間に有意な関連があ り、男子の方が女子 よ り醜い と答えた生徒が多く、

反対にどちらでもないと答 えた生徒は男子よ り女子の方が多い。 「良い一悪い」は、

高学年において回答 と性別間に有意な関連がみ られ、死を悪いもの とイメージす る

傾向は男子が多 く、女子はどちらともいえない と曖昧な回答が多 く、醜いと同様の

傾向である。これ らの結果から、高学年及び中学生では男子の方が死を醜いもの と

捉 える傾 向があ り、女子は明確なイメージをもっていない傾向が推測 され る。

「こわい一こわくない」は、低学年において回答 と性別間に有意な関連がみ られ、女

子の方がこわい とい うイメージを抱いてお り、男子は どちらでもない と曖昧な答え

が多い。「さみ しい一さみ しくない」は、中学生において回答 と性別間に有意な関連

がみられ、女子では死は さみ しいとい う孤独感 に通ず るイメージとなっているが、

男子はどちらでもない曖昧な答えが多い。「悲 しい一悲 しくない」は、低学年 ・高学

年 ・中学生において回答 と性別間に有意な関連がみ られ、どの学年においても、女

子は男子 より明 らかに死を悲 しい とイメージ し、男子は女子に比べ ると曖昧な答が

やや多い。

男女別の回答傾向をみると、「良い一悪い」「美 しい一醜い」と自らの感情 と関係の

ない客観視的項 目では、男子の回答は明確であ り、女子の回答は曖昧である。一方、

「こわい」「さみ しい」「悲 しい」と自分 自身の感情 と関連する項 目では、女子の方が回

答は明確であ り、男子は曖昧な傾向がみ られている。
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W.Death-Educationの た め の 指 針 と 方 略 の 提 言

1.Death-Educationを 考 え る上 で考慮 すべ き子 ども、及び環境の特徴

1)子 どもの生活体験

現 代社 会 に生 きる子 どもの生活環境か ら、「死」や死にまつわる 「儀式」が遠のき、

健全 な死生観 を育む文化が希薄になっているのではないか、 との懸念を抱いていた。

しか し今回の調査 を通 して、子 どもがかわいがっていたペ ッ トとの死別や、身近な人

との死別体験、さらにお通夜 ・お葬式への出席 ・墓参体験は、20年 前 ・10年 前 の調

査 と同様 の結果 で、子 どもの生活体験 として減少 していないことが確認 された。

2)死 に関す る会話

一一方
、今 回の調 査 を通 して、家族 と死について会話 したことがある生徒は、低学年

で4割 程 度、低 ・高学年 より中学生では さらに少ない。家族 と話 したことがない生徒

は、学年が上がるほ ど増加 している。友達 との会話は、家族 との会話よりさらに少な

く、低 ・高学年で3割 弱で ある。家族 との会話 とは反対に友達 との会話は、低 ・高学

年 より中学生の方が増加 している。友達 と話 したことがない生徒は、低 ・高学年より

中学生は少ない。つま り、生や死 といった人間の根源的なテーマ とも言 える 「死」の

概念が芽生え、育ち、大人の 「死の概念」へ と大きく変化 ・発達を遂げる学童期の小

児の生活環境において、死に関する会話が少ない ことが明 らか となった。

死について知 りたい と思っている生徒は少な く、中でも死の概念 が大人の概念に近

づ くと言われる高学年が最も少ない。学年が上がるにつれ、死について知 りたいかど

うかわか らないとい う生徒が増加 してお り、死に関す る関心は低い と言 える。死の話

題を回避 したい生徒 は、低学年が約6割 、高学年 が7割 弱 、中学生 が5割 で、死へ の

関心 の低 さと同様 に、死の概念が大人の概念 に近づ く高学年が多い。

3)死 の概 念

死 の概 念発達 は、従 来の研 究結果同様、年齢 とともに発達が遂げ られていることが

確認できた。 しか し、その中で従来 とは異なる傾 向も確認 された。

(1)50年 前に は、静止 してい る ものに対するアニ ミズムも動 く機械に対するアニ

ミズムも、小学校に入 ると速やかに崩壊す るといわれた。その後 の調査では小学校

高学年で再びアニ ミズム的思考の上昇が確認 された。今回の調査では、中学生で再

びアニ ミズム的思考がみ られ、崩壊年齢幅が広が りを示 していた。アニミズムの識

別におけるこのような現象には、子 どもを取 り巻 く環境要因の何 らかの影響が推測

され る。
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(2)死 の不 可逆性 の理解 におい て、小 学生低 ・高学年 より中学生がわからない と

答えている生徒が多いことが確認 された。中学生はピアジェの認知的発達理論では、

自分の思考や、自分 自身を思考の対象 とでき、具体的体験や現実そのものだけでな

く、体験の有無にかかわらず論理的に思考 し推理す ることが可能な形式操作段階に

ある。つまり死は命あるものに とって不可逆であ り普遍的現象であることを理解 し、

大人の死の概念に到達すると言われる年代である。死の不可逆性の理解 における中

学生のこのような現象は、医療の高度化や臓器移植 といった科学技術の進歩に伴 う

生 と死のボーダ レス化現象、あるいはホラー映画に代表 され るバーチ ャル な映像の

洪水 といった生活環境、その偏 り等の影響が推測 される。

4)地 域、性別 に よる相違

家族 との死 に関す る会話は、低学年では北海道が最 も多 く、次いで九州であ り、関

東が最も少ない。高学年は地域による違いはみ られないが、中学生では低学年 とは反

対に九州が最も多 く、次いで関東であ り、北海道が最 も少ない。友達 との会話は、中

学生では北海道 ・関東 より九州が多い。性別では、女子の方が男子より家族 と死につ

いて話をしている。友達 との会話 も女子の方が男子 より死について話を している。

死について知 りたい生徒は、高学年は北海道が最 も多く、次いで関東であり、九州

が最も少ない。中学生では高学年 とは反対に九州が最 も多く、次いで関東 であ り、北

海道が最も少ない。性別では、男子の方が女子よ り死について知 りたい生徒が多い。

死の話題の回避 は、低学年の男子は女子 より多い。

2.Death-£ducationの た め の 指 針 と方 略 の 提 言

最 後 に、 明 らか とな っ た上 記 の 特徴 に加 え て 、 日本 にお け る数 少 な いDeath-

Educationの 試 み と して放 映 され た 、NHKの3本 の番 組 で あ る 、

① 生 まれ て く る っ てす ごい(長 野 県伊 那 小 学 校 の取 り組 み 例)

② 「い の ち 」 を体 で感 じよ う(茨 城 県 茗 けい 学 園 取 り組 み 例)

③ 死 につ い て 考 え よ う(愛 知 県 常 磐 中学 校 の 取 り組 み 例)

を参 考 に 、Death-Educationの 具 体 的 方 略 につ い て提 言 す る。

1)子 どもの生 活体験 が貴重 な題 材 である。

かわいがっていたペ ットとの死別や身近な人 との死別体験、さらにお通夜 ・お葬式

への出席 ・墓参体験は、子 どもの生活体験 として減少 していない。これ らの生活体験

は、生死観を育てる上で最 も大切 な基盤 である。
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2)日 常生活 にお いて死 に関す る会話 は欠如 している。

生や死 といった人間の根源的なテーマ とも言 える 「死」の概念が芽生え、育ち、大

人の 「死の概念」へ と大きく変化 ・発達を遂げる学童期の小児の生活において、死に

関す る会話が少ない。上述 したこれ らの体験 を家族 と共有 し、命の大切 さ、命の有限

性、生まれてきたことの喜び、生きることの尊 さについて語 り合 う機会 としていくこ

とは、生死観 を育てるうえで重要な条件である。

3)ア ニ ミズム ・死 の不可逆性 の理解 に混乱がある。

(1)小 学校 に入 る と速や か に崩壊す る といわれた静止 しているものあるいは動 く

機械 に対するアニ ミズム、さらにボケモンに代表 されるキャラクターに対するアニ

ミズムが中学生でもみ られ、崩壊年齢が広が りを示 している。生物 ・無生物の識別

におけるこのよ うな現象には、子 どもを取 り巻 く環境要因の影響が推測 され る。

(2)死 の概念 に到達 してい る と言 われ る中学生で、死の不可逆性の問いにわからな

い と答える生徒が多い。死の不可逆性の理解におけるこのよ うな現象は、医療の高

度化や臓器移植 といった科学技術の進歩に伴 う生 と死のボーダ レス化 とでいえる

現象、あるいはホラー映画に代表される映像のバーチャルな刺激の多 さ、生活体験

の偏 り等の影響が推測 され る。

これ らの混乱 を是正 してい くためには、上述 した1)2)の 積 み重ね が不 可欠であ

る。

4)死 の概 念 ・イ メー ジは地域 ・性別 による異なる

死の概念 は、年齢 に比例 して発達を遂げているが、地域 ・性別により異なる。 さ

らに死 のイ メー ジは 、地 域 とともに性 別 に よって異 な るこ とが確 認 され た。

Death-Educationを プ ランす る場合、地域特性や 性別による特徴 ・差異に留意するこ

とが必要である。

《具体的方略例》

〈テーマ1:マ マ と一緒 に キュ ウピー さん をお風 呂に入れ よう〉

対象:① 小学校 低学年:マ マ と生徒 のペ アで

② 中学生:男 子 生徒 と女子生 徒ペ アで

意 図:小 さな子 ども と接 す る機会 の少 ない社会に育つ小中学生を対象に、お人形を沐

浴するとい う体験を通 して、生徒が 自分の赤ちゃん時代 を家族 とともに振 り返

り、命の愛お しさ、家族の愛、そ して自分の現在が多 くの人 とのかかわ り、支

えによってあることを実感、再確認す る。
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評価:体 験 に対す る感想 を語 り合 い、子 どもの 「思い」「考え」を共有す る。

①Death-Educati・nを 通 して触れ た 「生」や 「死」 を生徒が どのように受 け

止めたかを半構成的面接法で把握する。

② 半構成的面接で得 られたデータは、グランデ ッ ト・セオ リーの方法を用い

て記述的説明を行 う(質 的研 究)。

〈テーマ2:身 近 に体験 した死(ペ ッ ト ・人間)に つ いて語 ろ う〉

対象:小 学1年 生～ 中学3年 生

意図:① 今 回の調 査で は、死別 体験 の質問に対 して、特に小学校低学年は 自分の体

験を我 々に話 し説明しようとす る多 くの子 どもたちに出会った。子 どもは、自

分の体験 を人に聞いてもらいたい、話 したい とい う欲求をもっていると信 じる。

子 どもの体験、話 したい欲求を聞きことによって、子 どもが死について感 じた

り考えた りしていること、知 りたいこと、疑問や恐れを共有 し、語 り合 う。

② 中学生には身近に体験 した死(ペ ッ ト ・人 間)を 題 材 に、 あ るいは ドキュ

メン タ リー番組を用いて、見た感想、命、生きる意味について語 り合 う。

評価:死 について語 り合 うこ とがで き、死に対す る子 どもの 「思い」 「考え」を共有

する。

①Death-Educationを 通 して触 れた 「生」や 「死 」 を生徒がどのように受け

止めたかを半構成的面接法で把握する。

② 半構成的面接で得 られたデー タは、グランデ ッ ト・セオ リーの方法を用い

て記述的説明を行 う(質 的研 究)。
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VH.お わ り に

死の概 念発達や死 生観 の形成にかかわる要因、及び高次のアニ ミズムについて検討

を行 った。その結果、以下の ことが明 らか となった。

1.子 どもの生活体験(ペ ッ トとの死別、身近な人 との死別体験、お通夜 ・お葬式へ

の出席 ・墓参体験)は 、減少 していな い。

2.人 間の根源 的 なテ ーマ とも言 え る 「死」の概念が芽生え、育ち、大人の 「死の概

念」へ と大きく変化 ・発達を遂げる学童期の小児の生活環境 において、死に関す る

会話(家 族 ・友人)は 少な い。

3.死 の概 念発達 は、従 来の研究結果 同様 に年齢 とともに発達が遂げ られていること

が確認 できた。 しか し、その中で従来 とは異なる傾向が確認 された。

1)静 止 してい る もの、動 く機械 に対す るアニ ミズムは、小学校 に入ると速やかに

崩壊するといわれた。今回の調査では、中学生で再びアニミズム的思考がみ られ、

崩壊する年齢幅に広が りが見 られる。アニ ミズムの識別におけるこのよ うな現象

には、子 どもを取 り巻 く環境要因の影響が推測 される。

2)死 の不可逆性 の理解 にお いて、小学校低 ・高学年 より、中学生がわか らない と

答えている生徒が多いことが確認 された。中学生は体験の有無にかかわらず、論

理的に思考 し推理す ることが可能な思考の段階にある。死の不可逆性の理解にお

ける中学生のこの ような現象は、医療の高度化や臓器移植 といった科学技術の進

歩に伴 う生 と死のボーダ レス化現象、あるいはホラー映画に代表 されるバーチャ

ルな映像の洪水 といった生活環境、その偏 り等の影響が推測 される。

4.小 児 の死 の概 念、死 のイ メー ジは、地域 ・性別により異なる。Death-Education

をプランす る場合、地域特性 や性別 による特徴 ・差異に留意す ることが必要である。

5.明 らかにな った これ らの結果 を参考に、DeathEducationの 指針 と具体的方略 の

提言 を行 った。

今後、これ ら具体的方略の実践を通 して評価研究へ と発展 させていきたい。

謝辞:調 査 に ご協力頂 きま した小 ・中学校の教職員ならびに生徒の皆様 に、心から

御礼申 し上げます。

62



「皿
.引 用 文 献

1)波 多 野 完 治 ・滝 沢 武 久 、子 ど もの もの の 考 え方 、岩 波 新 書 、1976.

2)ロ ス.E.キ ュー ブ ラ、 川 口正 吉 訳 、死 ぬ瞬 間 、 読 売 新 聞 社 、1974.

3)依 田 ・藤 原 、 子 ど もの 性 格 教 育 、68-81、 金 子 書 房 、1956.

4)ハ ー マ ン フ ェ イ フ ェル.M.H.ナ ギー 、大原 健 士 郎 訳 、死 の意 味 す る もの 、第6章 、80-101、

岩 波 学 術 出 版 、1973.

5)カ バ ナ フ.R.E、 岡 堂哲 雄 他 訳 、 死 と出 会 う とき 、第6章 、109-126、 金 沢 文 庫 、1976.

6)岡 本 夏 木 、発 達 の理 論 を築 く ピア ジ ェ 、別 冊 発達4、133-134、1986.

参 考 文 献

常葉 恵 子 ・岡 田洋 子 ・岡 堂 哲 雄 他 、 児 童 期 に お け る死 め 概 念 の 発 達 、 聖 路 加 看 護 大学 紀 要

第6号 、31-41、1979.

岡 田洋 子 、学 童 期 に あ る 小 児 の 死 の概 念 発 達 に 関 わ る 要 因 の 検 討 、天 使 女 子 短 期 大 学 紀 要 、

No.11、21-36、1990.

岡 田洋 子 、 学 童 期 に あ る 小 児 の 死 の 概 念 発 達 に関 わ る 要 因 の 検 討 一 認 知 的 発 達 と社 会 経 験

に 焦 点 を 当 て て 一、 天 使 女 子 短 期 大 学 紀 要 、11号 、1990.

岡 田洋子 、学 童 期 に あ る小 児 の 死 の 概 念 発 達 に 関 わ る要 因 の 検 討 、第9回 日本 看 護 学 会 誌 、

9(3)、136-137、1989.

ア ンナ ・フ ロイ ト、 小 嶋 謙 士 郎 監 修 、小 児看 護 心 理 学 、第1章 、9-11、 医 学 書 院 、1971.

ゲ ゼ ル 、 小 嶋 謙 士 郎 監 修 、 小 児 看 護 心 理 学 、 第1章 、9-11、 医 学 書 院 、1971.

岡 田洋 子 、学 童 期 に あ る小 児 の死 の概 念 発 達 に 関 わ る要 因 の検 討 一認 知 的 発 達 と社 会 経 験 に

焦 点 をあ て て 一、 聖 路加 看護 大 学 修 士 論 文 、1989.

小 島 康 次 、 認 知 発 達 理 論 と展 望 ピア ジ ェ理 論 へ の 新 た な視 点 、 青 弓社 、1987.

H.W.メ イ ラ著 、 大 西 誠 一 郎 監 訳 、 児童 心 理 学 三 つ の 理 論 、惣 明 書 房 、1985.

ロー リー ・ク ラ ス ニー ・ブ ラ ウ ン他 、 高 峰 あつ さ訳 、 「死 」 っ て 、 な に?、 文 渓 堂 、1999.

アー ル ・A・ グ ロル マ ン著 、 兼重 裕 子 訳 、 死 ぬ っ て ど うい うこ と、 春 秋 社 、1995.

ジ ム&ジ ョア ン ボ ルデ ィン 著 、 きた や ま あ きお 訳 、 「さよ な ら」 っ て い わ せ て 、

大 修 館 書 店 、1997.

GrollmanEarlA,ExplainingDeathtochildren,BeaconPress,1967.

WassHannelore,ConceptofDeath,ADvelopmentalPerspective

ComprehensivePediatricNursing,8(1),3-24,1985.

Roocher,P,T。TalkingwithChildrenaboutDeath,AmericanJOrthopsyhichatry,

44(3),406-410,1974.

Speece,MarkW.andBrentSanderB,ChildrenUnderstandingofDeath

:AReviewofThreeComponentaofDeathConcept,Child,Development,

63



55(5),1671-1677,1984.

Swain,HelenL.ChildhoodViewsof Death,DeathEducation,No2,356-358,1979.

64



資 料



墨

表1.調 査対象

地域
性別 合計
男 女

北海道 学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

165

51.2

157

48.8

322

100

高学年 度数
学年区分 の%

184

51.7

172

48.3

356

100

中学生 度数
学年区分 の%

162

53.5

141

46.5

303

100

合計 度数
学年区分 の%

511

52.1

470

47.9

981

100

関東 学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

192

51.9

178

48.1

370

100

高学年 度数
学年区分 の%

219

56.3

170

43.7

389

100

中学生 度数
学年区分 の%

87

52.7

78

47.3

165

100

合計 度数
学年区分 の%

498

53.9

426

46.1

924

100

九州 学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

79

51.3

75

4&7

154

100

高学年 度数
学年区分 の%

83

53.5

72

46.5

155

100

中学生 度数
学年区分 の%

228

50.9

220

49.1

448

100

合計 度数
学年区分の%

390

51.5

367

48.5

757

100
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表2-1.兄 弟姉妹 と学年

兄弟姉妹がいますか
合計

いる いない

学年区分 低学年 度数
学年区分の%

757

88.5

98

11.5

855

100.0

高学年 度数
学年区分の%

818

90.9

82

9.1

900

100.0

中学生 度数
学年区分の%

857

93.7

58

6.3

915

100.0

合計 度数
学年区分 の%

2432

911

238

89

2670

1000

**

表2-2.兄 弟姉妹 と学 年 ・地域

学年区分

兄弟姉妹がいますか
合計

いる いない
低学年 地域 北海道 度数

地域 の%
280

85.9

46

14.1

326

100.0

関東 度数
地域 の%

333

89.3

40

10.7

373

100.0

九州 度数
地域 の%

144

92.3

12

7.7

156

100.0

合計 度数
地域 の%

757

88.5

98

11.5

855

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

320

89.9

36

10.1

356

100.0

関東 度数
地域 の%

353

90.7

36

9.3

389

100.0

九州 度数
地域 の%

145

93.5

10

6.5

155

100.0

合計 度数
地域 の%

818

909

82

9.1

900

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

282

93.7

19

6.3

301

100.0

関東 度数
地域 の%

142

85.5

24

14.5

166

100.0

九州 度数
地域 の%

433

96.7

15

3.3

448

100.0

合計 度数
地域 の%

857

937

58

6.3

915

100.0

表2-3.兄 弟 姉妹 と学 年 ・性 別

学年区分

兄弟姉妹がいますか
合計

いる いない

低学年 性別 男 度数
性別 の%

384

88.3

51

11.7

435

100.0

女 度数
性別 の%

364

89.0

45

11.0

409

100.0

合計 度数
性別 の%

748

88.6

96

1t4

844

10α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

444

91.4

42

8.6

486

100.0

女 度数
性別 の%

374

90.3

40

9.7

414

100.0

合計 度数
性別 の%

818

90.9

82

9.1

900

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

444

93.5

31

6.5

475

100.0

女 度数
性別 の%

409

93.8

27

6.2

436

100.0

合計 度数
性別 の%

853

93.6

58

6.4

911

100.0

*=p<0.05**=p<0.01

66



表3-1.話 し合 え る友 達 と学 年

良く話し合える友達がいますか
合計

いない 少しいる たくさんいる

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

13

1.5

287

34.0

545

64.5

845

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

7

0.8

313

35.1

573

64.2

893

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

18

2.0

355

39.7

522

5a3

895

100.0

合計 度数
学年区分 の%

38

14

955

36.3

1640

62.3

2633

100.0

*

表3-2.話 し合 え る友達 と学 年 ・地域

学年区分

良く話し合える友達がいますか 合計
4

いない
掌〔τ～る 捧 くさんいる・

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

3

0.9

1141205322

35.4100.0 -一 一 一 一 一

関東 度数
地域 の%

9

2.4

129

35.0

63.7-・ ・-

231

62.6

369

100.0

九州 度数
地域 の%

1

0.6

44

2&6

109

70.8

154

100.0
-一

合計 度数
地域 の%

13

t5

287

340

545

64.5

845

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

5

t4

142

4α2

206

58.4

353

100.0

関東 度数
地域 の%

2

0.5

124

32.0
酒 「387
67.4100.0

九州 度数
地域 の%

47

30.7

106153

69.3100.0

合計 度数
地域 の%

7

0.8

313

35.1

573893

64.2100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

6

2.1

121

41.9

162289

讐10α0関東 度数
地域 の%

7

4.3

60

37.3 58.4

一f

61

100.0-一一

445九州 度数
地域 の%

5

1.1

174

39.1

266

59.8 100.0

合計 度数
地域 の%

18

2.0

355

39.7

522

58.3

895

1100.0

*

表3-3.話 し合 える友達 と学年 ・性別

学年区分

良く話し合える友達がいますか
… 一} 合計

いない1 少しいる たくさんいる

低学年 性別 男 度数
性別 の%

9

2.1

140

32.9

277

65.0

426

100.0-
410

100.0
一皿 一一 一

女 度数
性別 の%

4

1.0

143

3生9

263

64.1

合計 度数

性別 の%

13

1.6

283

33.9

540

64.6

836

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

4

0.8

152

3t5

327

67.7

483

100.0

女 度数
性別 の%

3

0.7

161

39.3

246

6α0

410

100.0

合計 度数
性別 の%

7

08

313

35.1

573

64.2

893

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

11

2.4

173

37.2

281

60.4

465

100.0

女 度数
性別 の%

7

t6

18.1
42.3

239

56.1

426

100.0

合計
1

度数
性別 の%

18

20

353

39.6

520

58.4、

891

10α0

*:p<0.05**:p<0.01
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表4-1.入 院 経験 と学年

過去に入院したことがありますか
合計

いいえ わからない はい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
474

56.1

120

142

251

29.7

845

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

495

55.3

125

14.0

275

30.7

895

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

529

57.8

82

9.0

304

332

915

10α0

合計 度数
学年区分 の%

1498

56.4

327

12.3

830

31.3

2655

100.0

**

表4-2.入 院経験 と学 年 ・塘 域

学年区分

過去に入院したことがありますか
合計

いいえ わからない はい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

169

52.6

49

15.3

103

32.1

321

100.0

関東 度数
地域 の%

206

55.8

52

14」

111

30.1

369

100.0

九州 度数
地域 の%

99

63.9

19

12.3

37

23.9

155

100.0

合計 度数
地域 の%

474

56.1

120

14.2

251

29.7

845

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

165

46.6

60

16.9

129

36.4

354

10α0

関東 度数
地域 の%

240

61.9

51

13.1

97

25.0

388

100.0

九州 度数
地域 の%

90

58.8

14

9.2

49

32.0

153

100.0

合計 度数
地域 の%

495

55.3

125

14.0

275

30.7

895

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

160

52.8

26

8.6

117

38.6

303

100.0

関東 度数

地域 の%

97

58.4

15

9.0

54

32.5

166

100.0

九州 度数
地域 の%

272

61.0

41

9.2

133

29.8

446

100.0

合計 度数
地域 の%

529

57.8

82

9.0

304

33.2

915

100.0

**

表4-3.入 院経験 と学 年 ・性 別

学年区分

過去に入院したことがありますか
合計

いいえ わからない はい
低学年 性別 男 度数

性別 の%

237

55.5

50

11.7

140

32.8

427

100.0

女 度数
性別 の%

232

57.0

69

17.0

106

26.0

407

100.0

合計 度数
性別 の%

469

56.2

119

14.3

246

29.5

834

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

251

52.0

76

15.7

156

32.3

483

10α0

女 度数
性別 の 覧

244

59.2

49

11.9

119

28.9

412

100.0

合計 度数
性別 の%

495

55.3

125

14.0

275

30.7

895

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

238

502

47

9.9

189

39.9

474

10α0

女 度数
性別 の%

287

65.7

35

8.0

115

26.3

437

10α0

合計 度数
性別 の%

525

576

82

9.0

304

33.4

911

100.0

*

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表5-1.ペ ッ トを飼 った経験 と学 年

ペットを飼ったことがありますか
合計

いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

187

22.1

18

2.1

640

75.7

845

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

133

14.8

6

0.7

758

84.5

897

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

141

15.4

16

1.8

757

828

914

100.0

合計 度数
学年区分 の%

461

17.4

40

t5

2朽5

8t1

2656

100.0

**

表5-2.ペ ッ トを飼 った経験 と学年 ・地域

学年区分

1ペットを飼ったことがありますか
1合 計

いいえ わからなτ▽「一 ぼ縣 一一「
低学年 地域 北海道 度数

地域 の%
64

19.9 2.2

7i250321
77.91100.0

関東 度数
地域 の%

101

27.2

10

2.7

1

7舘011。8ぢ
九州 度数

地域 の%
22

14.4

1

α7

1301153
85.0100.0

合計 度数
地域 の%

187

22.1

18

2.1

640

75.7

845

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

58

16.4

2

α6

294

83」

354

100.0

関東 度数
地域 の%

60

15.5

2

α5

3261388
84.0100.0

九州 度数
地域 の%

15

9.7

2

1.3

138155
」

89.0100.Oi

合計 度数
地域 の%

133

14.8 0.7

67581897

84。5旨100.Ol

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

74

24.3

11

3.6

2201305

721110α0

関東 度数
地域 の%

20

12.1

3

1.8

1421165
86.1100.Oi

九州 度数
地域 の%

47

10.6

2

0.5

3951444

89.0110α0

合計 度数
地域 の%

141

15.41

16

1.81

1757
1914

82.81100.0

**

**

表5-3.ペ ッ トを飼 った経験 と学年 ・性別

学年区分

ペットを飼ったことがありますか1合 言+

いいえ わからない
低学年 性別 男 度数

性別 の%

109

25.5

7

1.6

はい1
312428

72.9…100.0

女 度数
性別 の%

75

18.5

10

2.5

3214061

79」100.0

合計 度数
性別 の%

184

221

17

2.0

633

75.9

834

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

73

15.1

1

α2

411

84.7

485

100.0

女 度数
性別 の%

60

14.6

5

1.2

347

84.2

412

100.0

合計 度数
性別 の%

133

14.8

6

α7

758

84.5

897

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

86

18.2

12

2.5

375

79.3

473

100.0

女 度数
性別 の%

52

11.9

4

α9

381

87.2

437

100.0

合計 度数
性別 の%

138

15.2

16

1.8

756

83」

910

100.0

*

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表6-1.ペ ッ トとの 死別体験 と学年

飼っていたペットが死んだことがあります
か 合計

いいえ わからない はい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
186

25.7

43

5.9

494

68.3

723

100.0

i高学年 度数
学年区分 の%

168

20」

27

32

640

76.6

835

100.0

庫 学生
F

度数
学年区分 の%

182

22.2

26

32

611

74.6

819

10α0

合計1度 数
旨 摩 年区分 の% 21劉

96

4.0

1745

73.4

2377

1000

**

表6-2.ペ ッ トとの 死別体験 と学年 ・地域

学年区分

飼っていたペットが死んだことがあります
か 合計

*

いいえ1わ からないi はい
低学年 地域 「北海道1度 数

1地 域 の%
68

24.5

12

4.3

198

71.2

278

100.0
…関 東 渡 数1
1ト 地域 の%

73

24.3

23

7.6

205

68」

301

100.0
:「 九州 陵 数

1地 域 の%
45

31.3

8

5.6

91

63.2

144

100.0

i合計iト 度 数
旨i地 域 の%

186

25.7

43

5.9

494

68.3

723

100.01

高学年1地 域 北海道 度数
1些 域 の%

61

18.7

11

3.4

254ト

77.9

326

10α0i
l関 東 庫数

1、1地 域 の%

1

70

19.4 2.2

8283

78.4

361

100.0

i九州1度 数

地域 の%Ii

37

25.0

8

5.4

103

69.6

148

100.0

i合計11度 数
I

l地 域 の%

168

20.1

27

3.2

640

76.6

835

100.0

中学生 地域 「北海道 1駿 の% 65

26.3

13

5.3

169

68.4

247

100.0

欄 東 度数
… 塵域 の%

24

16.0

3

2.0

123

82.0

150

100.0

…

… 九州 瞳 数
__-L地 域 の%
1合計 」1度 数I

I」 地域 の%

93

22.0

10

2.4

319

75.6

422

100.0

182

22.21
26

3.2

611

74.6

819

100.0

表6-3.ペ ッ トとの死別 体験 と学 年 ・性別

学年区分

飼っていたペットが死んだことがあります
か 合計

いいえ わからない はい

1タ
Il

低学年:性 別 男 度数11牲 別 の% 94

26.2

24

6.7

241

67.1

359

100.0

騎 の,
87

24.6

17

4.8

250

70.6

354

100.0

合計 「
1

度数
性別 の%

181

25.4

41

5.8

491

68.9

713

100.0
高学年 性別 男 度数

性別 の%
96

2t3

14

3」

340

75.6

450

100.0

女 度数
性別 の%

72

18.7

13

3.4

300

77.9

385

100.0

合計 度数
性別 の%

168

20」

27

3.2

640

76.6

835

10α0

中学生1性 別 隅 度数
唯 別 の%
度数

116

27.8

17

4.1

284

68.1

417

100.0L_
1女

合計 「一
唯 別 の%

65

16.3

9

2.3

326

81.5

400

100.0

度数
1性別 の%

181

22.2

26

3.2

610

74.7

817

100.0

*:p<0.05**=p<0.01
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表7-1.身 近な人との死別体験 と学年
身近な人が死んでしまった体験がありま

すか 合計
いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

245

29.6

136

16.4

447

54.0

828

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

202

22.6

96

10.8

594

66.6

892

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

209

23.2

70

7.8

623

69」

902

100.0

合計 度数
学年区分 の%

656

25.0

302

11.5

1664

63.5

2622

10α0

**

表7-2.身 近 な人 との 死別体 験 と学年 ・塘域

学年区分

身近な人が死んでしまった体験がありま:
すか1合 計

「聾 亟弧▽ 一
はい

低学年
i地域

北海道 度数
地域 の%

66i53
21.oi16.8

1961315闘
62.2・100.0

関東 度数
地域 の%

129

35.6

61

16.9

172i362
1

47.5i100.0

九州 度数
地域 の%

50

33.1

22

14.6

7gl151
1

52.31100.0

合計 度数
地域 の%

245

29.6

136

16.4

4471828

54.0110α0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

74

21.0

35

9.9

2431352旨
69.01100.0

関東 度数
地域 の%

88

22.8

45

11.7

2531386

65.5i10α0

九州 度数
地域 の%

40

26.0

16

10.4

98154

63.61100.0

合計 度数
地域 の%

202

22.6

96

10.8

594892
1

66.61100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

71

23.9

27

9.11

1991297
167
.01100.0

関東 度数
地域 の%

39

24.4

13i1・816・

8.1167.51100.0

九州 度数
地域 の%

99

22.2

3d3161445
6L7!711)i100.0

合計 度数
地域 の%

209
23.21

7・i62319・2

7.8i69.11100.0

**

表7-3.身 近な人との死別体験 と学年 ・性別

学年区分

身近な人が死んでしまった体験がありま1
すか 合計

いいえ わからない1 はいi

低学年 性別 男 度数
性別 の%

142

33.8

71

16.9 49.3

2074201

100.0

女 度数
性別 の%

98

24.6

64

16.1

236

59.3

398

100.0

合計 度数
性別 の%

240

29.3

135

16.5

443

54.2

818

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

122

25.4

46

9.6

313

65.1

481

100.0

女 度数
性別 の%

80

19.5

50

12.2

281

68.4

411

100.0

合計 度数
性別 の%

202

22.6

96

1α8

594

66.6

892

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

118

25.3

43

92

306

65.5

467

100.0

女 度数
性別 の%

89

20.6

26

6.0

316

73.3

431

100.0

合計 度数
性別 の%

207

23.1

69

7.7

622

69.3

898

100.0

**

*

*:p<0.05**:p<0.01
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表8-1.死 んだ人を見た経験 と学年

死んだ人を実際に見たことがありますか
合計

いいえ わからない はい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
404

5α5

79

9.9

317

39.6

800

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

340

38.8

64

7.3

473

53.9

877

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

301

34.1

44

5.0

538

6α9

883

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1045

4α8

187

73

1328

519

2560

100.0

**

表8-2.死 んだ人を見た経験 と学年 ・地域

学年区分

死んだ人を実際に見たことがありますか
合計

いいえ わからない はい
低学年 地域 北海道 1度数

地域 の%
127

41.6

30

9.8

148

48.5

305

100.0

関東 度数
地域 の%

196

56.5

34

9.8

117

33.7

347

100.0

九州 度数
地域 の%

81

54.7

15

10.1

52

35.1

148

100.0

合計 度数
地域 の%

404

505

79

9.9

317

396

800

1000

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

112

31.9

28

8.0

211

60.1

351

100.0

関東 度数
地域 の%

171

45.2

22

5.8

185

48.9

378

100.0

九州 度数
地域 の%

57

38.5

14

9.5

77

52.0

148

10α0

合計 度数
地域 の%

340

388

64

7.3

473

539

877

1000

中学生 地域

}}　 邑

合計

北海道 度数
地域 の%

98

33.9

14

4.8

177

61.2

289

10α0

関東 度数
地域 の%

57

36.8

10

6.5

88

56.8

155

100.0

九州 度数
地域 の%

146

33.3

20

4.6

273

62.2

439

100.0

度数
地域 の%

301

34.1

44

5.0

538

60.9

883

1000

**

表8-3.死 んだ人を見た経験 と学年 ・性別

学年区分

死んだ人を実際に見たことがありますか
合計

いいえ わからない はい
低学年 性別 男 度数

性別 の%

217

54.3

36

9.0

147

36.8

400

10α0

女 度数
性別 の%

180

46.2

42

10.8

168

43.1

390

100.0

合計 度数
性別 の%

397

50.3

78

9.9

315

39.9

790

1000

高学年 性別 男 度数
性別 の%

194

41.6

27

5.8

245

52.6

466

10α0

女 度数
性別 の%

146

35.5

37

9.0

228

55.5

411

100.0

合計 度数
性別 の%

340

38.8

64

7.3

473

53.9

877

1000

中学生 性別 男 度数
性別 の%

170

37.0

23

5.0

267

58.0

460

100.0

女 度数
性別 の%

130

31.1

20

4.8

268

64.1

418

10α0

合計 度数
性別 の%

300

342

43

4.9

535

60.9

878

100.0

*:p<0.05**:p<0.01
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表9-1.お 葬式への出席体験と学年

お葬式に行ったことがありますか
合計

いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

217

26.7

97

11.9

500

61.4

814

100.0

高学年 度数
学年区分の%

190

21.4

77

8.7

621

69.9

888

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

122

13.6

41

4.6

736

81.9 1

899

100.0

合計 度数
学年区分 の%

529

20.3i

215

8.3

185712601

7祠10α0

**

表9-2.お 葬 式へ の出席体験 と学年 ・地域

学年区分

旨お葬式
に行ったことがありますか 」 合計

いいえ
「

わからない1は い
低学年 地域 北海道 度数

地域 の%

46

14.8

ヒ
2912351310

94i75810α0

関東 度数
地域 の%

123

34.5 14響i5溜1。 認
九州 度数

地域 の%

48

32.7

18

12.2

81

55.1

147

100.0

合計 度数
地域 の%

217

26.7

97

1t9

500

61.4

814

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

51

14.5

25

7.1

2761352
,78.42100.0

関東 度数
地域 の%

107

27.8

4112371
11α661

.6

385

100.0

九州 度数
地域 の%

32

21.2

11108

乳317t5i

151

100.0

合計 度数
地域 の%

190

21.4

77

&7

621888
[

69.9100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

32

10.8

22

7.4

1242

129681
.翫100.0

関東 度数
地域 の%

23

14.6

4.1311158

25182gl10α0

九州 度数
地域 の%

67

15.1

151

3.4

3631445

81.6i10αOl

合計 度数
地域 の%

122

13.61

41

4.6

7361899

81.gi10α0

**

**

*

表9-3.お 葬 式へ の出席体験 と学年 ・性 別

学年区分

ト

お葬式に行ったことがありますか 合計

いいえ わからないiは い 「
低学年 性別 男 度数

性別 の%

120

29.0

55

13.3

239414

5η110α0

女 度数
性別 の%

93

23.8

41

10.5

256i390
65.6100.0

合計 度数
性別 の%

213

26.5

96

11.9

495804

61.6110α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

122

25.6

43

9.0

312

65.4

477

100.0

女 度数
性別 の%

68

16.5

34

a3

309

75.2

411

100.0

合計 度数
性別 の%

190

21.4

77

a7

621

69.9

888

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

57

12.3

26

5.6

381

82.1

464

100.0

女 度数
性別 の%

65

15.1

14

3.3

351

81.6

430

100.0

合計 度数

性別 の%

122

136

40

4.5

732

81.9

894

100.0

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表10-1.お 墓 参 りの経験 と学 年

お墓参りに行ったことがありますか
合計

いいえ わからない はい

学年区分

合計

低学年 度数
学年区分 の%

111

13.4

97

1t7

621

74.9

829

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

77

8.6

45

5.0

771

86.3

893

100.0

中学生 度数
学年区分 の%
度数
学年区分 の%

85

9.4

273

104

34

3.8

176

6.7

782

86.8

2174

82.9

901

100.0

2623

100.0

**

表10-2.お 墓 参 りの経験 と学 年 ・地域

学年区分

お墓参りに行ったことがありますか
合計

いいえ わからない はい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

31

9.8

34

10.8

251

79.4

316

100.0

関東 度数
地域 の%

57

15.7

37

10.2

269

74.1

363

100.0

九州 度数
地域 の%

23

15.3

26

17.3

101

67.3

150

100.0

合計 度数
地域 の%

111

13.4

97

11.7

621

74.9

829

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

18

5」

13

3.7

324

91.3

355

100.0

関東 度数
地域 の%

36

9.4

22

5.7

326

84.9

384

100.0

九州 度数
地域 の%

23

14.9

10

6.5

121

78.6

154

100.0

合計 度数
地域 の%

77

8.6

45

5.0

771

86.3

893

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

19

6.4

12

4.0

266

89.6

297

100.0

関東 度数
地域 の%

11

6.8

7

4.3

143

88.8

161

100.0

九州 度数
地域 の%

55

12.4

15

3.4

373

84.2

443

100.0

合計 度数
地域 の%

85

9.4

34

3.8

782

86.8

901

100.0

*

**

表10-3.お 墓参 りの経験 と学 年 ・性別

学年区分

お墓参りに行ったことがありますか 合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

63

15.0

54

12.9

303

72.1

420

100.0

女 度数
性別 の%

46

1t6

42

10.6

310

77.9

398

100.0

合計 度数
性別 の%

109

13.3

96

11.7

613

74.9

818

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

50

10.4

28

5.8

404

83.8

482

100.0

女 度数
性別 の%

27

6.6

17

4.1

367

89.3

411

100.0

合計 度数
性別 の%

77

86

45

5.0

771

86.3

893

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

46

9.9

21

4.5

399

85.6

466

10α0

女 度数
性別 の%

39

9」

12

2.8

379

88.1

430

100.0

合計 度数
性別 の%

85

9.5

33

3.7

778

86.8

896

100.0

*:P<α05**=P<α01
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表11-1-1.生 物 ・無 生物 の議別:人 形 と学年

お人形は、生きていますか
合計いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

485

57.2

124

14.6

239

28.2

848

100.0

高学年 度数
学年区分の%

556 F

器
165

18.4

174

2凝L

895

_194L_.1・ α0

中学生 度数
学年区分 の%

183
59.312α0

置}

916

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1584・472

596178 2野}111碧

**

表11-1-2.生 物 ・無生 物の識 別=人 形 と学 年 ・地域

学年区分
お人形は、生きていますか, 合計
いいえ1わ からない はい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

171:43

52.8113.3ト

110324

34.0100.0

関東 度数
地域 の%

23549
1

63,713.3

一 一十 一一一一 一一一

85369

123つ ・10α0
九州 度数

地域 の% 51.0

7gi32144!1551

2α6i2&4旨10α0
}

合計 度数
地域 の%

485

572

→
12412391848
146i2821000

高学年 地域!北 海道 度数
地域 の%

232

65.5

15864354

16.4118.1100.0

関東 度数
地域 の%

230

59.4

lI

75.821387

194i21≧1・ α・

九州 度数
地域 の%

94

6tO

32

20.8

28154

18.2,100.0

合計 度数
地域 の%

5561

621i

165

18.4

174895ト
19411000

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

193

63.9

155

18.2

541302
1

17.9i100.0

関東 度数
地域 の%

85

51.5

44

26.7

36165

21,8100.0

九州 度数
地域 の%

265184
59.0[1&7

1
1001449

2231100.0
-

190i916

20711000

合 計

1 i
度数
地域 の%

543

593

183

2001

**

表11-1-3.生 物 ・無生 物の識 別=人 形 と学 年 ・性別

学年区分
お人形は、生きていますかi

1合 計いいえ 1わ か らなし副 はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

276

63.7

57100433

1ξL223ji100.0

女 度数
性別 の%

204

50.4

67

16.5

134405

33.1100.0

合計 度数
性別 の%

480

573

124

148

234旨838

27gi1000

高学年 性別 男 度数
性別 の%

343

70.7

69

14.2

731485

15.1110α0

女 度数
性別 の%

213

52.0

961101i410

2a412生61100.0

合計 度数
性別 の%

556

621

165

184

174

194

895

1000

中学生 性別 男 度数
性別 の%

328

69.1

71

14.9

76

16.0

475

100.0

女 度数

性別 の%

211

48.4

112

25.7

113

25.9

436

100.0

合計 度数
性別 の%

539

592

183

201

189

207

911

1000

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表11-2-1.生 物 ・無生物 の識別:庭 の木 と学 年
庭の木は、生きていますか

合計いいえ わからない はい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
44

5.2

33

3.9

774

91.0

851

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

30

3.3

23

2.6

844

94.1

897

10α0

中学生 度数
学年区分 の%

36

3.9

44

4.8

837

91.3

917

100.0
一 一 一一

合計 度数
学年区分の%

110

4.1

100

3.8

2455

92.1

2665

1000

*

表11-2-2.生 物 ・無生物 の識 別:庭 の木 と学 年 ・地域

学年区分
庭の木は、生きていますか

合計いいえ わからない はい
低学年 地域 1北海道 度数

地域 の%

13

4.0

10

3.1

302

92.9

325

1000

関東 度数
地域 の%

18

4.9

18

4.9

334

90.3

370

100.0

九州 度数
地域 の%

13

8.3

5

3.2

138

88.5

156

100.0

合計 度数
地域 の%

44

52

33

3.9

774

91.0

851

10α0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

9

2.5

11

3.1

336

94.4

356

100.0

関東 度数
地域 の%

13

3.4

6

1.5

369

95.1

388

100.0

九州 度数
地域 の%

8

5.2

6

3.9

139

90.8

153

100.0

合計 度数
地域 の%

30

3.3

23

2.6

844

94」

897

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

15

5.0

18

5.9

270

89.1

303

100.0

関東 度数
地域 の%

3

t8

6

3.6

156

94.5

165

100.0

九州 度数
地域 の%

18

4.0

20

4.5

411

91.5

449

100.0

合計 度数
地域 の%

36

3.9

44

4.8

837

91.3

917

100.0

表11-2-3.生 物 ・無生物 の識 別:庭 の木 と学年 ・性別

学年区分
庭の木は、生きていますか

合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

27

6.2

18

4」

389

89.6

434

100.0

女 度数
性別 の%

16

3.9

15

3.7

375

92.4

406

100.0

合計 度数
性別 の%

43

5」

33

3.9

764

91.0

840

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

22

4.5

8

1.7

454

93.8

484

100.0

女 度数
性別 の%

8

1.9

15

3.6

390

94.4

413

100.0

合計 度数
性別 の%

30

3.3

23

2.6

844

94.1

897

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

27

5.7

29

6.1

420

88.2

476

100.0

女 度数
性別 の%

9

2.1

15

3.4

412

94.5

436

100.0

合計 度数

性別 の%

36

3.9

44

4.8

832

91.2

912

100.0

*

**

*:p<α05**=p<0.01
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表11-3-1.生 物 ・無生物 の識 別:飛 行機 と学年

飛行機は、生きていますか 合計
いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

550

64.9

125

14.7

173

2α4

848

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

674

75」

145

16.2

78・897

a7迦 ・
中学生 度数

学年区分 の%

665

72.7

142

15.5

108

11.8

915

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1889

710

412

15.5 11劉 謂

**

表11-3-2.生 物 ・無 生物 の識別:飛 行 機 と学 年 ・地域

学年区分
飛行機は、生きていますか1

1合 計いいえ わからない はい
低学年 地域 北海道 1度数

地域 の%

205

63.3

3287324

9,926.91100.0

関東 度数
地域 の%

241

65.5

6716・1368

18,216.3100.0

九州 度数
地域 の%

104

66.7

26

16.7

26

16.7

156

100.0

合計 度数
地域 の%

550

64.9

1251173

14712α4

848
1100 .0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

289

81.2

4・1271356

11.2i7.6100.0

関東 度数
地域 の%

282

72.9

68i371387

1■6196110α0

九州 度数
地域 の%

103

66.9

3デ14i154

24.d9.1 100.0

合計 度数
地域 の%

674

751

145}78

1a21&7
897

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

238

78.5

42i23303

1ag}■610α0

関東 度数
地域 の%

117

71.31

261211164
15.9112.81100.0

九州 度数
地域 の%

310i74
69216.5

64

14.3

448

100.0

合計 度数
地域 の%

665

727

1421108

1551113
915

100.0

**

**

*

表11-3-3.生 物 ・無生 物 の識別:飛 行機 と学 年 ・性 別

学年区分
飛行機は、生きていますか;

合計
いいえ わからない はいi

低学年 性別 男 度数
性別 の%

284

65.7

49

1131
991432
22.9:100.O

i

女 度数
性別 の%

259

64.0 1&5

75171i405

17.5ト100.0

合計 度数
性別 の%

543

64.9

124

14.8

1170
20.3

837

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

391

80.6

51

1α5

43

8.9

485

100.0

女 度数
性別 の%

283

68.7

94

22.8

35

8.5

412

100.0

合計 度数
性別 の%

674

751

145

16.2

78

8.7

897

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

355

75」

55

11.6

63

13.3

473

100.0

女 度数
性別 の%

306

70.0

86

19.7

45

10.3

437

100.0

合計 度数
性別 の%

661

726

141

15.5

108

11.9

910

100.0
*:p<0 .05**:p<0.01
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表11-4-1.生 物 ・無生 物の識 別:テ レビと学 年

テレビは、生きていますか
合計

いいえ わからない はい
学年区分

一 一,一 一一 一 一

合計

低学年 度数
学年区分 の%

545

643

101

11.9

201

23.7

847

100.0

高学年

一 一 一 一

度数
学年区分 の%

688

76.7

126

14.0

83

9.3

897

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

663

72.6

134

14.7

116

12.7

913

100.0

度数
学年区分 の%

1896

71.4

361

13.6

400

15」

2657

100.0

**

表11-4-2.生 物 ・無生物 の識別:テ レビと学 年 ・地域

学年区分
テレビは、生きていますか

合計
いいえ わからない はい

低学年 地域 北海道
1度数

地域 の%
209

64.5

30

9.3

85

26.2

324

100.0

関東
1

度数
地域 の 曳

245

66.6

45

12.2

78

21.2

368

100.0

嚇 度数
地域 の%

91

58.7

26

16.8

38

24.5

155

100.0

合計 度数
地域 の%

545

64.3

101

1t9

201

23.7

847

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

291

81.7

33

9.3

32

9.0

356

100.0

関東 度数
地域 の%

292

75.5

57

14.7

38

9.8

387

100.0

九州 度数
地域 の%

105

68.2

36

23.4

13

8.4

154

100.0

合計 度数
地域 の%

688

76.7

126

14.0

83

9.3

897

100.0

中学生

1

地域

合計

北海道 度数
地域 の%

236

78.4

39

13.0

26

8.6

301

100.0

関東 度数
地域 の%

120

73.2

20

12.2

24

14.6

164

100.0

九州

一 一 一一 一 一 一一 一 』 一一 一

度数
地域 の%

307

68.5

75

16.7

66

14.7

448

100.0

度数
地域 の%

663

72.6

134

14.7

116

12.7

913

100.0

**

*

表11-4-3.生 物 ・無生物 の識 別:テ レビと学 年 ・性 別

学年区分
テレビは、生きていますか

合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

289

66.9

33

7.6

110

25.5

432

10α0

女 度数

性別 の%

250

6t9

66

16.3

88

21.8

404

100.0

合計 度数
性別 の%

539

64.5

99

11.8

198

23.7

836

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

397

8t9

46

9.5

42

8.7

485

100.0

女 度数
性別 の%

291

70.6

80

19.4

41

10.0

412

10α0

合計 度数
性別 の%

688

76.7

126

14.0

83

9.3

897

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

358

75.8

51

10.8

63

13.3

472

100コ

女 度数
性別 の%

301

69.0

83

19.0

52

11.9

436

100.0

合計 度数
性別 の%

659

726

134

14.8

115

12.7

908

100.0

**

**

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表11-5-1.生 物 ・無生 物の 識別:か み な りと学年
かみなりは、生きていますか

合計いいえ わからない はい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%

274

34.0

169

21.0

363

45.0

806

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

431

49.0

198

22.5

251

28.5

880

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

475

52.9

194

21.6

229

25.5

898

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1180

45.7

561

21.7

843

32.6

2584

100.0

**

表11-5-2.生 物 ・無生物 の識別:か み な りと学年 ・地域

学年区分
かみなりは、生きていますか

「

合計
いいえ わからない はい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

108

34.8

66

21.3

関東 度数
地域 の%

127

37.0

72

21.O

136

43
-一 一 一一

1

42

310

100.0
-一 「 一 舳 一一

343

100.0

九州 度数
地域 の%

39

25.5

31

2α3

153

54100.0

合計 度数
地域 の%

274

34.0

169

2tO 45.0

363806

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

186

53.9

64

1&6

95

27.5

345

100.0

関東 度数
地域 の%

181

47.4

94

24.6

107

12&o
382

100.0

九州 度数
地域 の%

64

41.8 26.1

4α49

32.0

153

100.0

合計 度数
地域 の%

431

49.0

198

22.5

251

28.5

880

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

188

63.7

67

22.7

40

13.6

295

100.0

関東 度数
地域 の%

72

44.7

43

26.7

46

28.6

161

100.0-一 一 一 一 一一一

442

100.0-一 一 一 一一 一

898

1000

九州 度数
地域 の%

215

48.6

84

19.0

143

32.4

1合計
度数
地域 の%

475

52.9 2;㍗121㌘

**

表11-5-3.生 物 ・無生物 の識 別=か み な りと学年 ・性別

学年区分
かみなりは、生きていますか1

いいえ わからない1は い
合計

低学年 性別 男 度数
性別 の%

155

37.3

69

16.6

191

46.0

415

100.0-一 一 一 一一一

381

100.0
一一 一 一 一 一

796

1000

女 度数
性別 の%

114

29.9

一 一 一

99

26.0

一 一一一 一 一一一一 一 一

168

44.1

合計 度数
性別 の%

269

338

168

211

}一 〒 一 π

359

451

高学年 性別 男 度数
性別 の%

269

56.8

81

17.1

124

26.2

474

100.0

女 度数
性別 の%

162

39.9

117

28.8

127

31.3

406

100.0

合計 度数
性別 の%

431

49.0

198

22.5

251

285

880

1000

中学生 性別 男 度数
性別 の%

283

61.3

75

16.2

104

22.5

462

100.0

女 度数
性別 の%

190

44.0

118

27.3

124

28.7

432

100.0

合計 度数
性別 の%

473

529

193

216

228

1255

894

1000

**

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表11-6-1.生 物 ・無 生物の識 別=ボ ケ モ ンと学 年

ボケモンは、生きていますか
いいえ わからない はい

合計

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

274

326

112

13.3

455

54.1

841

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

517

57.8

161

18.0

216

24.2

894

100.0

』 中学生 度数学年区分 の% 494

54」

171

18.7

248

27.2

913

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1285

48.5

444

168

919

347

2648

1000

**

表11-6-2.生 物 ・無 生物 の議 別:ボ ケ モ ンと学 年 ・地域

学年区分
ボケモンは、生きていますか

合計いいえ わからない はい
低学年1地 域1北 海道

トi

廊 「一一;

1

度数
地域 の%

107

33.5

40

12.5

172

53.9

319

100.0

度数
地域 の%

119

32.3

47

12.8

202

54.9

368

100.0研 度数
地域 の%

48

3t2

25

162

81

52.6

154

100.0

1合計 度数
地域 の%

274

326

112

133

455

541

841

1000

高学年 地域 」北海道 度数
地域 の%

214

60.5

59

16.7

81

22.9

354

100.0

関東 度数
地域 の%

215

55.6

69

17.8

103

26.6

387

100.0

九州 度数
地域 の%

88

57.5

33

2t6

32

20.9

153

100.0

合計 度数
地域 の%

517

57.8

161

180

216

242

894

1000

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

174

57.2

46

15.1

84

27.6

304

100.0

関東 度数
地域 の%

84

5t5

39

23.9

40

24.5

163

100.0

九州 度数
地域 の%

236

52.9

86

19.3

124

27.8

446

100.0

合計 度数
地域 の%

494

54」

171

187

248

272

913

1000

表11-6-3.生 物 ・無 生物 の識 別:ボ ケ モン と学 年 ・性 別

学年区分
ボケモンは、生きていますか

合計
いいえ わからない はい

低学年1性 別

1
男 度数

性別 の%
119

27.7

44

10.3

266

62.0

429

100.0

女
一 『 一 一

度数
性別の%

152

37.8

68

16.9

182

45.3

402

100.0一一一一
合計 度数

性別 の%
271

32.6

112

13.5

448

53.9

831

1000

高学年 性別 男 度数
性別 の%

277

57.3

69

14.3

137

28.4

483

100.0

女 度数
性別 の%

240

58.4

92

22.4

79

19.2

411

100.0

合計 度数
性別 の%

517

57.8

161

180

216

24.2

894

1000

中学生 性別 男 度数
性別 の%

256

54.1

69

14.6

148

31.3

473

10α0

女 度数
性別 の%

234

53.7

102

23.4

100

22.9

436

100.0

合計 度数
性別 の 箔

490

53.9

171

18.8

248

27.3

909

1000

*:p<0.05**=p<0.01
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表11-7-1.生 物 ・無生物 の識 別:犬 と学年
犬は、生きていますか 合計

いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

20

2.4

10

1.2

818

96.5

848

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

5

0.6

3

0.3

891

99.1

899

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

12

t3

7

0.8

900

97・91

919

100.0

合計 度数
学年区分 の%

37

1.4

20

0.8 欝1欝

*

表11-7-2.生 物 ・無生物 の識別:犬 と学年 ・地域

学年区分

犬は、生きていますか1
合計

いいえ わからない1は い 旨

低学年 地域 北海道 障 数地域 の
%

9

28

4

t2

3121325

96.OI100.0

関東 度数
地域 の%

9

2.5

4

1.1

353366

96.41100.0

九州 度数
地域 の%

2

1.3

2

t3

153157

197511・ α・

合計 度数
地域 の%

20

2.4

10!818848
i1
,296.5100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

1

0.3

3551356

99.7110α0

関東 度数
地域 の%

4

1.0

2

0.5

3821388

9&5110α0

九州 度数
地域 の%

1

0.6

1154

99.4

155

100.0

合計 度数
地域 の%

5

0.6

3

0.3

891

99」1

899

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

713
2,3i1.0 gl顕11。8曽

関東 度数
地域 の%

221162

t21.297.6

166

100.0

九州 度数
地域 の% αヂ1α ～ig諾

448

100.0

合計 度数
地域 の%

12

t3、

71900919

α8}9乳9110α0

表11-7-3.生 物 ・無生物 の識 別=犬 と学年 ・性別

学年区分
犬は、生きていますか

合計
いいえ わからない1は い

低学年 性別 男 度数
性別 の%

12

2.8

4

α9

416

96.3

432

100.0

女 度数
性別 の%

8

2.0

6i391

1,596.5

405

100.0

合計 度数
性別 の%

20

2.4

10

1.2

807

96.4

837

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

2

0.4

1

α2

482

99.4

485

100.0

女 度数
性別 の%

3

0.7

2

0.5

409

98.8

414

100.0

合計 度数
性別 の%

5

0.6

3

0.3

891

99」

899

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

9

1.9

4

α8

463

97.3

476

100.0

女 度数
性別 の%

3

0.7

3

α7

432

98.6

438

100.0

合計 度数
性別 の%

12

1.3

7

α8

895

97.9

914

100.0

*:P<0.05**:P<α01
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表11-8-1.生 物 ・無生 物の識 別:人 と学年
人は、生きていますか

合計●

いいえ わからない はい

学年区分
「低学年 度数

学年区分 の%

11

1.3

4

0.5

830

98.2

845

10α0

高学年 度数
1学年区分 の%

3

α3

1

0」

893

99.6

897

100.0

中学生 暖 数
l

l学年区分 の%

20

2.2

8

0.9

890

96.9

918

10α0

合計
1
臆数
岸 年区分 の%

34

13

13

0.5

2613

98.2

2660

10α0

**

表11-8-2.生 物 ・無生 物の識 別:人 と学年 ・地域

学年区分
人は、生きていますか

合計
いいえ わからない はい

低学年 …地域F北 海道i度 数1
地域 の%

5

1.5

2

0.6

316

97.8

323

100.01腹 数閥 東

Il地 域 の%
5

1.4

21362

α5iga1

369

100.0

…

!九 州 顧
地 域 の%

1

1

0.7

152

99.3

153

100.0

1合計 度数
地域 の%

11

1.3

4

0.5

830

98.2

845

100.0

高学年1地 域 北海道 障 数
1地 域 の%

2

0.6

1

α31

353

99.2

356

100.0

:関東
i

度数
地域 の%

1

α3
i386

99.7

387

100.0

i
…1ワー
I

I
旨

度数
地域 の%

154

100.0

154

100.0

…合計3

1

度数
地域 の%

3

0.3

1

0.1

893

99.6

897

100.0

中学生i地 域 …北海道I
I

障 数
1地域 の%

7

2.3

3

1.0

295

96.7

305

100.0

閥 東 腹 数
II地 域 の%

2

1.2

2

t2

162

97.6

166

100.0
…1九 州1度 数

Li地 域 の%

11

2.5

3

0.7

433

96.9

447

100.0

1合計1腹 数
1地 域 の%

20

2.2

8

0.9

890

96.9

918

100.0

表11-8-3.生 物 ・無生 物の識 別:人 と学年 ・性別

学年区分
人は、生きていますか

合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男1
1

1

1

度数
性別 の%

5

t2

2

0.5

424

98.4

431

100.0

蔭 度数
性別 の%

5

t2

2

0.5

396

98.3

403

100.0

1合計1
3

1

度数

性別 の%

10

1.2

4

0.5

820

98.3

834

100.0

高学年 唯別 男
!

度数
性別 の%

1

0.2

1

0.2

481

99.6

483

100.0

女 度数
性別 の%

2

0.5

412

99.5

414

100.0

合計 度数
性別 の%

3

0.3

1

0.1

893

99.6

897

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

15

3.2

4

0.8

457

96.0

476

100.0

女 度数
性別 の%

5

1.1

4

0.9

428

97.9

437

100.0

合計 度数
性別 の%

20

22

8

0.9

885

96.9

913

100.0

*:p<0.05**:p<0.01

82



表12-1-1.不 動性:動 き と学年

死んだ人は、動けますか 合計
1

いいえ わからない はい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
667

79.2

86

10.2

89842

10.6100.0

高学年 度数
学年区分の%

711

79.3

124

13.8

62897

100.0

中学生 度数
学年区分の%

684

74.9

145

15.9

6甜
913

9。2100.0

合計 度数
学年区分 の%

12062355

77,813.4

2352652

&gl10α0

**

表12-1-2.不 動性:動 きと学 年 ・地域

学年区分

1死んだ人は
、動けますか 合計

いいえ1わ 牟らない!は い1
低学年 地域 北海道 度数

地域 の%
245

76」

41361322

11.210α0

関東 度数
地域 の%

297

80.9

1署
4。1367

8.2;10.9100.0

九州 度数
地域 の%

12515

81.79.8

1311531
8.5100.0

合計 度数
地域 の%

葡中86
79.21α21

8gi842

10.6100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

28014513♂355

7ag1127!&5110α0

関東 度数
地域 の%

309

79.8

15312じ 一387

13L716.5110α0
」

九州 度数
地域 の%

122

78.7

2671155 し
16,814.5100.OI

合計 度数
地域 の%

711

79.3

124;62897
13869110009

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

236

78.1

43}231302

142i7611・ α・

関東 度数
地域 の%

123

74.5 蜀 轟 蕊九州 度数
地域 の%

325
1

72.9

74

16.6

47;4461
1α郵10αo

合計 度数
地域 の%

6841145

7生91159

84913

92;1000

表12-1-3.不 動性:動 き と学 年 ・性 別

学年区分

死んだ人は、動けますか
合計

いいえiわ か らない1は い

低学年 性別 男 度数
性別 の%

348

81.3

「
3347

7,711.0

428

100.0

女 度数
性別 の%

312

77.4

53

13.2

38403

9.4110α0

合計 度数
性別 の%

660

79.4

86

103

85

102

831

1000

高学年 性別 男 度数
性別 の%

410

84.5

44

9.1

31

6.4

485

100.0

女 度数
性別 の%

301

73.1

80

19.4

31

7.5

412

100.0

合計 度数
性別 の%

711

793

124

13.8

62

69

897

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

361

76.3

66

14.0

46

9.7

473

100.0

女 度数
性別 の%

318

73.1

79

1&2

38

8.7

435

100.0

合計 度数
性別 の%

679

748

145

16.0

84

93

908

1000

*

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表12-2-1.不 動性=痛 み と学年

死んだ人は、手を切ると痛いですか
合計

いいえ わからない はい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
545

6生9

179

2t3

116

13.8

840

10α0

高学年 度数
学年区分 の%

574

641

232

25.9

89

9.9

895

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

540

59.0

277

3α3

98

10.7

915

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1659

626

688

26.0

303

11.4

2650

100.0

表12-2-2.不 動性:痛 み と学 年 ・地域

学年区分

死んだ人は、手を切ると痛いですか
合計

いいえ1わ からない はい
低学年 地域 北海道 度数

地域 の% 62.3

20280

24.7

42

13.0

324

100.0

関東 度数
地域 の%

251

69」

66

18.2

46

12.7

363

100.0

九州 度数
地域 の%

92

60」

33

2t6

28

18.3

153

100.0
一一

合計 度数
地域 の%

545

64.9

179

21.3

116

13.8

840

10α0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

221

62.3

92

25.9

42

11.8

355

100.0

関東 度数
地域 の%

247

64.0

106

27.5

33

8.5

386

100.0

九州 度数
地域 の%

106

68.8

34

22.1

14

9」

154

100.0

合計 度数
地域 の%

574

64」

232

25.9

89

9.9

895

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

185

6t3

81

26.8

36

斜.9

302

100.0

関東 度数
地域 の%

88

53.0

62

37.3

16

9.6

166

100.0

九州 度数
地域 の%

267

59.7

134

30.0

46

10.3

447

100.0

合計 度数
地域 の%

540

59.0

277

30.3

98

10.7

915

100.0

表12-2-3.不 動性:痛 み と学 年 ・性別

学年区分

死んだ人は、手を切ると痛いですか
合計

いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

287

67.1

69

16.1

72

16.8

428

100.0

女 度数
性別 の%

253

63.1

109

27.2

39

9.7

401

100.0

合計 度数
性別 の%

540

65.1

178

21.5

1羽

13.4

829

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

324

66.9

115

23.8

45

9.3

484

100.0

女 度数
性別 の%

250

6α8

117

28.5

44

10.7

411

10α0

合計 度数
性別 の%

574

64.1

232

25.9

89

9.9

895

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

275

57.9

148

31.2

52

10.9

475

100.0

女 度数
性別 の%

260

59.8

129

29.7

46

10.6

435

100.0

合計 度数
性別 の%

535

58.8

277

30.4

98

10.8

910

10α0

*:P<0.05**:P<0、01
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表12-3-1.不 動性:空 腹 と学 年

死んだ人は、おなかがすきますか
合計

いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

555

65.8

146

17.3

142

16.8

843

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

594

66.3

215

24.0

87

9.7

896

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

527

57.7

272

29.8

115

12.61

914

100.0

合計 度数
学年区分の%

1676

63.2

633

23.9

34412653

130!10α0

**

表12-3-2.不 動性:空 腹 と学 年 ・地域

学年区分

死んだ人は・おなかがすきますかi合 計

いいえ1わ からないiは い1

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

20260.60

62,718,618.6

322

100.0

関東 度数
地域 の%

265

72.4 13τi13聖11。1響
九州 度数

地域 の%
88

56.8

351
122,620.6

32155

100.0

合計 度数
地域 の% 調 備

146142

16.8

843

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

233178
65.4121.9

451356

12.61100.0

関東 度数
地域 の%

256

66.3

103

26.7

27386
1
■Ol10α0

九州 度数
地域 の%

105

68.2 22墾1
15!154

9.71100.0

合計 度数
地域 の%

594

66.3

215187896
9.7100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

179

59.1

24&1
4。13。3

27.7113.21100.0
関東 度数

地域 の%
92

55」 34嗣1。yl1。 認
旨

九州 度数
地域 の%

256

57.7

130158i444
29.3i13.1i100.01

合計 度数
地域 の%

527

57.7

272…1151g14

29」8i12.6i10α0

表12-3-3.不 動性:空 腹 と学年 ・性別

学年区分

}死んだ人は
、おなかがすきますか1合 計

いいえ わからない … はい1

低学年 性別 男 度数
性別 の%

2801621851427

65.6i1生5;19.gI100LO

女 度数
性別 の%

267

65.9

83i55
1

2α513.6

405

100.0

合計 度数

性別 の%

547

65.7

145140

1γ4116.8

832

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

330

682

110

22.7

44

9.1

484

100.0

女 度数
牲別 の%

264

64.1

105

25.5

43

10.4

412

100.0

合計 度数
性別 の%

594

663

215

240

87

9.7

896

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

263

55.5

150

31.6

61

12.9

474

100.0

女 度数
性別 の%

259

59.5

122

2&0

54

12.4

435

100.0

合計 度数

性別 の%

522

57.4

272

29.9

115

12.7

909

100.0

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表12-4-1.不 動性:聞 くと学 年

死んだ人は、お坊さんのお経や、神父様
のお祈りを、聞くことができますか 合計
いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

272

32」

225

26.5

351

41.4

848

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

304

34.2

270

30.3

316

35.5

890

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

287

31.5

316

34.7

308

33.8

911

100.0

合計 度数
学年区分 の%

863

32.6

811

30.6 」

975

36.8

2649

100.0

**

表12-4-2.不 動 性:聞 くと学 年 ・地域

学年区分

死んだ人は、お坊さんのお経や、神父様
のお祈りを、聞くことができますか 合計
いいえ わからない はい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

84

26.0

84

26.0

155

48.0

323

100.0

関東 度数
地域 の%

139

37.7

95

25.7

135

36.6

369

10α0

九州 度数
地域 の%

49

31.4

46

29.5

61

39.1

156

100.0

合計 度数
地域 の%

272

32」

225

26.5

351

41.4

848

10α0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

118

33.1

93

26.1

145

40.7

356

100.0

関東 度数
地域 の%

120

31.4

135

35.3

127

33.2

382

10α0

九州 度数
地域 の%

66

43.4

42

27.6

44

28.9

152

100.0

合計 度数
地域 の%

304

34.2

270

30.3

316

35.5

890

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

100

33.2

101

33.6

100

33.2

301

100.0

関東 度数
地域 の%

60

36.4

57

34.5

48

29.1

165

10α0

九州 度数
地域 の%

127

28.5

158

35.5

160

36.0

445

100.0

合計 度数
地域 の%

287

31.5

316

34.7

308

33.8

911

100.0

**

表12-4-3.不 動性:聞 くと学 年 ・性別

学年区分

死んだ人は、お坊さんのお経や、神父様
のお祈りを、聞くことができますか 合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

143

33.2

110

25.5

178

4t3

431

100.0

女 度数
性別 の%

124

3α5

114

28.0

169

41.5

407

100.0

合計 度数
性別 の%

267

3t9

224

26.7

347

4t4

838

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

188

39.0

133

27.6

161

33.4

482

100.0

女 度数
性別 の%

116

28.4

137

33.6

155

38.0

408

100.0

合計 度数
性別 の%

304

342

270

303

316

355

890

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

161

34.1

172

36.4

139

29.4

472

100.0

女 度数
性別 の%

123

28.3

144

33.2

167

38.5

434

100.0

合計 度数
性別 の%

284

3t3

316

34.9

306

33.8

906

10α0

**

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表12-5-1.不 動 性=見 る と学年
死んだ人は、目をあけていれば、いろいろ

なものを見ることができますか 合計
いいえ わからない はい

学年区分
1低学 年

度数
学年区分 の%

607

71.6 1測11㌘]・1誓
高学年 度数
学年区分の%

643

71.gl
189

21.1

621894

6.9110α0
十

中学生 度数
学年区分の%

1529
1293192914
ト1

57.91100.0

合計 度数

学年区分 の%

17793118尉 一 一 器 一 一2656
67,0i22、910.1{100LO

**

表12-5-2.不 動性:見 ると学 年 ・地域

学年区分

死んだ人は、目をあけていれば、いろいろ1

なものを見ることができますか;合 計
いいえ わか らない1は い

低学年 地域 北海道i度 数
弛 域 の%

21952154i3251
67.4116.016.6100,0

関東 度数
地域 の%

一
279147

75.8[12.8

'-

4Σ[368

114110α0

九州 度数
地域 の%1

109

70.3

27

17.4

191155

12.3100.0

合計 i度数
地域 の%

607

716 14.9

十126115848

13.61100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

249178

69,921.9

2gl3561
8.1100.0

関東 度数
地域 の%

276

7t9

80

2α8

28i384

7.3100.O
i

九州 度数
地域 の%

118

76.6

31

20.1

5154

3。21100.0

合計 度数
地域 の%

643

71.9

189

21.1

62;894

6,9100.OI

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

185

61.3

86

28.5

31旨3021
10.31100.0

関東 度数
地域 の%

92

55.4

164
:10166

38,616.0100.Ol

九州 度数
地域 の%

252

5a5i
14351446
32.1i11.4100.0

合計 度数
地域 の%

529,293・ 『τ914

57.913211α1110α0

表12-5-3.不 動性:見 ると学 年 ・性 別

学年区分

死んだ人は、目をあけていれば、いろいろ

なものを見ることができますか 合計
いいえ[わ からない1は い

低学年 性別 男 壌数

i性別 の%

320

74.1

lI53!59432

12,313.7,100.0

女 度数
性別 の%

280

69」

731521405
1&ol12.81100.0

合計 度数
性別 の%

600

71.71
1261川83711
1511133110α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

362

74.9

1幽 認
、認

女 度数
性別 の%

281

68.4

951351411

23」118.5100.0

合計 度数
性別 の%

643

719

189

21.1

[62894

α9110α0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

280

58.9

153

32.2 8.8

42475

100.0

女 度数
性別 の%

244

56.2

140

32.3

50

11.5

434

100.0

合計 度数
性別 の%

524

576

293

322

92

1011

909

100.0

*:p<0.05**=p<0.01
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表13-1-1.不 可逆性:生 き返 る(眠 る)と 学年

死ぬことは眠ることと同じで、目がさめれ
ばまた生き返ることができますか 合計
いいえ わからない はい

学年区分

中学生
_」

低学年 瞳 数
学年区分 の%

696

82.2

109

12.9

42

5.0

847

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

709

79.1

129

14.4

58

6.5

896

100.0

度数
学年区分 の%

603

65.9

208

22.7

104

11.4

915

100.0

合計 度数
学年区分 の%

2008

75.5

446

16.8

204

7.7

2658

1000

**

表13-1-2.不 可逆 性:生 き返 る(眠 る)と 学年 ・地域

学年区分

死ぬことは眠ることと同じで、目がさめれ
ばまた生き返ることができますか 合計
いいえ わからない はい

低学年1地 域1北 海道
1

度数
地域 の%

264

81.7

43

13.3

16

5.0

323

10α0

関東 度数
地域 の%

311

84.3

46

12.5

12

3.3

369

100.0

九州 度数
地域 の%

121

78.1

20

12.9

14

9.0

155

100.0

合計 度数
地域 の%

696

82.2

109

12.9

42

5.0

847

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

283

79.5

51

14.3

22

6.2

356

100.0

関東 度数
地域 の%

305

79.0

53

13.7

28

7.3

386

10α0

九州 度数
地域 の%

121

78.6

25

16.2

8

5.2

154

100.0

合計 度数
地域 の%

709

79.1

129

14.4

58

6.5

896

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

207

68.5

59

19.5

36

1t9

302

100.0

関東 度数
地域 の%

112

67.9

39

23.6

14

8.5

165

100.0

九州 度数
地域 の%

284

63.4

110

24.6

54

12.1

448

10α0

合計 度数
地域 の%

603

65.9

208

22.7

104

114

915

1000

表13-1-3.不 可逆性:生 き返 る(眠 る)と 学 年 ・性別

学年区分

死ぬことは眠ることと同じで、目がさめれ
ばまた生き返ることができますか 合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

365

85.1

41

9.6

23

5.4

429

100.0

女 度数
性別 の%

321

78.9

68

16.7

18

4.4

407

100.0

合計 度数
性別 の%

686

82.1

109

13.0

41

49

836

1000

高学年 性別 男 度数
性別 の%

392

81.0

59

12.2

33

6.8

484

10α0

女 度数
性別 の%

317

76.9

70

17.0

25

6.1

412

100.0

合計 度数
性別 の%

709

79.1

129

14.4

58

6.5

896

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

314

66.0

103

2t6

59

12.4

476

100.0

女 度数
性別 の%

284

65.4

105

242

45

1α4

434

100.0

合計 度数
性別 の%

598

65.7

208

229

104

114

910

1000

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表13-2-1.不 可逆性=ひ と りぼ っち と学 年
死ぬことは、ひとりぼっちになってしまうこ

とですか 合計
いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

399

47.9

184

22.1

250

30.0

833

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

490

54.7

242

27.0

163

18.2

895

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

480

52.6

276

30.2

157

17.2

913

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1369・702

51訓2a6
570

21.6

2641

100.0

**

表13-2-2.不 可逆性:ひ と りぽ っち と学年 ・地域

学年区分

死ぬことは、ひとりぼっちになってしまうこ・

とですか1合 計

いいえ1わ からない は し～一 「

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

16164

50.5120.1

9413191
29.5100.0

関東 度数
地域 の%

177

49.0

80

22.2

1041361
1

28.8[100.0

九州 度数
地域 の%

61

39.9

40

26.1

52

34.0

153

100.0

合計 度数
地域 の%

399

479

184

22.1

250

i3αoI

833

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

192

542

102.601354

28L8116.910α0

関東 度数
地域 の%

220

56.7

9司
2生7

172
1388

18.6100.0

九州 度数
地域 の%

78

51.0

44

28.8

311153

2α3i10α0

合計 度数
地域 の%

490

54.7

242

27.0

1631895
1

18.2100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

141

46.7

97

32.1

1
64,302

21.2ト100.0

関東 度数
地域 の%

82

49.7

59

35.8
1241165

1145110α0九州 度数
地域 の%

257

57.6

12069446

2ag1155:10α0

合計 度数
地域 の%

480

52.6

276i1571913

3α2【17.2i10α0

*

表13-2-3.不 可逆性:ひ と りぼ っち と学年 ・性別

学年区分

死ぬことは、ひとりぼっちになってしまうこi

とですか1 合計
いいえ わからないiは い

低学年 性別1男 度数
性別 の%

190

44.6

8811481426

2α713生711・ α・

女 度数
性別 の%

205

51.8

96

242

【95、396

2生oi10α0

合計 度数
性別 の%

395

48.1

184

22.4

243

29.6

1822

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

250

5t8

125

25.9

108

22.4

483

100.0

女 度数
性別の%

240

58.3

117

2a4

55

13.3

412

100.0

合計 度数
性別 の%

490

54.7

242

27.0

163

18.2

895

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

222

47.0

161

34.1

89

18.9

472

100.0

女 度数
性別 の%

256

58.7

112

25.7

68

15.6

436

100.0

合計 度数
性別 の%

478

52.6

273

30.1

157

17.3

908

100.0

**

**

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表13-3-1.不 可逆性:生 き返 る(病 院)と 学 年

死んだ人は、病院でお医者さんにみても
うと、また生き返ることができますか 合計
いいえ わからない

r

はい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%

705

83.7

94

112

43

5」

842

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

751

83.7

118

132

28

3.1

897

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

707

77.4

166

182

41

4.5

914

100.0

合計 度数
学年区分 の% 1期

378

142

112

42

2653

1000

**

表13-3-2.不 可逆 性:生 き返 る(病 院)と 学年 ・地域

学年区分

死んだ人は、病院でお医者さんにみても
らうと、また生き返ることができますか 合計
いいえ

1わ か らない
はい

低学年 地域1北 海道 度数
地域 の%

277

85.5

29

9.0

18

5.6

324

100.0

「関東 度数
地域 の%

307

84.3

40

11.0

17

4.7

364

100.0

九州 度数
地域 の%

121

78.6

25

16.2

8

52

154

100.0

合計
1

度数
地域 の%

705

837

94

112

43

51

842

1000

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

299

84.0

43

12.1

14

3.9

356

100.0

関東 度数
地域 の%

322

83.2

52

13.4

13

3.4

387

100.0

九州 度数
地域 の%

130

84.4

23

14.9

1

0.6

154

100.0

合計 度数
地域 の%

751

837

118

132

28

31

897

1000

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

240

79.2

48

15.8

15

5.0

303

100.0

度数
地域 の%

131

78.9

34

20.5

1

0.6

166

100.0

度数
地域 の%

336

75.5

84

18.9

25

5.6

445

100.0

合計
1

度数
地域 の%

707

774

166

18.2

41

45

914

1000

表13-3-3.不 可逆 性:生 き返 る(病 院)と 学年 ・性別

学年区分

死んだ人は、病院でお医者さんにみても

らうと、また生き返ることができますか 合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

350

81.8

48

11.2

30

7.0

428

100.0

女 度数

性別 の%

346

85.9

45

11.2

12

3.0

403

100.0

合計 度数
性別 の%

696

838

93

1t2

42

51

831

1000

高学年 性別 男 度数
性別 の%

412

84.9

56

1t5

17

3.5

485

100.0

女 度数
性別 の%

339

82.3

62

15.0

11

2.7

412

100.0

合計 度数
性別 の%

751

837

118

13.2

28

31

897

1000

中学生 性別 男 度数
性別 の%

349

73.9

94

19.9

29

6」

472

10α0

女 度数
性別 の%

354

81.0

71

16.2

12

2.7

437

100.0

合計 度数
性別 の%

703

773

165

18.2

41

45

909

100つ

*

*

*:p<0.05**=p<0.01
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表13-4-1.不 可 逆性:生 き返 る(方 法)と 学年
死んだ人を生き返らせることはできます

か 合計
いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

691

81.9

10647

12.65.6

844

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

698

77・91

15444
1

17.24.91

中学生 度数
学年区分 の%

一一一一十一
61218411171

2α2ト ー一 …

896

100.0
}

913

准28に 」qg豆
合計
1

度数
学年区分 の%

劉4442。8,2653
7541167iZ8110α0

**

表13-4-2.不 可逆性:生 き返 る(方 法)と 学 年 ・地域

学年区分

死んだ人を生き返らせることはできます
か 合計り 即,「一 一 「

1は い

一 一 一一 一-響噛 一 門曽 一〒一 ■ 一

いいえ1わ からない
低学年 地域 北海道1度 数

　1地域 の%
81.4

263142118323

13.05.6100.0

関東 度数
地域 の%

312

84.6

38'19・369,1
10,315.1110α0

九州 度数1
地域 の%

116

76.311

261101152

17,116。61100.0

合計 度数
地域 の%

691110647844
8191126i5611000

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

27658i21355
77.7116.35.9100.0

関東 偉 数
1地域 の%

】306168

78.9・17.5

1-一 一醒一

14388

3.6100.Ol

九州 暖 数
地域 の%

1161281
75,818.3

91153

5.9…10α0

合計 度数
地域 の%

6981154

77,917.2

44896

4.9100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

205150
67.gila6

47302

15,6100.0
一

関東 度数
1地域 の%

107i41
65,2i25.0

161164

9。8100.0

九州 度数
地域 の%

[
30α93

67,120.8

54447

12.1100.0

合計 度数
地域 の%

612184

6■012α2,

117匙 勇百

12,8100.0

表13-4-3.不 可逆 性=生 き返 る(方 法)と 学年 ・性別

学年区分

死んだ人を生き返らせることはできます
か1合 計1

いいえ3わ からない1は い

低学年 性別 男 度数
性別 の% 81劉g撃:71011。 甜

1
女 度数

性別 の%

328;64:16,408

8α4157139110α0

合計 度数
性別 の%

683

82.0 11望i5誓 …1。1ぎ
高学年 性別 男 度数

性別 の%

384

79.2

701311485

1441a4110αo

女 度数
性別 の%

314

76.4

84113411

2α41a211・ α・

合計 度数
性別 の%

698

77.9 1謬[4翌i1。 欝
中学生 性別 男 度数

性別 の%

309

65.3

921
19.5

721473

15・2110α0

女 度数
性別 の%

299

68.7

91

20.9

45435

10.3100.0

合計 度数
性別 の%

608

670

183

2α2

1171908
1291100.0

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表13-5-1.不 可逆 性:生 き返 る(不 可能)と 学 年

死んだ人は決して生き返らないですか
合計

いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

211

25.2

139

16.6

488

582

838

100.0

高学年 度数
学年区分の%

163

18.3

258

29.0

468

52.6

889

100.0

中学生 度数
学年区分の%

202

22.2

270

29.7

436

48.0

908

100.0

合計 度数
学年区分の%

576

21.9

667

25.3

1392

52.8

2635

100.0

**

表13-5-2.不 可逆 性:生 き返 る(不 可能)と 学 年 ・地域

学年区分

死んだ人は決して生き返らないですか 合計
いいえ わからない はい

低学年 地域
1

北海道 度数
地域 の%

77

23.9

59

18.3

186

57.8

322

10α0

関東 度数
地域 の%

93

25.5

51

14.0

221

60.5

365

100.0

九州 度数
地域 の%

41

272

29

192

81

53.6

151

100.0

合計 度数
地域 の%

211

252

139

16.6

488

58.2

838

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

72

20.4

99

28.0

182

51.6

353

100.0

関東 度数
地域 の%

60

15.6

117

30.4

208

54.0

385

100.0

九州 度数
地域 の%

31

20.5

42

27.8

78

51.7

151

100.0

合計 度数
地域 の%

163

18.3

258

29.0

468

52.6

889

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

71

23.6

81

26.9

149

49.5

301

100.0

関東 度数
地域 の%

32

19.8

52

32.1

78

48.1

162

100.0

九州 度数
地域 の%

99

22.2

137

30.8

209

47.0

445

100.0

合計 度数
地域 の%

202

222

270

29.7

436

48.0

908

100.0

表13-5-3.不 可逆 性:生 き返 る(不 可能)と 学 年 ・性 別

学年区分

死んだ人は決して生き返らないですか 合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

108

25.5

54

12.8

261

61.7

423

100.0

女 度数
性別 の%

99

24.5

82

20.3

223

55.2

404

100.0

合計 度数
性別 の%

207

25.0

136

16.4

484

5&5

827

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

90

18.8

113

23.5

277

57.7

480

100.0

女 度数
性別 の%

73

17.8

145

35.5

191

46.7

409

100P

合計 度数
性別 の%

163

18.3

258

29.0

468

52.6

889

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

97

20.7

136

29.0

236

50.3

469

100.0

女 度数
性別 の%

105

24.1

132

30.3

198

45.5

435

100.0

合計 度数
性別 の%

202

22.3

268

29.6

434

48.0

904

100.0

*=P<α05**:P<0.01

*

**
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表14-1-1.普 逼性:死 ぬ 人 と死 な ない人 と学 年

人間には、死ぬ人と死なない人がいます
か 合計

いいえ わからない はい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
599

71.2

139

16.5

103

12.2

841

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

767

85.9

83

9.3

43

48

893

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

721

79.4

110

12.1

77i908

a引100.0

合計 度数
学年区分の%

2087

79.0」

332

12.6

22312642

&4110αo

**

表14-1-2.普 逼性=死 ぬ人 と死 なな い人 と学年 ・地域

学年区分

人間には、死ぬ人と死なない人がいます1
か1合 計

いいえ わ からない はい ・

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

225

69.4

51148ヨ324
11

15.7114.81100.0

関東 度数
地域 の%

275

75.1

54137一366
1

14.8110,11100.0

九州 度数
地域 の%

99

65.6

lI
34}181151

225}11・910α0

合計 度数
地域 の% 謂181i漉1鵡

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

1

鵡 認1ξll1罐8
関東 度数

地域 の% 88.0

33733113383

8,6・3.41100.0
1

九州 度数
地域 の%

129

83.8 1"ll51i1181
旨

合計 度数
地域 の%

767

85.9 ま;iま1「1翻
中学生 地域 北海道 度数

地域 の%

233

78.2

401252981
13,418.4100.OI

関東 度数
地域 の%

136

82.4

20i91165
11

12,115,51100.O
I

九州 度数
地域 の%

352

79.1

5・143・445

11,219.71100.0

合計 度数
地域 の%

721110177「908

79.412。1i8.5…100.0

表14-1-3.普 逼性:死 ぬ人 と死 なな い人 と学 年 ・性別

学年区分

人間には、死ぬ人と死なない人がいます1

かi合 計
いいえ1わ からないli

低学年 性別 男 度数
性別 の% 73.6

3151651は い481428
11

15,211.21100.0

女 度数
性別 の%

274

68.2

73155

1a211a7
402

10α0

合計 度数
性別の%

589

710

138

166

103

12.4

830

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

422

87.6

33

6.8

27

5.6

482

100.0

女 度数
性別 の%

345

83.9

50

12.2

16

3.9

411

100.0

合計 度数
性別 の%

767

85.9

83

93

43

48

893

1000

中学生 性別 男 度数
性別 の%

356

75.7

60

12.8

54

11.5

470

100.0

女 度数
性別 の%

361

83.4

49

11.3

23

5.3

433

100.0

合計 度数
性別 の%

717

79.4

109

12.1

77

8.5

903

100.0

*:P<α05**:P<α01

*

**
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表14-2-1.普 逼 性=父 母 ・病気 ・事故 と学年

お父さんお母さんは、病気や事故にあわ
なければ、ずっと生きていれますか 合計
いいえ わからない はい

学年区分 砥学年
1 度数

学年区分 の%

398

47.0

248

29.3

200

23.6

846

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

609

68.5

176

19.8

104

11.7

889

100.0
」

否許一一十i

1中学 生
　

度数
学年区分 の%

677

741

133

14.6

104

11.4

914

100.0

1

度数
学年区分 の%

1講 瑠 鷹1謂1
**

表14-2-2.普 逼性:父 母 ・病 気 ・事 故 と学 年 ・地域

学年区分

お父さんお母さんは、病気や事故にあわ
なければ、ずっと生きていれますか 合計一 一一

いいえ わからない はい

II

低学年1地 馴 北海道 醗
の、

142

44」

107

33.2

73

22.7

322

100.0

蕨 一
地域の%

188

5t1

89

24.2

91

24.7

368

10α0

,九 州 度数 68

43.6

52

33.3

36

23.1

156

10α0
ト

合計
旨

儂域の%麟
の、

398

470

248

293

200

236

846

1000

高学年 地域

i
ド

北海道 度数
地域 の%

243

68.6

68

19.2

43

12.1

354

10α0

1

関東 度数
地域 の%

262

68.2

77

20.1

45

1t7

384

100.0

九州 度数
地域 の%

104

68.9

31

20.5

16

10.6

151

100.0

合 計i

i
度数
地域 の%

609

685

176

198

104

117

889

1000幌 酵 欝
1

度数
地域 の%

218

72.2

58

19.2

26

8.6

302

100.0

度数
地域 の%

130

78.3

24

14.5

12

7.2

166

100.0
1

!I
尻州 度数

地域 の%
329

73.8

51

11.4

66

14.8

446

100.0

合計一旨
ll

度数
地域 の%

677

741

133

146

104

114

914

1000

**

表14-2-3.普 逼性=父 母 ・病 気 ・事故 と学 年 ・性別

学年区分

お父さんお母さんは、病気や事故にあわ
なければ、ずっと生きていれますか 合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

217

50.3

108

25」

106

24.6

431

100.0

女 度数
性別 の%

174

43.1

138

34.2

92

22.8

404

100.0

合計 度数
性別 の%

391

468

246

295

198

237

835

1000

高学年 性別 男 度数
性別 の%

338

70.3

84

17.5

59

12.3

481

100.0

女 度数
性別 の%

271

66.4

92

22.5

45

11.0

408

100.0

合計 度数
性別 の%

609

685

176

198

104

117

889

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

342

72.5

67

142

63

13.3

472

100.0

女 度数
性別 の%

331

75.7

65

14.9

41

9.4

437

10α0

合計 度数
性別 の%

673

740

132

145

104

114

909

1000

*

*:p<0.05**=p<0.01
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表14-3-1.普 遷性:自 分 自身 ・病 気 ・事 故 と学年

あなた自身はどうでしょうか。いつまでも
ずっと生きていられると思いますか 合計
いいえ わからない はい,

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

553

65.7

188

22.3

1・11842

12つ110α0

高学年 度数
学年区分 の%

697

77.8

7361631915卍1

571896

6.4100.0

中学生 度数
学年区分 の%

142

1腎1
80.4十127 100.0

合計1 度数
学年区分 の%

1986446

74.911681

堺 一 葡
8311000

**

表14-3-2.普 遇性=自 分 自身 ・病気 ・事故 と学 年 ・地域

学年区分

あなた自身はどうでしょうか。いつまでも1
ずっと生きていられると思いますか 合計

一 一一 一 一 一「

いいえ1わ か らない1は い1

低学年1地 域1北 海道 1度数
i「 地域 の%

[203
181:401324

1

62.25.012,3100.0

関東 度数
地域 の%

2473:431365
68,20.oi11.8100,0

九州 度数
地域 の% 趨L囲1"1…1188

合計 度数
地域 の%

一553188101842
11

65712231120.1000

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

1

78.7114.3

280151125356

7飢 _100・0

関東 度数
地域 の%

297

76.7

66

17.1

241387

6.2100.0

九州 度数

塵 域の%

120

78.4

258ヒ153

1α3i52:100LO

合計 1度数地域
の%

697

77.8

142i572896
15.86.41100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

232

76.61

147
1241303

で5.5・7,9:100.0
」

関東 度数
地域 の%

14011816・164

854111つIa7110α0

九州 度数
地域 の%

36451331448

81.3111.4i7.4i100.O
l

合計 度数」
地域 の%

7361116631915
80,412,716,9100.0

表14-3-3.普 遷性:自 分 自身 ・病 気 ・事 故 と学年 ・性 別

学年区分

あなた自身はどうでしょうか。いつまでも
ずっと生きていられると思いますか 合計1
いいえ1わ か らない;は い

低学年 性別 男 度数
性別 の%

294

68.5

1831521429

193i121110α0

女 度数
性別 の%

252

62.7

ト103147
:4021

25.6111.7100.0

合計 度数
性別 の%

546

65.7

186199】831

22.4[11.91100.O
I

高学年 性別 男 度数
性別 の%

396

8t8

58

120

30i484
6.21100.0

女 度数
性別 の%

301

73」

84

20.4 6.6

27412

100.0

合計 度数
性別 の%

697

778

142

15.8

57

64

896

1000

中学生 性別 男 度数
性別 の% 78.4

37α52

1tO

50

10.6

472

100.0

女 度数
性別 の%

362

82.6

63

14.4

13

3.0

438

100.0

合計 度数

性別 の%

732

804

115

126

63

69

910

1000

**

**

*:p<0,05**:p<0.01
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表15-1-1.時 聞 の擬念:父 母 ・過去 と学 年
あなたのお父さんお母さんは、赤ちゃん
だったことがありますか 合計

いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

24

2.9

33

4.0

774

93」

831

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

8

α9

10

1.1

880

98.0

898

10α0

中学生 度数
学年区分 の%

17

1.9

11

1.2

886

96.9

914

100.0

合計 度数
学年区分 の%

49

1.9

54

2.0

2540

96.1

2643

100.0

**

表15-1-2.時 間 の概念:父 母 ・過去 と学 年 ・地域

学年区分

あなたのお父さんお母さんは、赤ちゃん
だったことがありますか 合計

いいえ わからない はい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

8

2.5

12

3.8

295

93.7

315

10α0

関東 度数
地域 の%

7

t9

12

3.3

344

94.8

363

100.0

九州 度数
地域 の%

9

5.9

9

5.9

135

88.2

153

100.0

合計 度数
地域 の%

24

2.9

33

4.0

774

93.1

831

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

2

0.6

7

2.0

346

97.5

355

100.0

関東 度数
地域 の%

3

0.8

2

0.5

383

98.7

388

10α0

九州 度数
地域 の%

3

1.9

1

0.6

151

97.4

155

100.0

合計 度数
地域 の%

8

0.9

10

1.1

880

98.0

898

100ρ

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

8

2.6

7

2.3

288

95.0

303

100.0

関東 度数
地域 の%

2

1.2

164

98.8

166

100.0

九州 度数
地域 の%

7

1.6

4

0.9

434

97.5

445

100.0

合計 度数
地域 の%

17

1.9

11

1.2

886

96.9

914

1000

表15-1-3.時 間の概 念:父 母 ・過去 と学年 ・性 別

学年区分

あなたのお父さんお母さんは、赤ちゃん
だったことがありますか 合計

いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

14

3.3

19

4.5

386

92.1

419

100.0

女 度数
性別 の%

9

2.2

12

3.0

380

94.8

401

100つ

合計 度数
性別 の%

23

2.8

31

3.8

766

93.4

820

10α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

6

1.2

7

1.4

471

97.3

484

100つ

女 度数

性別 の 垢

2

0.5

3

0.7

409

98.8

414

100.0

合計 度数
性別 の%

8

0.9

10

1.1

880

98.0

898

10α0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

15

3.2

8

1.7

449

95.1

472

10α0

女 度数
性別 の%

2

0.5

3

0.7

432

gag

437

10α0

合計 度数
性別 の%

17

1.9

11

1.2

881

96.9

909

100.0

*:P<0。05**:P<α0嘘

**
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表15-2-1.時 間の概 念=父 母 ・未 来 と学 年
お父さんお母さんは、いつの日にかおじ
いちゃんおばあちゃんになりますか 合計
いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

21

2.5

94

11.3

720

86.2

835

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

12

1.3

78

8.7

806

9α0

896

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

26

2.8

84

9.1

809

8&0

919

100.0

合計 度数
学年区分 の%

59

2.21

256

9.7

2335

88」

2650

100.0

表15-2-2.時 間 の概念:父 母 ・未 来 と学 年 ・地域

学年区分

お父さんお母さんは、いつの日にかおじ
いちゃんおばあちゃんになりますか

「

合計

いいえ わからない はい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

11

3.4

21

6.5

292

90.1

324

100.0

関東 度数
地域 の%

6

1.7

46

12.8

307

85.5

359

100.0

九州 度数
地域 の%

4

2.6

27

17.8

121

79.6

152

100.0

合計 度数
地域 の%

21

25

94

11.3

720

86.2

835

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

1

0.3

30

8.5

324

91.3

355

100.0

関東 度数
地域 の%

9

2.3

33

8.5

346

89.2

388

100.0

九州 度数
地域 の%

2

1.3

15

9.8

136

88.9

153

100.0

合計 度数
地域 の%

12

13

78

8.7

806

90.0

896

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

8

2.6

24

7.9

273

89.5

305

100.0

関東 度数
地域 の%

5

3.0

17

10.3

143

86.7

165

100.0

九州 度数
地域 の%

13

2.9

43

9.6

393

87.5

449

100.0

合計 度数
地域 の%

26

2.8

84

9.1

809

88.0,

919

100.0

**

表15-2-3.時 間 の概念:父 母 ・未 来 と学 年 ・性別

学年区分

お父さんお母さんは、いつの日にかおじ
いちゃんおばあちゃんになりますか 合計
いいえ わからない1は い

低学年 性別 男 度数
性別 の%

13

3.1

52

12.3

358

84.6

423

100.0

女 度数
性別 の%

8

2.0

40

1α0

354

88.1

402

100.0

合計 度数
性別 の%

21

2.5

92

11.2

712

86.3

825

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

10

2.1

41

&5

433

89.5

484

100.0

女 度数
性別 の%

2

0.5

37

9.0

373

90.5

412

100.0

合計 度数
性別 の%

12

t3

78

a7

806

90.0

896

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

22

4.6

56

11.8

398

83.6

476

100.0

女 度数
性別 の%

4

0.9

28

6.4

406

92.7

438

100.0

合計 度数
性別 の%

26

2.8

84

9.2

804

88.0

914

100.0

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表15-3-1.時 閲の概 念:自 分 ・未来 と学 年

あなた自身は、いつの日かおじいちゃん
おばあちゃんになりますか

[

合計
いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

31

3.7

115

13.7

693

82.6

839

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

12

t3

102

11.4

784

87.3

898

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

33

3.6

91

9.9

794

86.5

918

100.0

合計
1

度数
学年区分 の%

76

29

308

1t6

2271

85.5

2655

100.0

表15-3-2.時 間の概 念:自 分 ・未来 と学 年 ・地 域

学年区分

あなた自身は、いつの日かおじいちゃん
おばあちゃんになりますか 合計
いいえ わからない はい1

低学年 地域1北 海道 度数
地域 の%

13

4.0

26

8.1

283322
レ

87.91100.0

関東 度数
地域 の%

11

3.0

55

15.0

300

82.0

366

100.0

九州 度数
地域 の%

7

4.6

34

22.5

110

72.8

151

100.0

合計 度数
地域 の%

31

3.7

115

13.7

693

82.6

839

10α0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

4

t1

36

10」

316

88.8

356

100.0

関東 度数
地域 の%

6

1.5

44

1t3

338

87.1

388

100.0

九州 度数
地域 の%

2

1.3

22

14.3

130

84.4

154

100.0

合計 度数
地域 の%

12

1.3

102

11.4

784

87.3

898

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

13

4.3

27

8.9

265

86.9

305

10α0

関東 度数
地域 の%

5

3.0

18

10.9

142

86.1

165

100.0

1九州 度数
地域 の%

15

3.3

46

10.3

387

86.4

448

100.0

闘
1

度数
地域 の%

33

36

91

9.9

794

86.5

918

100.0

**

表15-3-3.時 間の概 念=自 分 ・未来 と学 年 ・性別

学年区分

あなた自身は、いつの日かおじいちゃん
おばあちゃんになりますか 合計
いいえ わからない はい

低学年 性別1男 度数
性別 の%

18

4.2

61

14.4

345

81.4

424

100.0

女 度数
性別 の%

12

3.0

51

12.6

342

84.4

405

10α0

合計 度数
性別 の%

30

36

112

13.5

687

82.9

829

10α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

10

2」

55

11.3

420

86.6

485

10α0

女 度数
性別 の%

2

0.5

47

11.4

364

88」

413

10α0

合計 度数
性別 の%

12

13

102

1t4

784

87.3

898

10α0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

27

5.7

56

1t8

393

82.6

476

10α0

女 度数
性別 の%

6

t4

35

8.0

396

90.6

437

100.0

合 計

1

度数
性別 の%

33

3.6

91

10.0

789

86.4

913

10α0

*:P<α05**:P<α01
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表15-4-1.時 間の概 念=自 分 ・過 去 と学 年
あなたは小学生に入学した、その日にも1

どることができますか1合 計
いいえ 「石碩 ない1は σ ■

学年区分 低学年 度数
学年区分 の% 鰯「一τ 一饗

87.6:9.13.2一 ト

38843

100.0-一一一 一

高学年 度数
学年区分 の%

←898

100.0
-一 一 †一一 一 一 『-

916

100.0一 一 一2

65プ

100.0

中学生 数
年区分 の%

ユ
784ト7854

1'

85,615.9

合計
一 一 　 　 一 一

数
年区分 の% 欝 磐 認

表15-4-2.時 間 の概念:自 分 ・過去 と学年 ・地域

学年区分

あなたは小学生に入学した、その日にも

どることができますか 合計…

いいえ 一一「わがξなじマー 一一一1まじ▽一 一

低学年 馳 域1北 海道1度 数1}

」1地域 の% 87.0

28113012323

9,313.7100.0
i

l

陳 度数
地域 の%

325

88.1

† 一 噌 一 一 一 一 一

28163691

7.64.3100.0

1九州
3

度数
地域 の%

1111

73.51

一一 一一 一 ・

30110151
19.96,6100.0

843
100.0

唐計
1

度数
地域 の%

」717 セ88
138」

85.t10.414.5

高学年 地域 北海道 度数
地域 の% 翻8181'まII1認1

1 廉 度数
地域 の%

一 一 一 一ψ一一 一 一一 一一一

3403513388

87.69.03.4100.0;

b研r度 数1
地域の%

138」14i3155

89.OI9.01t9100,0

合計1
1

度数
地域 の%

787182.291898

87.619LII3.2100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

259124122305

84.917.97。2100.0

関東 度数
地域 の%

一一一一一一
142186166

85.510.83.6100。0

九州

1

度数
地域 の%

383136126445
1

86.118L15.8100.0

臨
ll

暖 数馳
域 の%

7847854916

85.68.55.9100.0

表15-4-3.時 間の概念:自 分 ・過 去 と学年 ・性別

学年区分

あなたは小学生に入学した、その日にも
どることができますか 合計1いいえ わからない はい

低学年1性 別 男i度 数

i性別 の%

36814022430 「
85.69.35.1100.0

幽 一一 一 一 一 一 一

1女 度 数
性別 の%

一 一 一 一一トー一一 一 一 一一一 一一一トー 一 一 一 一一一

342i45「
85.11t2

15」402

3。7100.0 一 皿

合計 度数
性別 の%

710851
85,310.2

378321
4.4100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

423

87.4

40

&3

2114841
4.3100.0

女 度数
性別 の%

364

87.9

42

10。1【

1

8414

1.9・100.0ヒ

合計 度数
性別 の%

787

87・61

82

9」

291898
3.2100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

393i40
82,718.4

421475

8.81100.0

女 度数
性別 の%

386

88.5

38

8.7

12436

2.8100.0

合計 度数
性別 の%

779

85.5

78

8.61

54911

5.9100.0

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表16-1.死 後の世界 の有 無 と学年
死後の世界は、あると思いますか

合計
いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

136

16.1

203

24.0

507

59.9

846

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

116

12.9

245

27.3

535

59.7

896

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

155

17.0

251

27.5

508

55.6

914

10α0

合計 度数
学年区分 の%

407

15.3

699

26.3

1550

58.4

2656

100.0

*

表16-2.死 後の世界の有無 と学年 ・地域

学年区分

死後の世界は、あると思いますか
合計

いいえ わからない はい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

48

14.9

65

20.1

210

65.0

323

100.0

関東 度数
地域 の%

63

17.0

98

26.4

210

56.6

371

10α0

九州 度数
地域 の%

25

16.4

40

26.3

87

57.2

152

100.0

合計 度数
地域 の%

136

16.1

203

24.0

507

59.9

846

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

43

12.1

99

27.9

213

60.0

355

100.0

関東 度数
地域 の%

47

12.1

97

25.0

244

62.9

388

100.0

九州 度数
地域 の%

26

17.0

49

32.0

78

51.0

153

100.0

合計 度数
地域 の%

116

12.9

245

27.3

535

59.7

896

10α0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

51

16.8

90

29.7

162

53.5

303

100.0

関東 度数
地域 の%

27

16.5

46

28.0

91

55.5

164

10α0

九州 度数
地域 の%

77

17.2

115

25.7

255

57.0

447

10α0

合計 度数
地域 の%

155

17.0

251

27.5

508

55.6

914

100.0

表16-3.死 後の世界 の有 無 と学年 ・性別

学年区分

死後の世界は、あると思いますか 合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

72

16.8

91

21.2

266

62.0

429

100.0

女 度数
性別 の%

63

15.5

109

26.8

234

57.6

406

10α0

合計 度数
性別 の%

135

16.2

200

24.0

500

59.9

835

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

74

15.3

128

26.4

282

58.3

484

100.0

女 度数
性別 の%

42

1α2

117

28.4

253

61.4

412

100.0

合計 度数
性別 の%

116

12.9

245

27.3

535

59.7

896

10α0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

90

19.0

139

29.3

245

51.7

474

10α0

女 度数
性別 の 覧

64

14.7

109

25.1

262

60.2

435

100.0

合計 度数
性別 の%

154

16.9

248

27.3

507

55.8

909

100.0

*=P<α05**=P<α01

*
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表17-1.挿 様 の有 無 と学 年

神様はいると思いますか
合計

いいえ わからない はい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
57

6.8

82

9.8

702

83.5

841

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

121

13.5

232

25.9

542

6α6

895

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

206

22.5

278

30.3

433

47.2

917

100.0

合計 度数
学年区分 の%

384

14.5

592

22.3

1677

63.2

2653

100.0

**

表17-2.神 様 の有 無 と学 年 ・地域

学年区分
神様はいると思いますか 1

合計
いいえ わからない1は い

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

21

6.5

28

a7

273

84.8

322

100.0

関東 度数
地域 の%

30

8.2

39

1α6

299

8t3

368

1000

九州 度数
地域 の%

6

4.0

15

9.9

130

86」

151

100.0

合計 度数
地域 の%

57

6.8

82

9.8

702

83.5

841

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

44

12.4

95

26.8

216

60.8

355

100.0

関東 度数
地域 の%

54

14.0

90

23.3

243

62.8

387

100.0

九州 度数
地域 の%

23

15.0

47

30.7

83

54.2

153

100.0

合計 度数
地域 の%

121

13.5

232

25.9

542

60.6

895

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

75

24.8

104

34.3

124

40.9

303

100.0

関東 度数
地域 の%

32

19.4

55

33.3

78

47.3

165

100.0

九州 度数
地域 の%

99

22.0

119

26.5

231

51.4

449

100.0

合計 度数
地域 の%

206

22.5

278

303

4331917

47.2100.0

*

表17-3.神 様 の有無 と学年 ・性別

学年区分
神様はいると思いますか

合計
いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

33

7.7

43

1α0

354

82.3

430

100.0

女 度数
性別 の%

24

6.0

39

9.8

337

84.3

400

100.0

合計 度数
性別 の%

57

6.9

82

9.9

691

83.3

830

100.0

高学年 性別 男 度数

性別 の%

81

16.7

123

25.4

281

57.9

485

100.0

女 度数
性別 の%

40

9.8

109

26.6

261

63.7

410

100.0

合計 度数
性別 の%

121

13.5

232

25.9

542

6α6

895

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の 覧

124

26.1

134

282

217

45.7

475

100.0

女 度数

性別 の%

80

18.3

141

32.3

216

49.4

437

100.0

合計 度数
性別 の%

204

22.4

275

302

433

475

912

1000

**

*

*:p<0.05**:p<0.01
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表18一 コ.家 族 との会話 と学 年
死について、今までに家族の人と話した

ことがありますか 合計
いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

303

36.6

195

23.6

329

39.8

827

10α0

高学年 度数
学年区分 の%

387151

43.3i16.9

356

39.8

894

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

458156

50.117」

300

32.8

914

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1148}502
143
.6119」

985

37.4

2635

100.0

**

表18-2.家 族 との会話 と学 年 ・地域

学年区分

死について、今までに家族の人と話した
ことがありますか

1

合計

いいえ わからない はい
低学年1地 域

1
北海道 度数

地域 の%

100

31.6

68

2t5

148

46.8

316

10α0

関東 度数
地域 の%

150

41.3

87

24.0

126

34.7

363

100.0

九州 度数
地域 の%

53

35.8

40

27.0

55

372

148

100.0

合計 度数
地域 の%

303

36.6

195

23.6

329

39.8

827

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

156

43.8

49

13.8

151

42.4

356

10α0

関東 度数
地域 の%

173

44.9

76

19.7

136

35.3

385

10α0

九州 度数
地域 の%

58

37.9

26

17.0

69

45.1

153

10α0

合計 度数
地域 の%

387

43.3

151

16.9

356

39.8

894

10α0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

172

56.8

54

17.8

77

25.4

303

100.0

関東 度数
地域 の%

81

49.1

27

16.4

57

34.5

165

100.0

九州 度数
地域 の%

205

46.0

75

16.8

166

37.2

446

100.0

合計 度数
地域 の%

458

50.1

156

1刀[

300

32.8

914

100.0

*

*

表18-3.家 族 との会話 と学 年 ・性 別

学年区分

死について、今までに家族の人と話した
ことがありますか 合計

いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

169

40.1

88

20.9

164

39.0

421

100.0

女 度数
性別 の%

128

32.3

105

26.5

163

41.2

396

10α0

合計 度数
性別 の%

297

36.4

193

23.6

327

40.0

817

10α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

227

47.0

75

15.5

181

37.5

483

10α0

女 度数
性別 の%

160

38.9

76

18.5

175

42.6

411

100.0

合計 度数
性別 の%

387

43.3

151

16.9

356

39.8

894

10α0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

274

58.1

69

14.6

129

27.3

472

10α0

女 度数
性別 の%

182

41.6

85

19.5

170

38.9

437

10α0

合計 度数
性別 の%

456

502

154

16.9

299

32.9

909

100.0

*:P<0.05**=P<0.01

*

**
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表19-1.友 達 との 会話 と学年

死について、今までに友達と話したことが

ありますか 合計
いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

448

53.8

170

20.4

214

25.7

832

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

479

53.5

162

18.1

255

2&5

896

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

400

43.9

173

19.0

339

37.2

912

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1327

50.3

505

19.1

80812640

3α6i10α0

**

表19-2.友 達 との会話 と学年 ・地域

学年区分

死について、今までに友達と話したことが… 合計

ありますか
いいえ1わ からない 下 はし『一一 一一

低学年 地域
1北海 道

度数
地域 の% 認 亜 藷 認

関東 度数
地域 の%

211

57.8

、731811365

20.0;22.2100.0

九州 度数
地域 の%

77

52.4

3引3司147

23.8123.8100.0

合計 度数
地域 の%

448

53.8

1701214832

2α4125710α0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

197

55.3 13奮31P1。8響
関東 度数

地域 の%
209

54.0

7811・ ・1387
2α2i100.025.81

九州 度数
地域 の%

73

47.7

1

22笥29㌘i1。1貿
合計 度数

地域 の%

479

53.5

162255

18,128.5

896

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

151

50.5

55!93

1&4・311

299

100.0止

関東 度数
地域 の%

74

44.8

37}54i165
22,432.7100.0

九州 度数
地域 の%

175

39.1

811921448

1&1i429110α0

合 計

1

度数
地域 の% 甜 認 議 謂

窮*

表19-3.友 達 との会 話 と学年 ・性 別

学年区分

死について、今までに友達と話したことがi

ありますかi 合計
いいえ わからない1は い

低学年 性別

合計

男 度数
性別 の%

243

57.6

68'

16.1

111

26.3

422

100.0

女 度数
性別 の%

200

50」

981101
24,625.3

399

100.0

度数
性別 の%

443

54.0

166

2α2

i212
25.8

821

100.0

高学年 性別

合計

男 度数
性別 の%

270

55.7

83

17」

132

27.2

485

100.0

女 度数
性別 の%

209

50.9

79

19.2

123

29.9

411

100.0

度数
性別 の%

479

53.5

162

18.1

255

28.5

896

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

232

49.2

92

19.5

148

31.4

472

100.0

女 度数
性別 の%

165

37.9

79

18.2

191

43.9

435

100.0

合計 度数
性別 の%

397

43.8

171

1ag

339

37.4

907

100.0

**

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表20-1.死 へ の関心 と学 年

死について知りたいですか
合計

いいえ わからない はい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

487

58.0

114

13.6

238

28.4

839

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

534

59.9

141

15.8

216

2生2

891

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

430

47.1

164

18.0

318

34.9

912

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1451

54.9

419

15.9

772

292

2642

100.0

**

表20-2.死 へ の関心 と学 年 ・地域

学年区分

死について知りたいですか
合計

いいえ わからない はい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

188

58.6

39

12.1

94

29.3

321

10α0

関東 度数
地域 の%

215

58.6

53

14.4

99

27.0

367

10α0

九州 度数
地域 の%

84

55.6

22

14.6

45

29.8

151

100.0

合計 度数
地域 の%

487

58.0

114

13.6

238

28.4

839

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

220

62.3

38

10.8

95

26.9

353

10α0

関東 度数
地域 の%

235

61.0

59

15.3

91

23.6

385

100.0

九州 度数
地域 の%

79

51.6

44

28.8

30

19.6

153

10α0

合計 度数
地域 の%

534

59.9

141

15.8

216

24.2

891

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

175

58.3

44

14.7

81

27.0

300

100.0

関東 度数
地域 の%

67

40.6

41

24.8

57

34.5

165

10α0

九州 度数
地域 の%

188

42.1

79

17.7

180

4α3

447

100.0

合計 度数
地域 の%

430

47.1

164

18.0

318

34.9

912

10α0

表20-3.死 へ の関心 と学 年 ・性別

学年区分

死について知りたいですか
合計

いいえ わからない はい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

256

60.0

35

8.2

136

31.9

427

100.0

女 度数
性別 の%

227

56.5

77

19.2

98

24.4

402

10α0

合計 度数
性別 の%

483

58.3

112

13.5

234

28.2

829

10α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

295

61.2

54

11.2

133

27.6

482

10α0

女 度数
性別 の%

239

58.4

87

21.3

83

20.3

409

10α0

合計 度数
性別 の%

534

59.9

141

15.8

216

24.2

891

10α0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

226

47.8

68

14.4

179

37.8

473

10α0

女 度数
性別 の%

201

46.3

94

21.7

139

32.0

434

100.0

合計 度数
性別 の 垢

427

47.1

162

17.9

318

35.1

907

10α0

*:P<0.05**=P<0。01

**

**

**

**

*
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表21-1.死 の話 題の回避 と学 年

死についてなるべく話したくないですか
合計

いいえ わからない はい
学年区分 低学年 度数

学年区分の%
158

18.8

137

16.3

546

64.9

841

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

159

17.7

138

15.4

599

66.9

896

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

248

27.1

213

23.3

454

49.6

915

100.0

合計 度数
学年区分 の%

565

21.3

488

18.4

1599

6α3

2652

100.0

**

表21-2.死 の話 題の 回避 と学 年 ・塘 域

学年区分

死についてなるべく話したくないですか
合計

いいえ わからない はい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

50

15.5

58

1ao

214

66.5

322

100.0

関東 度数
地域 の%

75

20.3

56

15.1

239

64.6

370

100.0

九州 度数
地域 の%

33

22.1

23

15.4

93

62.4

149

100.0

合計 度数
地域 の%

158

18.8

137

16.3

546841
164.9100.01

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

72

20.2

51

葉生3

233

65.4

356

10α0

関東 度数
地域 の%

61

15.8

56

14.5

269

69.7

386

100.0

九州 度数
地域 の%

26

16.9

31

20.1

97

63.0

154

100.0

合計 度数
地域 の%

159

17.7

138

15.4

599

66.9

896

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

79

26.2

71

23.6

151

50.2

301

100.0

関東 度数
地域 の%

42

25.3

38

22.9

86

51.8

166

100.0

九州 度数
地域 の%

127

28.3

104

23.2

217

48.4

448

100.0

合計 度数
地域 の%

248

27.1

213

23.3

454

49.6

915

100.0

表21-3.死 の話題 の回避 と学年 ・性 別

学年区分

死についてなるべく話したくないですか
合計

いいえ わからない はい
低学年 性別 男 度数

性別 の%

94

22.0

57

13.3

277

64.7

428

100.0

女 度数
性別の%

63

15.6

76

18.9

264

65.5

403

100.0

合計 度数
性別の%

157

18.9

133

16.0

541

65.1

831

10α0

高学年 性別 男 度数
性別の%

94

19.4

64

13.2

327

67.4

485

100.0

女 度数
性別 の%

65

15.8

74

1ao

272

66.2

411

100.0

合計 度数
性別 の%

159

17.7

138

15.4

599

66.9

896

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

125

26.4

103

2t8

245

51.8

473

100.0

女 度数
性別 の%

123

28.1

107

24.5

207

47.4

437

100.0

合計 度数
性別 の%

248

27.3

210

23.1

452

49.7

910

100.0

*

*:p<0.05**:p<0.01
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表22-1-1.多 か った死後 の イメー ジ:天 使 と学年

天使
合計

X O
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
271

33.3

542

66.7

813

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

514

59」

356

40.9

870

10α0

中学生 度数
学年区分 の%

553

64.9

299

35.1

852

10α0

合計 度数
学年区分 の%

1338

52.8

1197

47.2

2535

100.0

**

表22-1-2.多 か った死後 のイ メー ジ:天 使 と学年 ・地域

学年区分
天使

合計
X O

低学年 地域i北 海道 度数
地域 の%

97

31.4

212

68.6

309

10α0

関東 度数
地域 の%

113

3t3

248

68.7

361

10α0

九州 度数
地域 の%

61

42.7

82

57.3

143

100.0

合計 度数
地域 の%

271

33.3

542

66.7

813

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

220

62.9

130

37.1

350

100.0

関東 度数
地域 の%

214

57.2

160

42.8

374

10α0

九州 度数
地域 の%

80

54.8

66

45.2

146

10α0

合計 度数
地域 の%

514

59.1

356

40.9

870

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

182

65.7

95

34.3

277

100.0

関東 度数
地域 の%

96

66.2

49

33.8

145

100.0

九州 度数
地域 の%

275

64.0

155

36.0

430

100.0

合計
一 一 　 一

度数
地域 の%

553

64.9

299

35」

852

100.0

*

表22-1-3.多 か った 死後の イ メー ジ=天 使 と学 年 ・性別

学年区分

天使
合計

X O
低学年 性別 男 度数

性別 の%

160

38.6

255

6t4

415

100.0

女 度数
性別 の%

107

27.6

281

72.4

388

100.0

合計 度数
性別 の%

267

33.3

536

66.7

803

10α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

316

67.1

155

32.9

471

100.0

女 度数

性別 の%

198

49.6

201

50.4

399

100.0

合計 度数
性別 の%

514

59」

356

40.9

870

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

305

69.2

136

30.8

441

10α0

女 度数
性別 の%

243

59.9

163

40.1

406

10α0

合計 度数
性別 の%

548

64.7

299

35.3

847

100.0

**

**

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表22-2-1.多 か った死後 のイ メー ジ:魂 と学年

魂1合 計
X o

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

315

38.7

499814

61,3100.0

高学年 度数
学年区分 の%

224

25.7

6873

74100.0

中学生 度数
学年区分 の%

2965863

34.365100.0

合計 度数
学年区分 の%

835セ17152550

32,767,3100.0

**

表22-2-2.多 か った死後 の イメー ジ=魂 と学年 ・地域

学年区分
魂一 一

× σd合 計
低学年 地域 北海道 度数

1地域 の%

124

39.6

1189
313

60.4100.0

関東 1度数

地域 の%

147

40.6

2151362

59.4】10α0

九州 度数
地域 の%

44

3t7

95139

6&3…10α0

合計 度数
地域 の%

315

38.7

499i814

61.31100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

104

29.6

247351
1

7α4110α0

関東 度数
地域 の%

85

22.4

29413791
77.61100.0

九州 度数
地域 の%

35108・143 「
24遼5、75.51100.0

合計 度数
地域 の%

2246491873

25717生3110α0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

1911901281
1

32,467.6100.0

関東 度数
地域 の% 謁 轟 ㎡

1
」

九州 度数

地域 の%

153280433

35316生710α0

駿 の,
296:567旨863

34,365。7100.0

表22-2-3.多 か った 死後 のイ メー ジ:魂 と学年 ・性別

学年区分
魂1

1合 計
1xlo

低学年 性別 男 度数
性別 の%

1163
12551418

39.OI61.01100.0

女 ト度数

性別 の%

1471239386
38.1161.9110CLOI

合計 1度数

性別 の%

310

38.6

1494

61.4
804

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

121

25.6

351

74.4

472

100.0

女 度数
性別 の%

103

25.7

298

74.3

401

100.0

合計 度数
性別 の%

224

257

649

74.3

873

1000

中学生 性別 男 度数

性別 の%

164

36.8

282

63.2

446

100.0

女 度数
性別 の%

128

3t1

284

68.9

412

100.0

合計 度数
性別 の%

292

340

566

66.0

858

1000

*:p〈0.05**:p<0.01
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表22-3-1.多 か った死後 の イメー ジ=お 骨 と学年
お骨

合計
X 0

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

474

59.0

330

41.0

804

100.0

高学年 度数
学年区分 の弘

227

25.8

652

74.2

879

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

244

27.9

630

72.1

874

100.0

合計 度数
学年区分 の%

945

37.0

1612

63.0

2557

100.0

**

表22-3-2.多 か った死 後の イ メー ジ:お 骨 と学年 ・地域

学年区分

お骨
合計

× O

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

172

55.8

136

44.2

308

10α0

関東 度数
地域 の%

234

65.5

123

34.5

357

10α0

九州 度数
地域 の%

68

48.9

71

51.1

139

10α0

合計 度数
地域 の%

474

59.0

330

41.0

804

10α0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

84

23.9

268

76.1

352

10α0

関東 度数
地域 の%

105

27.7

274

72.3

379

10α0

九州 度数
地域 の%

38

25.7

110

74.3

148

100.0

合計 度数
地域 の%

227

25.8

652

742

879

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

80

2&3

203

7t7

283

100.0

関東 度数
地域 の%

47

30.9

105

69.1

152

100.0

九州 度数
地域 の%

117

26.7

322

73.3

439

100.0

合計
'一一}一

度数
地域 の%

244

27.9

630

72.1

874

100」

**

表22-3-3.多 か った 死後 のイ メー ジ=お 骨 と学 年 ・性別

学年区分

お骨
合計

X O

低学年 性別 男 度数
性別 の%

243

59.1

168

40.9

411

100.0

女 度数
性別 の%

224

58.5

159

41.5

383

10α0

合計 度数
性別 の%

467

58.8

327

41.2

794

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

142

29.7

336

70.3

478

10α0

女 度数
性別 の%

85

21.2

316

78.8

401

100.0

合計 度数
性別 の%

227

25.8

652

7生2

879

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の 覧

137

30.8

308

69.2

445

10α0

女 度数
性別 の 覧

105

24.8

319

75.2

424

10α0

合計 度数
性別 の%

242

27.8

627

72.2

869

10α0

*:P<α05**:P<α01

**

*
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表23-1-1.少 なか った死後 のイ メー ジ:怪 獣 と学 年

怪獣 合計
X O

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

788

96.8

26

a2

814

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

847

97.0

26

3.0

873

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

806

94.4

48

5.6

854

100.0

合計 度数
学年区分 の%

2441

96.1

100

3.9

2541

100.0

**

表23-1-2.少 なか った死 後の イ メー ジ:怪 獣 と学年 ・地域

学年区分
怪獣

合計
X O

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

300

97.4

8

2.6

308

100.0

関東 度数
地域 の%

347

96.7

12

3.3

359

100.0

九州 度数
地域 の%

141

95.9

6

4」

147

100.0

合計 度数
地域 の%

788

96.8

26

32

814

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

336

96.0

14

4.0

350

100.0

関東 度数
地域 の%

367

97.6

9

2.4

376

100.0

九州 度数
地域 の%

144

9&0

3

2.0

147

100.0

合計 度数
地域 の%

847

97.0

26

3.0

873

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

260

93.9

17

6.1

277

100.0

関東 度数
地域 の%

136

944

8

5.6

144

100.0

九州 度数
地域 の%

410

94.7

23

5.3

433

100.0

合計 度数
地域 の%

806

94.4

48

5.6

854

100.0

表23-1-3.少 なか った死 後の イ メー ジ:怪 獣 と学年 ・性別

学年区分
怪獣

合計
X O

低学年 性別 男 度数
性別 の%

396

95.0

21

5.0

417

100.0

女 度数
性別 の%

382

98.7

5

1.3

387

100.0

合計 度数
性別 の%

778

96.8

26

3.2

804

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

449

94.9

24

5.1

473

100.0

女 度数
性別 の%

398

99.5

2

0.5

400

100.0

合計 度数
性別 の%

847

970

26

30

873

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

401

91.3

38

8.7

439

10α0

女 度数
性別 の%

400

97.6

10

2.4

410

100.0

合計 度数
性別 の%

801

943

48

57

849

1000

**

**

*:p<0,05**:p<0.01
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表23-2-1.少 なか った死 後 のイ メー ジ:お 姫様 と学 年
お姫様 合計

X O

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

757

92.9

58

7」

815

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

840

96.1

34

3.9

874

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

797

93.4

56

6.6

853

100.0

合計
1

度数
学年区分 の%

2394

94.2

148

5.8

2542

100.0

**

表23-2-2.少 なか った死 後 のイ メー ジ:お 姫様 と学 年 ・地域

学年区分

お姫様1 合計
X O

低学年:地 域1

旨

i

北海道 度数
地域 の%

290

93.9

19

6.1

309

10α0

関東 度数
地域 の%

327

9t1

32

8.9

359

100.0

九州 度数
地域 の%

140

95.2

7

4.8

147

10α0

合計 度数
地域 の%

757

92.9

58

7.1

815

10α0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

338

96.3

13

3.7

351

10α0

関東 度数
地域 の%

366

97」

11

2.9

377

10α0

九州 度数
地域 の%

136

93.2

10

6.8

146

100.0

合計 度数
地域 の%

840

96.1

34

3.9

874

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

259

93.8

17

6.2

276

10α0

関東 度数
地域 の%

135

93.8

9

6.3

144

100.0

九州 度数
地域 の%

403

93」

30

6.9

433

100.0

合計
1

度数
地域 の%

797

93.4

56

6.6

853

10α0

表23-2-3.少 なか った 死後 のイ メー ジ:お 姫様 と学 年 ・性 別

学年区分

お姫様
合計

X O

低学年 性別 男 度数
性別 の%

393

94.2

24

5.8

417

100.0

女 度数
性別 の%

354

91.2

34

8.8

388

100.0

合計 度数
性別 の%

747

92.8

58

7.2

805

100.0

高学年 性別 男 度数
性別の%

457

96.4

17

3.6

474

100.0

女 度数
性別 の%

383

95.8

17

4.3

400

10α0

合計 度数
性別 の%

840

96.1

34

3.9

874

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

401

91.6

37

8.4

438

100.0

女 度数
性別 の%

391

95.4

19

4.6

410

10α0

合計 度数
性別 の%

792

93.4

56

6.6

848

100.O

*=P<α05**:P<α01

*
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表23-3-1.少 なか った死後 の イ メー ジ:ひ とさらい と学 年

ひとさらい 合計
xO

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

779

96.2

31

3.8

810

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

841

96.4

31

3.6

872

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

796

93・31

57

6.7

853

100.0

合計 度数
学年区分 の%

2416119

95,347

2535

100.0

**

表23-3-2.少 なか った死後 の イメー ジ=ひ と さらい と学年 ・地域

学年区分

ひとさらい1
合計xOI

低学年 地域 北海道 度 数
地域 の%

304

98.1

63101

__亙10αo
関東 度数

地域 の%
339

94.4

201359

5.6i100.0

九州 度数
地域 の%

136151141

9&51a510α0

合計 度数
地域 の%

779,31,810
96.23.8i100LO

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

331!1gl35。 1
946i5.410α0

関東 度数
地域 の% 98」

36817i375
11

.gi100.0
[

九州 度数
地域 の%

142

96.6

51147

③411・ α・

合計 度数
地域 の%

841

96.4 3.6

311872
100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

256

93.1

19

6.9

275

100.0

関東 度数
地域 の%

1341121146

91£Ia2110α0

!i

九州 度 数
1地域 の%

406'26」432

94。016.0'100.0

厩 十 †
1度数

地域 の%

796i一 一 一 畝 一853

93β16.7,100.0

*

*

表23-3-3.少 なか った死後 のイ メー ジ:ひ とさ らい と学年 ・性別

学年区分
ひとさらい1

合計
X O

低学年 性別 男 度数
性別 の%

392

94.7

2214141
5.3100.0

女 度数
性別 の%

377igl386

9刀12310α0

合計 度数
性別 の%

769

96.1

31800

3.9100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

446

94.3

27

5.7

473

100.0

女 度数
性別 の%

395

99.0

4

tO

399

100.0

合計 度数
性別 の%

841

96.4

31

3.6

872

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

392

89」

48

10.9

440

100.0

女 度数
性別 の%

399

97.8

9

2.2

408

100.0

合計 度数
性別 の%

791

933

57

6.7

848

100.0

*

**

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表24-1-1.そ の他:お ば け と学 年
おばけ

合計
X O

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

536

65.8

278

342

814

100.0

高学年 度数
学年区分 の 瓢

559

64.0

315

36.0

874

10α0

中学生 度数
学年区分 の%

554

64.6

303

35.4

857

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1649

64.8

896

35.2

2545

100.0

表24-1-2.そ の他:お ば けと学 年 ・地域

学年区分
おばけ 合計

X O

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

191

61.4

120

38.6

311

10α0

関東 度数
地域 の%

248

69.3

110

3α7

358

100.0

九州 度数
地域 の%

97

66.9

48

33.1

145

10α0

合計 度数
地域 の%

536

65.8

278

34.2

814

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

235

67.0

116

33.0

351

10α0

関東 度数
地域 の%

235

62.2

143

37.8

378

10α0

九州 度数
地域 の%

89

61.4

56

38.6

145

10α0

合計 度数
地域 の%

559

64.0

315

36.0

874

10α0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

170

6t6

106

38.4

276

10α0

関東 度数
地域 の%

95

64.6

52

35.4

147

100.0

九州 度数
地域 の%

289

66.6

145

33.4

434

100.0

合計 度数
地域 の%

554

64.6

303

35.4

857

100.0

表24-1-3.そ の他:お ば け と学年 ・性 別

学年区分

おばけ
合計

X O

低学年 性別 男 度数
性別 の%

270

64.6

148

35.4

418

100.0

女 度数
性別 の%

257

66.6

129

33.4

386

10α0

合計 度数
性別 の%

527

65.5

277

34.5

804

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

287

60.8

185

39.2

472

100.0

女 度数
性別 の 箔

272

67.7

130

32.3

402

100.0

合計 度数
性別 の%

559

64.0

315

36.0

874

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

283

64.2

158

35.8

441

100.0

女 度数
性別 の%

266

64.7

145

35.3

411

10α0

合計 度数
性別 の%

549

64.4

303

35.6

852

10α0

*:P<0。05**:P<α01

*
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表24-2-1.そ の他:お 星様 と学年

お星様
合計

X O
学年区分 低学年 度数

学年区分の%
475

58.0

344

420

819

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

529

60.7

343

39.3

872

100.0

中学生 度数
学年区分の%

580

68.1

272

3t9

852

100.0

合計 度数
学年区分の%

1584

62.3

959

37.7

2543

100.0

**

表24-2-2.そ の他:お 星様 と学 年 ・地域

学年区分
お星様1

合計
× O

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

169

542

143

45.8

312

100.0

関東 度数
地域 の%

222

6t5

139

38.5

361

100.0

九州 度数
地域 の%

84

57.5

62

42.5

146

10α0

合計 度数
地域 の%

475

58.0

344

42.0

819

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

225

64.1

126

35.9

351

100.0

関東 度数
地域 の%

227

60.2

150

39.8

377

100.0

九州 度数
地域 の%

77

53.5

67

46.5

144

100.0

合計 度数
地域 の%

529

6α7

343

39.3

872

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

195

7t2

79

28.8

274

100.0

関東 度数
地域 の%

110

75.3

36

24.7

146

100.0

九州 度数
地域 の%

275

63.7

157

36.3

432

100.0

合計 度数
地域 の%

580

68」

272

31.9

852

100.0

*

表24-2-3.そ の他:お 星様 と学 年 ・性別

学年区分
お星様 合計

X 0
低学年 性別 男 度数

性別 の%
261

63.0

153

37.0

414

100.0

女 度数
性別 の%

207

52.4

188

47.6

395

100.0

合計 度数
性別 の%

468

578

341

42.2

809

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

321

68.2

150

31.8

471

100.0

女 度数
性別 の%

208

5t9

193

48.1

401

100.0

合計 度数
性別 の%

529

6α7

343

39.3

872

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

331

75.6

107

24.4

438

100.0

女 度数
性別 の%

244

59.7

165

40.3

409

100.0

合計 度数
性別 の%

575

67.9

272

32.1

847

100.0

**

**

**

*:p<0.05**=p<0.01
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表24-3-1.そ の他:が い骨 と学年
がい骨

合計
X O

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

497

60.9

319

39」

816

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

473

542

400

45.8

873

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

470

54.8

387

45.2

857

10α0

合計 度数
学年区分 の%

1440

56.6

1106

43.4

2546

100.0

**

表24-3-2.そ の他:が い骨 と学 年 ・地域

学年区分

がい骨
合計

× 0

低学年 地域 1北海道 度数
地域 の%

199

63.2

116

36.8

315

100.0

関東 度数
地域 の%

228

63.5

131

36.5

359

100.0

九州 度数
地域 の%

70

49.3

72

50.7

142

100.0

合計 度数
地域 の%

497

60.9

319

39.1

816

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

181

5t6

170

48.4

351

10α0

関東 度数
地域 の%

213

56.3

165

43.7

378

100.0

九州 度数
地域 の%

79

54.9

65

45」

144

10α0

合計 度数
地域 の%

473

54.2

400

45.8

873

10α0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

152

54.3

128

45.7

280

100.0

関東 度数
地域 の%

73

50.3

72

49.7

145

100.0

九州 度数
地域 の%

245

56.7

187

43.3

432

10α0

合計 度数
地域 の%

470

54.8

387

45.2

857

100.0

表24-3-3.そ の他:が い骨 と学年 ・性別

学年区分

がい骨
合計

X O

低学年 性別 男 度数

性別 の%

240

56.7

183

43.3

423

10α0

女 度数
性別 の%

252

66.0

130

34.0

382

100.0

合計 度数
性別 の%

492

61.1

313

38.9

805

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

231

48.9

241

5t1

472

10α0

女 度数

性別 の%

242

60.3

159

39.7

401

100.0

合計 度数
性別 の%

473

54.2

400

45.8

873

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

233

53.1

206

46.9

439

10α0

女 度数
性別 の%

235

56.9

178

43.1

413

10α0

合計 度数
性別 の%

468

54.9

384

45.1

852

10α0

*=P<α05**:P<α01

**
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表24-4-1.そ の他:空 と学年

空
合計

X O
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
608

75.0

203

25.0

811

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

626

71.9

245

28」

871

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

621

72.8

232

27.2

853

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1855

73.21 21翌【
2535

100.0

表24-4-2.そ の他:空 と学 年 ・地域

学年区分

ヴbl
-}-5ヒ 干

O■ 合計

低学年 地域 1北海道 度数
地域 の% 覇 認 甜関東 度数
地域 の%

268193π361

74㎏2i25.81100.0

九州 度数
地域 の%

1071371144

743125710α0

合計 度数
地域 の%

608

75.0

203811

25.0100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

268

76.4

831351

23.6110α0

関東 度数
地域 の%

268

71.3

1081376
1

128.7i100.0
九州 度数

地域 の%
90i541144
62.5137.51100,0

合計 度数
地域 の%

626

71.9

12451871

2&1110α0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

201

72.8

75276

27.2100.0

関東 度数
地域 の%

121

83.4

241145
100.016.61

九州 度数
地域 の%

29911331432

69.2130.8110α0

合計 度数
地域 の%

621i2321853
72.8!27.2100.0

**

**

表24-4-3.そ の他:空 と学 年 ・性 別

学年区分
窄 1合 計

X OI
低学年 性別 男 度数

性別 の%

319

77.4

931412

22.6100.0

女 度数
性別 の%

282

72.7

1061388

1272」10α0
合計 度数

性別 の%

601i199i800 1
75」124.9 100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

360

76.4

111

23.6

471

100.0

女 度数
性別 の%

266

66.5

134

33.5

400

100.0

合計 度数
性別 の%

626

71.9

245

28.1

871

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

343

78.3

95

21.7

438

100.0

女 度数
性別 の%

273

66.6

137

33.4

410

100.0

合計 度数
性別 の%

616

72.6

232

27.4

848

100.0

**

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表25-1-1.多 か った死後 の世界 の イメー ジ=神 様 と学 年

神様のそば 合計
X 0

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

318

39.6

486

6α4

804

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

446

51.6

419

48.4

865

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

547

64.7

299

35.3

846

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1311

52」

1204

47.9

2515

100.0

**

表25-1-2.多 か った死後 の世界 の イメー ジ:神 様 と学 年 ・地域

学年区分

神様のそば
合計

X O

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

133

42.9

177

57.1

310

100.0

関東 度数
地域 の%

132

36.8

227

63.2

359

100.0

九州 度数
地域 の%

53

39.3

82

60.7

135

100.0

合計 度数
地域 の%

318

39.6

486

60.4

804

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

198

56.6

152

43.4

350

100.0

関東 度数
地域 の%

176

47.3

196

52.7

372

10α0

九州 度数
地域 の%

72

50.3

71

49.7

143

100.0

合計 度数
地域 の%

446

51.6

419

48.4

865

10α0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

186

69.1

83

30.9

269

100.0

関東 度数
地域 の%

95

65.5

50

34.5

145

100.0

九州 度数
地域 の%

266

6t6

166

38.4

432

100.0

合計 度数
地域 の%

547

64.7

299

35.3

846

100.0

*

表25-1-3.多 か った死後 の世界 の イメー ジ:挿 様 と学年 ・性 別

学年区分

神様のそば
合計

X O

低学年 性別 男 度数
性別 の%

174

42.5

235409

57.5100.0

女 度数

性別 の%

140

36.4

245385

63.6100.0

合計 度数
性別 の%

314

39.5

480794

60.5100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

268

56.9

203471

43.110α0

女 度数
性別 の%

178

452

216394

54.8100.0

合計 度数
性別 の%

446

51.6

419865

48.4100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

311

70.7

129440

29.3100.0

女 度数
性別 の%

231

57.6

170401

42.4100.0

合計 度数
性別 の 覧

542

64.4

299841

35.6100.0

*:P<0.05**=P<0.01

*

**

**
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表25-2-1.多 か った 死後 の世界 のイメー ジ:天 国 と学年

天国
合計× O

学年区分 低学年 度数
学年区分の%

104

12.5

726

87.5

830

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

222

25.6

646

74.4

868

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

329

38.1

534

6t9

863

100.0

合計 度数
学年区分 の%

655

256

1906

744

2561

1000

**

表25-2-2.多 か った死後 の世界 のイ メー ジ:天 国 と学年 ・地域

学年区分
天国

合計
X O

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

42

13.2

276

86.8

318

100.0

関東 度数
地域 の%

45

12.4

318

87.6

363

100.0

九州 度数
地域 の%

17

11.4

132

88.6

149

100.0

合計 度数
地域 の%

104

125

726

875

830

1000

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

116

33.1

234

66.9

350

100.0

関東 度数
地域 の%

71

1&9

304

81」

375

100.0

九州 度数
地域 の%

35

24.5

108

75.5

143

100.0

合計 度数
地域 の%

222

256

646

744

868

1000

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

111

4α1

166

59.9

277

100.0

関東 度数
地域 の%

66

43.7

85

56.3

151

100.0

九州 度数
地域 の% 3愚

435

L_1ρ α・
863

1000

合計 度数
地域 の%

283

饅」

311916腎

表25-2-3.多 か った死後 の世界 のイメー ジ=天 国 と学年 ・性別

学年区分
天国

合計
X O

低学年 性別 男 度数
性別 の%

59

14.0

363

86.0

422

100.0

女 度数
性別 の%

42

10.6

355

89.4

397

100.0

合計 度数
性別の%

101

123

718

877

819

1000

高学年 性別 男 度数
性別の%

138

29.5

330

70.5

468

100.0

女 度数
性別の%

84

210

316

79.0

400

100.0

合計 度数
性別 の%

222

256

646

744

868

1000

中学生 性別 男 度数
性別 の%

194

43つ

257

57.0

451

100.0

女 度数
性別 の%

130

3t9

277

68.1

407

100.0

合計 度数
性別 の%

324

378

534

622

858

1000
*:p<0.05**:p<0.01
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表25-3-1.多 か った死後 の世界 のイ メー ジ:お 墓 と学年
お墓

合計
X O

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

225

27.4

597

72.6

822

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

196

22.3

681

77.7

877

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

228

262

641

73.8

869

100.0

合計 度数
学年区分 の%

649

25.3

1919

74.7

2568

100.0

*

表25-3-2.多 か った死後の世 界 のイ メー ジ:お 墓 と学年 ・地域

学年区分
お墓

合計
× 0

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

81

25.7

234

74.3

315

100.0

関東 度数
地域 の%

114

31.3

250

68.7

364

10α0

九州 度数
地域 の%

30

21.0

113

79.0

143

10α0

合計 度数
地域 の%

225

27.4

597

72.6

822

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

73

20.7

279

79.3

352

100.0

関東 度数
地域 の%

92

24.3

287

75.7

379

10α0

九州 度数
地域 の%

31

21.2

115

78.8

146

10α0

合計 度数
地域 の%

196

22.3

681

77.7

877

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

70

25.5

205

74.5

275

10α0

関東 度数
地域 の%

46

29.7

109

70.3

155

100.0

九州 度数
地域 の%

112

25.5

327

74.5

439

100.0一一
合計 度数

地域 の%
228

26.2

641

73.8

869

10α0

*

表25-3-3.多 か った死後 の世界 の イメー ジ=お 墓 と学 年 ・性別

学年区分
お墓

合計
× O

低学年 性別 男 度数
性別 の%

123

29.3

297

70.7

420

10α0

女 度数
性別 の%

102

26.1

289

73.9

391

100.0

合計 度数
性別 の%

225

27.7

586

72.3

811

10α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

116

24.4

359

75.6

475

10α0

女 度数
性別 の%

80

19.9

322

80」

402

100.0

合計 度数
性別 の%

196

22.3

681

77.7

877

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

132

29.5

316

70.5

448

10α0

女 度数
性別 の%

95

22.8

321

77.2

416

10α0

合計 度数
性別 の%

227

263

637

73.7

864

10α0

*

*:p<0.05**=p<0.01
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表26-1-1.少 なか った死後 の世 界 のイ メー ジ:宇 宙 と学 年

宇宙 1

合計xO

学年区分 低学年 度数
学年区分 の% 93.2

75755

6.8

812

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

800

92.2

68

7.8

868

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

731

86.5

1141 845

割一墨
9.4110α0

合計 度数
岸 年区分の%

2288

90.6

**

表26-1-2.少 なか った死後 の世界 の イメー ジ:宇 宙 と学年 ・地域

学年区分
宇宙1 合計

XlO I
低学年1地 域 北海道

1

度数
地域 の%

293117310「1
9455.5100.0

1関 東1 度数
地域 の%

332}24356
93.36.7100.0

1九 州
度数
地域 の%

132114146
90,419.6100.0

合計 度数
地域 の%

757}551812

93.26.81100.OI

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

322128350
92,018.0100.0

関東 度数
地域 の%

345127372

9271・311・ α・

九州 度数
地域 の%

133113 1146
1

9t118.91100.0

合計 度数
地域 の%

800168868

92.2i7.8旨100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

2331361269

8ε6113,4i10α0

関東 度数
地域 の%

1261201146

8α311③ プ1・ α・

L

1九州 度数

⊥⊥1地 域の%
3721584301
86。5,13.51100.01合計1膵数

1地域 の% 81響ill翌 …1。1誓

表26-1-3.少 なか った死後 の世界 の イメー ジ:宇 宙 と学 年 ・性 別

学年区分
宇宙

合計xlO

低学年 性別 男 度数
性別 の%

383128i411

93.2iα8110α0

女 度数
性別 の% 93.4

365…26ト391

6・6i10α0

合計 度数

性別 の%

748

93.3

5418021
6.7100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

425

90.6

441469

94i10α0

女 度数
性別 の%

375

94.0

24,399
6.oi100.0

合計 度数
性別 の%

800

922

168

7.8

868

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

372

85.3

64

14.7

436

100.0

女 度数
性別 の%

354

87.6

50

12.4

404

100.0

合計 度数
性別 の%

726

86.4

114

13.6

840

100.0

*

*:p<0.05**:p<0.01
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表27-1-1.そ の他:地 獄 と学年
地獄

合計
X O

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

478

592

330

40.8

808

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

562

65.3

299

34.7

861

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

576

68.4

266

31.6

842

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1616

644

895

35.6

2511

100.0

**

表27-1-2.そ の他:地 獄 と学年 ・地域

学年区分

地獄
合計

X 0
低学年 地域 北海道 度数

地域 の%
188

60.5

123

39.5

311

100.0

関東 度数
地域 の%

211

59.6

143

40.4

354

10α0

九州 度数
地域 の%

79

55.2

64

44.8

143

100.0

合計 度数
地域 の%

478

59.2

330

4α8

808

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

238

68.4

110

3t6

348

10α0

関東 度数
地域 の%

216

58.9

151

41.1

367

10α0

九州 度数
地域 の%

108

74.0

38

26.0

146

10α0

合計 度数
地域 の%

562

65.3

299

34.7

861

10α0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

170

63.7

97

36.3

267

10α0

関東 度数
地域 の%

96

66.2

49

33.8

145

100.0

九州 度数
地域 の%

310

72.1

120

27.9

430

100.0
一 皿}

合計 度数
地域 の%

576

68.4

266

31.6

842

10α0

**

表27-1-3.そ の他:塘 獄 と学 年 ・性 別

学年区分
地獄

合計
× O

低学年 性別 男 度数
性別 の%

223

54.8

184

45.2

407

100.0

女 度数
性別 の%

248

63.6

142

36.4

390

100.0

合計 度数
性別 の%

471

59.1

326

40.9

797

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

289

62.0

177

38.0

466

10α0

女 度数
性別 の%

273

69.1

122

3α9

395

100.0

合計 度数
性別 の 覧

562

65.3

299

34.7

861

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

298

68.2

139

31.8

437

10α0

女 度数
性別 の%

274

68.5

126

3t5

400

10α0

合計 度数
性別 の 覧

572

68.3

265

31.7

837

100.0

*=P<α05**:P<0.01

**

*
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表27-2-1.そ の他:お 寺 と学 年

お寺
合計

X O
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%

605

75.3

198

24.7

803

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

557

64.3

309

35.7

866

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

538

63.7

306

36.3

844

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1700

67.6

813

32.4

2513

100.0

**

表27-2-2.そ の他:お 寺 と学年 ・地域

学年区分
お寺1

i合 計X O

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

231

743

180

25.7

311

100.0

関東 度数
地域 の%

280

79.5

72

20.5

352

100.0

九州 度数
地域 の%

94

67.1

46

32.9

140

100.0

合計 度数
地域 の%

605

75.3

198

24.7

803

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

220

62.9

130

37.1

350

100.0

関東 度数
地域 の%

246

66.1

126

33.9

372

100.0

九州 度数
地域 の%

91

63.2

53

36.8

144

100.0

合計 度数
地域 の%

557

643

309

35.7

866

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

167

62£

99

372

266

100.0

関東 度数
地域 の%

97

66.0

50

34.0

147

100.0

九州 度数
地域 の%

274

63.6

157

36.4

431

100.0

合計 度数
地域 の%

538

63.7

306

36.3

844

100.0

*

表27-2-3.そ の他:お 寺 と学 年 ・性別

学年区分
お寺 合計

× O
低学年 性別 男 度数

性別 の%
299

73.3

109

26.7

408

100.0

女 度数
性別 の%

299

77.9

85

22.1

384

100.0

合計 度数
性別 の%

598

755

194

24.5

792

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

309

65.9

160

34.1

469

100.0

女 度数
性別 の%

248

62.5

149

37.5

397

10α0

合計 度数
性別 の%

557

643

309

35.7

866

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の 瓢

279

640

157

36.0

436

100.0

女 度数
性別 の%

255

63.3

148

36.7

403

100.0

合計 度数

性別 の 覧

534

63.6

305

36.4

839

100.0

*:p<α05**:p<α01
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表28-1-1.死 のイ メー ジ:美 しい と学年

死について美しい
合計

醜い どちらでもない 美しい

学年区分 低学年 度数
学年区分の%

217

29.6

462

62.9

55

7.5

734

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

231

27.4

572

67.9

39

4.6

842

100.0

中学生 度数
学年区分の%

119

13.7

684

79.0

63

7.3

866

100.0

合計 度数
学年区分の%

567

23.2

1718

70.4

157

6.4

2442

100.0

**

表28-1-2.死 のイ メー ジ:美 しい と学年 ・地域

学年区分

死について美しい
合計

醜い どちらでもない 美しい

低学年 地域1北 海道 度数
地域 の%

83、

29.1

187

65.6

15

5.3

285

100.0

関東 度数
地域 の%

98

30.4

197

6t2

27

8.4

322

100.0

九州 度数
地域 の%

36

28.3

78

6t4

13

10.2

127

100.0

合計 度数
地域 の%

217

296

462

62.9

55

7.5

734

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

101

29.4

225

65.4

18

52

344

100.0

関東 度数
地域 の%

93

26.1

252

70.6

12

3.4

357

100.0

九州 度数
地域 の%

37

262

95

67.4

9

6.4

141

100.0

合計 度数
地域 の%

231

27.4

572

67.9

39

4.6

842

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

56

19.6

209

73.1

21

7.3

286

100.0

関東 度数
地域 の%

25

16.3

119

77.8

9

5.9

153

100.0

九州 度数
地域 の%

38

8.9

356

83.4

33

7.7

427

100.0

合計 度数
地域 の%

119

137

684

79.0

63

7.3

866

100.0

**

表28-1-3.死 の イメー ジ=美 しい と学 年 ・性別

学年区分

死について美しい
合計

醜い どちらでもない 美しい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

112

30.1

234

62.9

26

7.0

372

100.0

女 度数
性別 の%

102

28.8

224

63.3

28

7.9

354

100.0

合計 度数
性別 の%

214

295

458

63.1

54

7.4

726

100.0

高学年 性別 男 度数

性別 の%

145

31.9

286

62.9

24

5.3

455

100.0

女 度数
性別 の%

86

22.2

286

73.9

15

3.9

387

100.0

合計 度数
性別 の%

231

274

572

67.9

39

4.6

842

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

80

17.8

334

74.4

35

7.8

449

100.0

女 度数
性別 の%

39

9.5

346

84.0

27

6.6

412

100.0

合計 度数
性別 の%

119

138

680

79.0

62

7.2

861

10α0

*:P<α05**:P<α01

**
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表28-2一 コ.死 のイ メー ジ:嫌 だ と学年

死について嫌だ
合計

嫌でない どちらでもない 嫌だ
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
64

8.4

142

18.6

558

73.0

764

10α0

高学年 度数
学年区分 の%

72

8.3

156i636

1&1トz謝
864

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

113

12.8

2121886

翠 」_6a3i1・ α・
合計

1 1
度数
学年区分 の%

249

9.9

51017552514
20.3169.81100.0

**

表28-2-2.死 の イメー ジ:嫌 だ と学年 ・地域

学年区分
死について嫌だ 一一一 一 一 合 計一一嫌でな一 もなし

・ 嫌だi

;

低学年1地 域1北 海道 度数

1地域 の%

1

1660

5・4i2α3

22012961

74.31100.0

関 東1度 数1

地域 の% 10.0

34161
1

17.9

一 弾}一一}-

245340

72.1・100.0

九州 度 数
地域 の%

14

10.9

21

16.4

931128

i72.7[100.0
合計 度数

地域 の% 8艶11誓]薮11。1竪
高学年 地域 北海道 度数

地域 の%
2966
8.3i19.0

253…348

72.71100.01

関東 度数
地域 の%

35;62

9,416.7

2741371

73・9i10α0

九州 度数
地域 の%

81

5.5

28

19.3

109;145

75.21100.0

合計 度数
地域 の%

72

8.3 1夢6i71誓:1。1竪
1

中学生 地域 北海道

関東

九州

度数
地域 の%
度数
地域 の%

度数
地域 の%

30

10.4

22

13.8

61:

13.9

170

24.2

39

24.5

103

23.5

189;289

654i10α0

98159

61.61100.0

274438

62,6100.0

合計 度数
地域 の%

1131212i561ヨ886

12.823.9163,3}100,0

表28-2-3.死 の イ メー ジ:嫌 だ と学年 ・性別

学年区分

死について嫌だ5 1合 計

1嫌でない1ど ちらでもない1嫌 だ

低学年 性別1男 度数
性別 の% 壽1調 溜 …1甜

女 度数
性別 の%

28i60275363

7・711a5;75810α0

合計 度数
性別 の%

63114015521755
1

8,318,573.11100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

41

8.7

85【3431469

1&1}7訓1・ α・

女 度数
性別 の%

31

7.8

71.293395

1a・}7生211・ α・

合計 度数
性別 の%

72

8.3

156

1&1 73.6

636i864
100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

62

13.6

110

24.1

284

62.3

456

100.0

女 度数
性別 の%

51

12.0

101

23.8

273

64.2

425

100.0

合計 度数
性別 の%

113

12.8

211

24.0

557

63.2

881

100.0

*:p<0.05**:p<0.01
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表28-3-1.死 のイ メー ジ:怖 いと学年
、

死についてこわい
合計

こわくない どちらでもない こわい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

99

12.8

176

22.7

499

64.5

774

10α0

高学年 度数
学年区分 の%

122

14.2

173

20.1

566

65.7

861

10α0

中学生 度数
学年区分 の%

104

1t8

240

27.1

540

61.1

884

100.0

合計 度数
学年区分 の%

325

12.9

589

23.4

1605

63.7

2519

100.0

*

表28-3-2.死 のイ メー一ジ:怖 い と学 年 ・地域

学年区分
死についてこわい

合計
こわくない どちらでもない こわい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

31

10.4

73

24.4

195

65.2

299

100.0

関東 度数
地域 の%

44

12.9

76

22.4

220

64.7

340

10α0

九州 度数
地域 の%

24

17.8

27

20.0

84

62.2

135

10α0

合計 度数
地域 の%

99

12.8

176

22.7

499

64.5

774

10α0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

48

13.9

75

21.7

223

64.5

346

10α0

関東 度数
地域 の%

56

15.1

72

19.4

244

65.6

372

10α0

九州 度数
地域 の%

18

12.6

26

18.2

99

69.2

143

10α0

合計 度数
地域 の%

122

1生2

173

20.1

566

65.7

861

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

28

9.8

90

3t4

169

58.9

287

10α0

関東 度数
地域 の%

21

13.3

53

33.5

84

532

158

10α0

九州 度数
地域 の%

55

12.5

97

22」

287

65.4

439

100.0

合計 度数
地域 の%

104

11.8

240

27.1

540

61.1

884

100.0

*

表28-3-3.死 の イメー ジ=怖 い と学年 ・性別

学年区分
死についてこわい

合計
こわくない どちらでもない こわい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

60

15.2

101

25.5

235

59.3

396

100.0

女 度数
性別 の%

38

1α3

74

20.0

258

69.7

370

100.0

合計 度数
性別 の%

98

12.8

175

22.8

493

64.4

766

10α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

71

15.3

99

21.4

293

63.3

463

10α0

女 度数
性別 の%

51

12.8

74

18.6

273

68.6

398

10α0

合計 度数
性別 の%

122

1へ2

173

20.1

566

65.7

861

10α0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

52

11.3

135

29.4

272

59.3

459

10α0

女 度数
性別 の%

52

12.4

103

24.5

265

63.1

420

10α0

合計 度数
性別 の%

104

11.8

238

27.1

537

61」

879

100.0

**

*:p<0.05**=p<0.01
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表28-4-1.死 の イ メー ジ=痛 いと学 年

死について痛い
合計

痛くない どちらでもない 痛い
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
158

21.4

307

41.5

274

37.1

739

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

185

21.9

413

48.9

246

29.1

844

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

132

15.3

489

56.8

240

27.9

861

100.0

合計 度数
学年区分の%

475

19.4

1209

49.5 31甲1111翌

**

表28-4-2.死 のイ メー ジ:痛 い と学年 ・地域

学年区分
死について痛い1

合計
痛くない どちらでもない1痛 い1

低学年 地域 北海道 1度数

地域 の%
48

16.6

12・1122i29・

4141421110α0

関東 度数
地域 の%

84

25.8 41.7

13611061326聖

32.5110α0

九州 度数
地域 の%

26

2t1

51

41.5

46123

374100.0

合計 度数
地域 の%

158

21.4

307

41.5

274

37」

739

100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

85

24.8

157

45.8

101

29.4

343

100.0

関東 度数
地域 の%

72

19.8 5112131曽
363

100.0

九州 度数
地域 の%

28

20.3

74

53.6

36

26」

138

100.0

合計 度数
地域 の%

185

21.9

413

48.9

246

29.1

844

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

36

12.8

153

54.4

92

32.7

281

100.0

関東 度数
地域 の%

22

14.3

96

62.3

36

23.4

154

100.0

九州 度数
地域 の%

74

17.4

240

56.3

112

26.3

426

100.0

合計 度数
地域 の%

132

15.3

489

56.8

240

27.9

861

100.0

*

表28-4-3.死 の イメー ジ=痛 いと学 年 ・性 別

学年区分
死について痛い

合計
痛くない どちらでもない 痛い

低学年 性別 男 度数
性別 の%

88

23.5

146

3ag

141

37.6

375

100.0

女 度数
性別 の%

66

18.6

157

44.2

132

37.2

355

100.0

合計 度数
性別 の%

154

21.1

303

41.5

273

37.4

730

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

110

23.8

209

45.2

143

31.0

462

100.0

女 度数
性別 の%

75

19.6

204

53.4

103

27.0

382

100.0

合計 度数
性別 の%

185

219

413

489

246

291

844

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

73

16.3

248

55.4

127

28.3

448

100.0

女 度数
性別 の%

59

14.5

238

58.3

111

27.2

408

100.0

合計 度数
性別 の%

132

15.4

486

56.8

238

27.8

856

100.0
*:p<0 .05**:p<0.01
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表28-5-1.死 のイ メー ジ:さ み しい と学年
死についてさみしい

合計
さみしくない どちらでもない さみしい

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

57

7.3

125

16.1

594

76.5

776

100.0

高学年 度数
学年区分の%

79

9」

162

18.6

629

72.3

870

100.0

中学生 度数
学年区分の%

75

8.5

259

29.4

548

62.1

882

100.0
一 一一一 一

合計 度数
学年区分の%

211

8.3

546

21.6

1771

70.1

2528

10α0

**

表28-5-2.死 のイ メー ジ:さ み しい と学年 ・地域

学年区分
死についてさみしい 1

合計
さみしくない どちらでもない さみしい

低学年 地域 北海道 度数
地域 の%

15

5.0

55

18.5

228

76.5

298

100.0

関東 度数
地域 の%

30

8.8

59

17.3

253

74.0

342

10α0

九州 度数
地域 の%

12

8.8

11

8.1

113

83.1

136

10α0

合計 度数
地域 の%

57

7.3

125

16.1

594

76.5

776

10α0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

32

9.1

81

23」

237

67.7

350

100.0

関東 度数
地域 の%

42

11.2

56

15.0

276

73.8

374

100.0

九州 度数
地域 の%

5

3.4

25

17.1

116

79.5

146

100.0

合計 度数
地域 の%

79

9.1

162

18.6

629

72.3

870

100.0

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

25

8.8

102

35.8

158

55.4

285

100.0

関東 度数
地域 の%

13

8.2

48

30.2

98

61.6

159

100.0

九州 度数
地域 の%

37

8.4

109

24.9

292

66.7

438

100.0

合計 度数
地域 の%

75

8.5

259

29.4

548

62.1

882

100.0

*

**

*

表28-5-3.死 の イメー ジ=さ み しい と学年 ・性別

学年区分
死についてさみしい

合計
さみしくない どちらでもない さみしい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

35

8.9

72

18.3

286

72.8

393

10α0

女 度数
性別 の%

22

5.9

52

13.9

299

80.2

373

10α0

合計 度数
性別 の%

57

7.4

124

16.2

585

76.4

766

10α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

44

9.4

92

19.6

334

7t1

470

100.0

女 度数
性別 の%

35

8.8

70

17.5

295

73.8

400

10α0

合計 度数
性別 の%

79

9」

162

18.6

629

72.3

870

10α0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

40

8.8

150

33.0

264

58.1

454

10α0

女 度数
性別 の%

35

8.3

107

25.3

281

66.4

423

重0α0

合計 度数
性別 の%

75

8.6

257

29.3

545

62.1

877

10α0

*:P<0,05**IP<0.01

*
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表28-6-1.死 のイ メー ジ:良 い と学年

死について良い 合計
悪い どちらでもない 良い

学年区分 低学年 度数
学年区分 の%

331

44.3

333

44.6

83

11.1

747

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

445

52.4

357

42.0

47

5.5

849

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

324

37.7

484

56.3 [

51

5.9

859

100.0

合計 度数
学年区分 の%

1100

4生81 1

117411812455

47,817.410α0

**

表28-6-2.死 の イメー ジ:良 い と学 年 ・地域

学年区分
死について良い1

合計一「

良い1
低学年 地域i北 海道

1

度 数
地域 の%

悪い
12♂どちらでも喩26289
114t5149

.519,0100.0

関東 度数
地域 の%

}15413640

4a741.21121

330

100.0

九州 度数
地域 の%

57

44.5

54117
42211a31

128

100.0

合計 度数
地域 の%

331
1

44.3

333

44.6

183

1747

1tL100・0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の% 51響i4拶1

181347

5。21100.Ol

関東 度数
地域 の%

19614711736。

5生44α8峨7110α0

九州 度数
地域 の% 44閉47望18望i1。1誓

合計 度数
地域 の% 撚 週 調 誘

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

107157
1

3&41503
15279

5.41100.0

関東 度数
地域 の%

1
501941101154

32,561,016.51100.0

1九州 度数
地域 の%

16712331261426

39.2i5生71a11100.0

合計 度数
地域 の%

32414845ゴ859

3刀15α3i59・10α0

表28-6-3.死 のイ メー ジ:良 い と学 年 ・性 別

学年区分
死について良い1

合計
悪い1ど ちらでもない 良い1

低学年 性別 男 度数
性別 の%

1781156
47.0141.2

451379

11.9110α0

女' 度数
性別 の%

150173
41.7i4&1 1。誓11。1響

合計 度数
性別 の%

3281
44.4

329

44.5

82

11.1

739

100.0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

256

55.9

170

37.1

32

7.0

458

100.0

女 度数

性別 の%

189

48.3

187

47.8

15

3.8

391

100.0

合計 度数
性別 の%

445

52.4

357

42.0

47

5.5

849

100.0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

175

39.1

241

53.9

31

6.9

447

100.0

女 度数
性別 の%

147

36.1

241

59.2

19

4.7

407

100.0

合計 度数
性別 の%

322

37.7

482

56.4

50854

5.9100.0

*:p<0.05**:p<=0.01

127



表28-7-1.死 の イメー ジ:悲 しい と学年

死について悲しい
合計

悲しくない どちらでもない 悲しい
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
47

α0

100

12.7

641

81.3

788

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

47

5.4

110

12.6

716

82.0

873

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

42

4.7

192

21.6

655

73.7

889

100.0

合計 度数
学年区分 の%

136

5.3

402

15.8

2012

78.9

2550

100.0

**

表28-7-2.死 のイ メー ジ:憲 しい と学 年 ・地域

死について悲しい
合計

学年区分 悲しくない どちらでもない 悲しい
低学年 地域 北海道 度数 14 34 257 305

地域 の% 4.6 11.1 84.3 100.0

関東 度数 25 53 268 346

地域 の% 72 15.3 77.5 10α0

九州 度数 8 13 116 137

地域 の% 5.8 9.5 84.7 10α0

合計 度数 47 100 641 788

地域 の% 60 127 813 1000

高学年 地域 北海道 度数 20 55 275 350

地域 の% 5.7 15.7 78.6 10α0

関東 度数 20 45 309 374

地域 の% 5.3 12.0 82.6 100.0

九州 度数 7 10 132 149

地域 の% 4.7 6.7 88.6 10α0

合計 度数 47 110 716 873

地域 の% 5.4 12.6 82.0 10α0

中学生 地域 北海道 度数 16 74 199 289

地域 の% 5.5 25.6 68.9 10α0

関東 度数 6 39 113 158

地域 の% 3.8 24.7 71.5 100.0

九州 度数 20 79 343 442

地域 の% 4.5 17.9 77.6 10α0

合計 度数 42 192 655 889

地域 の% 4.7 21.6 73.7 10α0

表28-7-3.死 のイ メー ジ=憲 しい と学 年 ・性 別

学年区分
死について悲しい

合計
悲しくない どちらでもない 悲しい

低学年 性別 男 度数
性別 の%

30

7.5

62

15.6

306

76.9

398

10α0

女 度数
性別 の%

16

4.2

37

9.7

327

86.1

380

10α0

合計 度数
性別 の%

46

5.9

99

12.7

633

81.4

778

10α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

33

7.0

63

13.3

376

79.7

472

100.0

女 度数
性別 の%

14

3.5

47

11.7

340

84.8

401

100.0

合計 度数
性別 の 弘

47

5.4

110

12.6

716

82.0

873

10α0

中学生 性別 男 度数
性別 の%

25

5.4

115

25.0

320

69.6

460

100.0

女 度数
性別 の%

17

4.0

74

17.5

333

78.5

424

10α0

合計 度数
性別 の 覧

42

4.8

189

21.4

653

73.9

884

100.0

**

*

**

*:p<0.05**:p<0.01
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表28-8-1.死 のイ メー ジ:遠 い と学年

死について遠い
合計

近い どちらでもない 遠い
学年区分 低学年 度数

学年区分 の%
88

11.8

319

42.9

337

45.3

744

100.0

高学年 度数
学年区分 の%

88

10.3

380

44.5

385

45」

853

100.0

中学生 度数
学年区分 の%

117

13.5

397

45.8

352i866

4α6!10α0

合計 度数
学年区分 の%

293

11.9

1096

445

107412463

43.6i100.0

表28-8-2.死 の イメー ジ:遠 いと学年 ・地域

学年区分
死について遠い1 合計

近い1ど ちらでもない1
低学年 地域 北海道 度数

地域 の%
26

9.0

遠 い1

1211411288

42.oI49.oI100.0 旨

関東 度数
地域 の%

42

12.9

14611381326

4481423i10α0

九州 度数
地域 の%

20

15.4

52158130

40,0144.6」100.0

合計
」

度数
地域 の%

88

11.8

31913371744
42gI45.3100.0

高学年 地域 北海道 度数
地域 の%

42

12.1 翻 遡 瀞
関東 度数

地域 の%
34

9.2

17711571368

48」42.71100.0

九州 度数
地域 の%

12

8.6

69

49.6

58i139
100.041・71

合計 度数
地域 の%

88

10.3

380

445

3851853

45111・ α・

中学生 地域 北海道 度数
地域 の%

39

13.8

131

46.5

112282

39.7100.0

関東 度数
地域 の%

16

10.3

79

51.0

6q155

38。7100.0

九州 度数
地域 の%

62

14.5

187

43.6

1801429

42.0110α0

合計 度数
地域の%

117

13.5 4副48誓 …1。1響

表28-8-3.死 のイ メー ジ:遠 い と学 年 ・性 別

学年区分
死について遠いi

合計
近い どちらでもない1

低学年 性別 男 度数

性別 の%

46

12.0

166

43.5

遠 い

17。}382

4生5i100.0

女 度数
性別 の%

42

1t9

14gl163i354

42」46.OI100、0

合計 度数
性別 の%

88

12.0

31513331736

42.8452110α0

高学年 性別 男 度数
性別 の%

54

11.6

200

43」

210

45.3

464

100.0

女 度数
性別 の%

34

8.7

180

46.3

175

45.0

389

100.0

合計 度数
性別 の%

88

103

380

4死5

385

451

853

1000

中学生 性別 男 度数
性別 の%

65

14.5

210

46.8

174

38.8

449

100.0

女 度数
性別 の%

52

12.6

184

44.7

176

42.7

412

100.0

合計 度数
性別 の%

117

136

394

45.8

350

40.7

861

1000

*:p<0.05**:p<0.01
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